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第一章　あらら、知らない場所に来ちゃったよ




「ふう……会議終わりっと」

　ため息と共にノートパソコンのディスプレイから目を離す。一人暮らしでリモートワーク続きだとどうしても独り言が多くなる。

　まだまだ若輩者であるが、これでも社会人生活五年目なんだぜ。大学を卒業してから上京し一人暮らしを始めた。社会人になって半年くらい経った頃には就職前のキラキラした気持ちなどなくなり、出世にも興味がなく、ただただ毎日を切り抜けるだけの日々を送っている。

　そんな俺に訪れた天啓「リモートワーク」だったのだが――。

　会社に行かず家でずっと仕事をするなら楽になるかと思いきや、全然そうじゃなかった！

　むしろ移動時間がない分、会議やらなにやらが詰まりまくり、メールの代わりにひっきりなしにチャットが来る。

　お世辞にもやる気のある社員とは言えない俺にだって、ウェブ会議をしていても、ピコンピコンピコンとチャットが来たことを告げる音がひっきりなしに鳴っているのだ。自分宛に来たチャットを放置するほど気の大きくない俺はその全てに返信し、くまなく漏れがないかチェックする。

「よし、これでいいか……」

　当初こそオフィスに行かずとも仕事になるかと心配だったのだが、全く問題ない。

　いや、恐ろしいことにオフィスに行った方が仕事量は減るんじゃないかと思う。

　世間ではリモートワークだと楽そうというイメージがあるが、現実は非情である。

　腰も痛いし……次の会議までまだ少し時間があるようだ。

　ならばこの隙間に動くしかない。社用スマートフォンを持ち、財布を後ろのポケットに入れて上着を着る。

「あー、どうせ家から出ないなら南の島でのんびりと過ごしたいよ」

　ぼやきつつ玄関のドアに手をかける。

　――かなえてやろう。

　どこからか声がしたような気がした。

　扉を開けるとそこは、アパートの二階ではなく海だったのだ！

　一面に広がる砂浜に打ち付ける波。引いては寄せ、寄せては返す波を見ているだけで心が洗われるようだ。電灯の光に吸い寄せられる虫のようにフラフラと玄関のドアをくぐり外に降り立つ。中途半端に開けたからか、自然に玄関のドアがパタリと閉じた。しかし、今の俺には玄関のドアが閉じた音などまるで気にならなかったんだ。

「うはあ……」

　思わず感嘆のため息をつく。

　青い海はどこまでも広がっており、船の姿は見えない。ギラギラとした太陽の光が反射し、家の中との光量の違いに目を細める。

「海だ……」

　あまりに非現実的な光景に俺の頭は完全に麻ま痺ひする。

　人間、突拍子がなさすぎることが起こるとパニックになったりしないんだな。

　ざあざあと聞こえる波の音が心地よい。

　一度部屋に戻り、状況を整理しよう。

　閉じたばかりの扉を開けようと体の向きを変える。

「扉が、ない？」

　後ろはヤシの木があるだけで、年季の入った我が家の扉もアパートの壁もなかったのだ！

「……どうしよう」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくも誰も答えてくれない。

　思考停止した頭が動き出すと、言いようのない不安が胸に溢あふれる。

　有り得ない出来事だ。突然知らない砂浜に移動するなんて。荒こう唐とう無む稽けいであるが、不思議とこれは現実だと思えた。

　吹き抜ける風、波の音、揺れる葉、波で濡ぬれた砂浜、降り注ぐ太陽の光……全てはこれが現実だと俺の体に訴えかけてきていた。

　神隠し？　空間転移？

　なにが起こったのかまるで分からないが、迷子の俺を誰かが発見してくれるまで生き延びなきゃならない。

　期間は数時間なのか数ヶ月に及ぶのか想像がつかん。

　緊急事態の時こそ、落ち着いて行動しようと防災訓練で言っていたな。

　まずは深呼吸。

「すー、はー」

　大おお袈げ裟さに胸に手を当て大きく息を吸ってゆっくりと吐き出す。何度か繰り返していると気持ちが落ち着いてくる。

　俺は会議が終わり、一息入れるかと自販機まで飲み物を買いに行こうとして扉を開け外に出た。

　すると、外はアパートの通路とどんよりとした街の景色じゃなく砂浜だったのである。

　ビーチに出かけようとしていたわけじゃないので、手ぶらではあるが幸い後ろのポケットに財布が入っている状況だ。

　ビーチの場所は不明。日本なのか海外なのかも分からない。

　分かることといえばヤシの木が自生しているから、暖かい場所なのかなあという程度である。

　周囲を見渡してみても、人家らしきものや海の家がないどころか道路さえ見えない。

「こんな良いビーチなのに誰もいないってことは嫌な予感しかしないぞ」

　周囲の環境を見るに、座して待つのは詰む可能性があると判断した。

　最悪の状況を想定した方がいいよな。

　最悪か……ここは絶海の孤島で無人島であると仮定しよう。誰も助けてくれないし、近くを通りかかる船がいつ来るかも分からない。

　いつ来るか分からぬ船を待ち続けるためには、ここで生活していく必要がある。

　最優先は水、次に食糧だな。それと、水や食糧を口に入れるために火がいる。

　あとはナイフのような刃物が欲しいところだな。整備されておらず自然そのままだと探索するにも、道具を作るにもナイフがあれば重宝する。

　砂浜には食糧はあるかもしれないが、水はないはず。

　動けなくなる前に水を確保しなきゃならないので、砂浜の探索は後回しにしよう。

「とはいえ、見える範囲だけ見ておくか」

　砂浜に期待するものは食材以外に漂流物だ。

　波に乗って流れつく道具の中に使えるものがあるかもしれない。もし過去に誰かがこの無人島にいたとしたら捨てられた道具もあるかもしれないからね。

　ここが人の手の入っていない無人島だとすれば、砂浜が一番道具をゲットできる可能性が高い。

　なにかないかなとキョロキョロしていたら、砂浜に埋もれて殆ほとんど見えなくなっているが人工物らしきものを発見した。

　砂を払ってみたら柄つからしきものが見える。

　これは、と思い柄を引っ張った。

「おお、刃物じゃないか！　……ナタかなこれ」

　引っ張り出したものは、柄と同じ大きさの長方形の金属部分に片刃の刃物だったのだ。俺の記憶によると、こいつはナタでこれからの俺にピッタリの刃物と言えよう。

　ナタは山林で働く人に適した刃物であるのだから。

　ナタは鞘さやもなく、折りたたむこともできないタイプのものだった。

　しかし、世の中そうそう甘くない。ナタを発見できた幸運はすぐに落胆に変わる。

　欠けてはいないものの、金属部分は錆さびついて完全に茶色に変わっていた。

　強く打ち付けるとあっさり折れそうなほど中まで錆が浸食している酷いものだったのだ。

「砂浜だもんなあ……そら錆びるか」

　海から近い家では潮風でいろんなものが錆びる。

　まして砂浜だと落としてから余程新しいものじゃないと金属が錆びてないってことはないよな。

「はあ……」

　左手で柄を握り、もう一方の手の指先で錆びた刃に触れる。

　これだけで錆が手につき――。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「うお、誰？」

　周囲を見渡すも人の気配はない。

　な、なんだったんだ。声に驚きナタを落としてしまった。

　再度ナタを手に取り、錆を確かめようと指先を当てると……。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「これ、頭の中に響いている？　再構成って？」

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「壊れたスピーカーかよ。再構成してみよう」

「不必要な素材は消滅します」

　脳内に声が響くと同時にナタが光り、みるみるうちに錆がなくなり新品同様に変わった！

「な、なんだこれ！　再構成って新品にすること？」

「再構成が完了しました」

　質問をするも声は答えてくれない。
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　砂浜に出現したことから始まり、謎の再構成、もうなにがなんだか。

　しかし、再構成の力があれば使えない壊れた道具でも使えるように変化させることができる。

　よ、よおし、これならなんとか生き抜くことができるかもしれない。

　希望を胸に砂浜に背を向け藪やぶへ足を踏み入れる俺であった。




◇◇◇




　砂浜との境界はヤシの木がポツポツ生え、間に膝下くらいの藪が生い茂っており、歩くには支障がない。

　地面は柔らかく走ると足を取られて転びそうだ。

　数十メートルくらい進むと地面が硬くなるが、草がしっかりしたものに変わった。

　低木が歩くのを邪魔する。枝をナタで落としながらゆっくりと歩を進めていく。

　ヤシの木も見なくなった。といっても木がないわけじゃなく背の高い木が自生している。

　なんとなくではあるが、植生は熱帯性を彷ほう彿ふつとさせた。

「お、これ」

　二十センチほどの湾曲した房がびっしりと密集して垂れさがったものが目に入る。

　一つ一つの密集した房は俺の身長ほどもあった。色は深い緑色のものもあれば、黄色のものもある。

「バナナじゃないかな」

　ついつい声が出てしまうのは一人暮らしあるあるだよな。

　黄色く熟れた房を一つ切り取りナタを置く。

　これはバナナで間違いない。品種改良されていないバナナは種ばかりで食べるには厳しいと聞いたことがあるが、果たして。

　両手でバナナを握ってみたが、先ほどのように脳内メッセージは流れてこなかった。

　再構成でおいしいバナナにできるかもと思ったが、ナタのようにはいかないらしい。

　この場でバナナを食べたいところだが、我慢した方がいいと判断した。

　食べても安全かどうか分からないから食べないと？　いやいや、食べるよ。

　まだ空腹感はないし、バナナがある場所は把握している。

　もし今すぐバナナを食べて調子が悪くなったらこれ以上探索できなくなるからね。

　後ろ髪を引かれながら、バナナの群生地を素通りする。

　この島（仮）に真水があるかどうかは分からない。だけど、あるとすれば海から離れたところだろうから奥へ奥へと進んでみよう。

　腕時計を確認すると、浜辺を出てから四十五分ほど経過していた。

　歩いていて気が付いたのだけど、道がなくとも歩きやすいところと枝やらが絡まって進むのを中断した場所がある。

　これが獣道じゃないかなと思っていたのだけど、なんだか少し違う気がするんだよ。

　一度石や枝を取り除いた後に草が生えてきたみたいな？

　俺にとっては幸運なことなので歩きやすいところを選んで進む。

「もしかしたら……」

　やはり獣道だとは思えない。獣は大きめの石を移動させたりなんてしないもの。

　歩きやすい場所は誰かが整備した道だったんじゃないか、という気持ちが確信に変わっていく。

「誰かが整備した」ってことは過去に誰かいたかもしれないってことだ。

　今ではない。もし今も道を使っているのなら、石まで移動させた人が草を刈らないってことは考え辛いんじゃないかなとね。

　これだけ長い道を作ることができたのなら、「拠点」もあるんじゃないかと期待が高まる。

　ワクワクしながら進んでいたら、ついに建物らしきものが見えたんだ！

「う、うーん」

　建物……と言うには劣化が進みすぎている。

　元は木造住宅だったのだろうけど、海の傍だからか損傷具合が激しい。

　壁を構成する板は半ばで折れ、外や屋内に破片が散らばっている。屋根も崩れ落ち屋内に入らずとも中の様子を窺うかがうことができた。

　元は二階建てだったらしく、一部の階段と二階部分の床が残っている。

　予想以上の廃はい墟きょ具合に戦せん慄りつするが、頭に響いた謎の「再構成」でどうにかなるかもしれないと自分で自分を鼓舞した。

　いける、大丈夫だ、俺。ってね。

　ちょっと痛い奴になってしまった感があるが、俺以外誰もいないし問題なかろう。

　屋内に踏み込む前に建物……廃墟の周囲を探索してみることにした。

　俺がやってきた方向の裏手に石造りの井戸らしきものとその傍に朽ちた水みず桶おけがあったのだ！

「水が来たああ！」

　嬉うれしくて叫ぶと、水桶がゴソゴソ動いたので肩がビクリと上がり血の気が引く。

　水桶からひょこっと顔をあげたそれは見たことのある動物だった。そいつは俺の方をじっと見るが、すぐに顔を元の位置に戻す。

　大きな鼻と細長い目、小さな耳に薄茶色の体毛……可愛くはないが愛あい嬌きょうのある顔はカピバラである。

　カピバラは俺が近くにいるというのに水桶から動こうとはしない。俺に敵意がないと思ってくれたのかな？

　まあ、その通りなのだけど逃げ去っていかないのをいいことに水桶を覗のぞき込んでみた。

　カピバラは水桶の底を舐なめていたが、水桶は破損して雨が降っても僅かしか水が溜たまらなそうだけど、僅かに残った水分を舐めているのかな？

「よっし、待っていろよ」

　ちょうど井戸がある。

　縄を引っ張って水桶を持ち上げる古いタイプの井戸だ。今時珍しいが、自作したとしたらすごすぎると思う。

　穴を掘って石を積んで、だろ。俺にはとてもじゃないけど無理だ。

　島（仮）の奥を目指したのも小川がないかなと期待してのものだった。井戸があるなんて望外の喜びである。

　……ともあれ。

　両手で縄を掴つかむ。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「よおおっし、来たあ！　再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　縄が光り、薄汚れた色が新品同様に変わる。

　このまま引っ張ると縄が切れそうだったからありがたい。あとは……井戸の底が暗くて見えないけど、様子を見つつソロリソロリと縄を引く。

　水が入っているような重たさはないが、縄だけの重さではない感触だ。

　いいぞ、このまま。

　ロープから水桶が外れていないかヒヤヒヤした。劣化して水を溜めることはできなくなっていたが、幸い水桶はロープに固定されていてホッとする。

　ロープは新品で水桶がボロボロってのは結構シュールだな。

　今度は水桶を両手で掴む。

「木材が不足しています。再構成をするには木材を準備してください」

「欠けている分の木が必要なのか」

　木なら朽ちたものが落ちている。朽ちた木片と水桶の双方に触れてみた。

「木材を消費して、再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　木片と水桶の双方が光り、水桶が新品に変化する。それと同時に木片が半分くらい消滅した。

　ついでだ。今度は井戸そのものに触れ、こちらは素材の必要がなかったのでそのまま再構成する。

　これで井戸は新品同様になった。

　井戸から水を汲くみ、水桶に注ごうとして手を止める。

　カピバラが入っている大きな水桶は水を溜めることができないからな。

　井戸の方の水桶を地面に置くと、カピバラがのそのそ動いて鼻をピクピクさせ水の中に顔を突っ込む。

　カピバラがうまそうに水を飲んでいるのを横目に、俺は彼のいた大きな水桶に両手を当てた。

　こちらも木材が不足していたようなので、同じ要領で新品に変化させる。

「ふう……」

　一仕事を終え息をつくと、水を飲んで満足したらしいカピバラが俺の脛すねに鼻を擦り付けてきた。

　彼なりのお礼だろうか。

　あ、そうだ。

「これ、食べてみる？」

　一本だけ持ってきたバナナを皮ごと地面に置く。

　するとカピバラがむしゃむしゃとそれを食べ始めた。

　カピバラが可愛いからといってやりすぎだろ、と思われるかもしれない。

　確かに彼を見ていたら癒される。だけど、俺はなにも彼がぶさ可愛いからといって水と餌を与えたわけじゃない。

　自然下で生きている彼なら、食べられるものと食べられないものの区別がつくはずと思ったんだよな。

　少なくとも井戸の水とバナナは口に入れても大丈夫そうだ。あくまでカピバラが、になるけど、人間だと腹を壊すかもしれないが死ぬことはないだろ。

「といっても生のままはやはり怖い」

　ここまで歩いてきたので喉は乾いている。

　しかし、脱水症状は出ていないし早急に水を飲む必要はないよな。

　井戸の水はかつてここに住んでいた人が飲んでいたのかもしれないけど、そのまま飲んでいたのか煮沸してから飲んでいたのかはもちろん不明。

　より安全にする手段が残されているかもしれない、更にまだ俺に余裕があるとなれば今はまだ水を我慢するしかあるまいて。

「う、うーん」

　ライターを求めて廃屋へ目を向けたものの、折り重なった廃材を見やり腕を組む。

　廃材は風雨でボロボロになり、踏むと更にバラバラになりそうだ。廃材の裏側に変な虫やらもいそうだし、こいつを取り除きながらとなれば大変だよな。

　次なる俺の目的はライターをはじめとした道具の発掘だ。家があったということは鍋だけでなくガスコンロもあるかもしれない。

　いや、ガスコンロがあったとしてもプロパンがないか。インフラが整っていないと動かないものが多すぎる。家電は全てアウトだもん。

　さてと、第一目標のライターだが廃材と廃材の間に挟まっているかもしれないし……となると頼ることができるものには遠慮なく頼ることにしよう。

　廃屋の残った木の壁に両手をつける。

「木材が不足しています。再構成をするには木材を準備してください」

「よっと」

　廃屋の屋内側に回り込み廃材に手を触れつつ壁にも触れた。

「木材を消費して、再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　壁がぼんやりと光り、新品の板に変化する。

　なるほど、板一枚単位で修復されるのか。場所によってはまとめて修復かもしれないけど、部位ごとの方がやりやすそうだ。

　家屋まとめてとなると、素材不足なことは確実だし、どれくらい足りないかも分からない。

　再構成は必要な分だけ消費して、消費した素材は消滅する。しかし、再構成するためにどれくらいの量の素材が必要なのかは分からないんだよな。

　同じようにして、次々に壁に使われている板を再構成していく。

　壁を再構成し終わると廃材も半分くらいは減っていた。

　壁が修復できたので、階段と二階の床、二階の梁はりを再構成する。

「はあ、はあ……」

　息があがり、背中は汗でびっしょりになっていた。

　階段の修復までは楽だったのだけど、廃材を持って上がらないと再構成できないんだよ。

　素材と再構成する対象の両方に触れなきゃならないので、廃材から離れれば離れるほどしんどくなる。

　ここまで考えてふと不安が頭をよぎった。

　リスクなくこれほどの便利能力を使うことができるのかと。

　謎の転移をしたきっかけで俺に超能力的ななにかが目覚めた。なので、その能力は使いたい放題でリスクもない。

　……って都合が良すぎると思わないか？

　再構成の能力がゲーム的なものだとすれば、一日の使用回数に制限があるとか、能力を行使するとどっと疲れる、みたいなものがあるかもしれないよな。

　次で何回目の再構成使用になるんだっけ？

　いきなり意識を失ったりすることもあるかもしれないので、能力を行使する前に周囲の確認くらいはした方がいいかな。

「はあはあ……今は力仕事だ。がんばれ、俺」

　自分を鼓舞し、大きめの廃材を動かす。

　中には比較的大きな廃材もあるので一人じゃ運べないものもあった。こういうのは分解して運ぶしかないが手間なんだよな。

　分解しようにも刃物はナタしかないわけで。

　一旦手を止めて階段に座り込む。

　残すは屋根だけとなったので廃材も随分と少なくなった。廃材は屋内だけじゃなく屋外にもあるので尚のこと。

　これくらいの量ならライター探しもやりやすいか。

　日がかげってきた気がして、空を見る。

　太陽の位置から推測するに、まだ午後三時とかそれくらいだと思う。

　ええと、俺が島（仮）に来たのはお昼前だった記憶がある。これだけ作業をしていても日が暮れないことで気が付くべきだった。

　慎重に行動していたつもりだったけど、抜けが多く今後に不安が募る。

「いや、時間は太陽が示す。暗くなり始めたら分かるし」

　言い訳がましく一人呟き、よっこいせと立ち上がった。

　廃材が激減したため少し見渡しただけで、いろいろな道具を発見する。調理器具類、ランタン、よく分からない箱、そしてお目当てのライターはなくて……火打ち石らしいものがあったんだ。

　見た目はマッチ箱に近い。マッチ箱の擦する茶色の部分が黒い石になっていて、箱に当たる部分が木製である。

　再構成に素材は必要なく、すぐさま新品にできた。これが火打ち石だとすると、石も近くに転がっているはず。

「これでいいか」

　違うかもしれないけど手頃な石があったので確保した。

　ライターではなく古風な火打石を手に入れたわけだが、一人なるほどと納得する。

　ライターのオイルはすぐに尽きてしまう。火打石なら早々にダメになることもないものな。

　以前ここで生活していた人は、電気・ガス・水道のインフラがない上に工業製品の補給もできない中、なにかと工夫して暮らしていたようだ。

　この廃屋に残されたものは、島（仮）で自給自足をしていくことになりそうな俺にとっては、得難いものばかりだ。道具だけじゃなく、自給自足に対する知識も得ることができるのだから。

「日が暮れるまであと三時間かそこらか」

　コップに白さ湯ゆを入れ口をつけたが熱すぎて待っていたら、自然と空を見上げていた。

　時差が八時間ほどとなるとどの辺りなのだろうか？　少なくとも日本ではないことは確定である。いや、そもそも突然「再構成しますか？」なんて頭の中に響いてくるなんて聞いたことがない。地球であってくれ、と敢えて考えないようにしていたが、再構成なんて不思議現象があるこの場所は地球なんかじゃなく……。

　ブンブンと首を振り、他のことに考えを移す。

　食材の探索は生きるために必要だ。しかし、大自然が残されているということは、危険な生き物もいるということ。

　大型の猛獣のような明らかに危険なものより、小型のものこそ脅威だ。

　疫病を運ぶ虫やらは対処のしようがないけど、毒蛇とかなら対応ができる。

「となると、優先すべきは寝床か」

　はあ、と大きなため息が出た。

　今日のところは食べずとも水があれば問題ない。それより日が暮れる前に対応すべきは廃屋を家にすることだよな。

　家の中なら多くの外敵から身を守ることができるものな。

　屋根が崩れ落ちた状態じゃせっかくの壁も性能が半減する。雨が降ったらびしょ濡れになるし。

「もきゅ」

　水桶から出てこなかったカピバラが鼻をすんすんさせながら、動き始めた。

　鳴き声が妙に可愛らしい。カピバラの鳴き声ってこんなのだっけ？

　俺に対して警戒心がないのは相変わらずで、走るでもなくのそのそと歩き始めた。

「もきゅ」

　少し歩いて立ち止まり、首だけをこちらに向けるカピバラ。

「別に礼なんて要らないさ。お互い様ってことで」

　カピバラにとっては水が飲めて感謝しているのかもしれないけど、俺は彼に水とバナナを試してもらったことで安全性を確認することができた。

　ありがとなと右手を振るが、彼は再度「もきゅ」と鳴き、そこから動こうとしない。

　ついてこいってことかな？

　少しくらいだったら作業に支障はない。彼の行動も気になるところだし、ついていってみようか。

　まさかカピバラが罠わなを張るとは考え辛いから大丈夫だろ。




　カピバラの誘いに応じついていくものの、五十メートルも進まぬうちに彼が立ち止まった。

　鼻でふんふん地面を突っつき、蔦つたらしきものを引っ張る。

　しかし、根を張った草がそうそう引っこ抜かれるものでもない。

「俺がやってみるよ」

　彼が蔦を引っ張る意図は分からないけど、乗り掛かった舟だ。蔦を引っ張るくらいなら付き合うよ。

　このまま立ち去って後ろから「もきゅ」とか鳴かれたら結局彼の手伝いをしそうだしさ。

　蔦を握り、力を込める。

　多少の抵抗はあるものの、大して苦労なく地面が動き根が露出し始めた。

　案外、土が柔らかいのかな。

「お、おお！」

　根っこにはピンポン玉くらいの芋いもがいくつもついていた！

「食べる？」

　二つほど取ってカピバラの前に置くと、鼻をひくひくさせながら食べ始める。

　ほう、こいつも食べることができるんだな。

　近くの似たような蔦を引っ張ってみたら、同じような芋を更に集めることができたのだった。

　思わぬところで食材が見つかった俺はホクホク顔で廃屋に戻る。

　カピバラはと言うと、食べて満足したのかまたしても水桶に潜り込んでしまった。

　俺としては特に困らないし、彼のおかげで芋を発見することができたのだから大助かりである。

　飼っているつもりはないのだけど、水桶に居座ってくれるならそれはそれで歓迎だ。

「んじゃ、やるかあ！」

　芋の土を落とせるだけ落として鍋に入れたまま、屋内の作業を進めることにした。

　さて、屋内に来たわけであるが、焚たき火び状態だから火事にならないようにしなきゃな。

　なんて悩むことはなかった。というのは、ドーム型の石の炉を再構成したからだ。

　石の炉はまだ形が残っていたのでよかったよ。完全に崩れていたら石の炉だった瓦が礫れきなんて気が付かなかった。

　石の炉はドーム型の下部に穴が開いていて、上部は円形ではなく半ばで横に切り取られたような形をしている。下部で火をおこし、上部で煮炊きをするのだなとすぐに理解できた。

　石の炉ならば、火が外に広がることもなく比較的安全に火を使うことができる。火事の危険性を考慮し、石の炉の周囲は石造りになっていて、万が一飛び火しても燃えない作りになっていた。

　拾ってきた枝を石の炉にくべ薪まき代わりにして、火打石で火をつける。芋の入った鍋ともう一つ別の鍋に水を入れ湯を沸かす。コンロじゃないので火加減の調節が難しいな……枝の量を調整したがなかなかうまくいかない。まあ、今日のところは芋を茹ゆでることができたらいいさ。

　万が一、火加減が強すぎて鍋が焦げ付いてしまったとしても、「再構成」で元に戻せるので被害なしである。

　うーん、タオルが一つでもあればなあ、なんて愚痴りながら腹が膨れた俺は廃材を二階へ運び「再構成」でじわじわと屋根を修復していく。

　中途半端に屋根を修復しても意味がないのが辛いところだ。

　日が暮れるまでにやれるだけやってしまうぞ。最悪この状態でも一階なら雨漏りするだろうけど、雨は凌しのげる。

　だがしかし、せっかく新品にした屋内を雨で汚したくないってのが心情というものだろ。

　いや、新品になったってことは雨の逃がし口がないよな……野ざらしの二階床はすぐにダメになってしまいそうだ。

　ぐ、ぐうう。こいつはなんとしても終わらせねば。

　大工仕事と違い、再構成の場合は廃材を二階へ運ぶだけである。

　そうは時間がかからないはずだ！

「はあはあ……」

　二時間近くかけて屋根の修復が完了した……たぶん。

　普段運動不足だったからもう腕がパンパンだよ。足もガクガクしている。

　中から見る限り、屋根は元通りになっていると思う。屋根に上って様子を確かめなきゃ本当のところは分からないけど、今日はもう終わりにしたい。

　屋根に上って怪我するかもしれないだろ？　いや、本当は疲ひ労ろう困こん憊ぱいでもう動きたくないだけだよ。

　ふらつきながらも、手すりにしかと手を当てつつ階段を下りる。

　屋根を再構成したが、まだまだ廃材が残っているんだよな。残りの廃材は家具類なのだと思う。

　廃材を両手で掴んでみたら、予想通りメッセージが出た。

「木材を消費して、再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　今掴んでいたのはテーブルらしい。椅子もあったし、食器棚まであったんだ。

　テーブルも四人用だし、食器棚も一人で使うには大きい。

　二階部分の部屋は二つ、一階もリビング以外に一部屋あったので、以前の居住者はソロじゃなかったんだなと推測できた。

　廃材が殆どなくなった今なら食器類も多かったことが分かる。

　生活必需品がだいたいあるということは、やっぱりあったあった。

　一階の部屋にボロボロで黒ずんでいたがバスタオルくらいの布とハンドタオルくらいの布、手拭き用の布が床に落ちていたのだ。

　幸い布生地を要求されることがなかったので、そのまま再構成することができた。

　直後にベッドを再構成し、バスタオルと思っていた布が布団サイズになることに気が付く。だよなあ、いくら複数人で住んでいたにしてもバスタオルの数が多かったんだもの。

　ついでと言ってはなんだが文机もあったぞ。

　中には再構成できないものがあったりもしたんだよね。

　再構成できないものの代表は朽ちて分からなくなっていたが、かつて薪？だったものとかだな。

　再構成したといえ、埃ほこりやゴミは残っているし、木材も転がっているから細かい道具を一目でとはいかない。

　掃除はいずれするとして二階も……と思ったが二階は綺き麗れいなものだ。

　元々床が崩れ落ちていたから二階にあったものは全て一階に落ちていた。

　ベッドとか文机とかどうしようか。

　再構成したものは元に戻すことができない。いずれ解体してから二階に運んで再度再構成しよう。

　今はリビングにベッドがある状態で我慢だ。

　邪魔で仕方ないのだけど、俺一人だし全く問題ない。

　二階に家具類だったものはないので、暗くなるまで一階の部屋の掃除をするかあ。

　掃除機も箒ほうきもないからざっとでいい。軍手があればよかったのだが、残念ながら軍手もなかったのだ。

　服が一着もなかった中、布があって幸いだったと見るべきだよな。

　最初は身一つだったことを振り返ると多くのモノを手に入れた。欲張っちゃあいけない。

　たった一人で生き抜かなきゃいけない状況だから、ストイックにストイックに、を意識しないとね。

「ふああ……」

　ある程度掃除をしていたら、かがんだ状態が続いたため腰が痛くなってベッドに腰かけた。すると、慣れない作業を続けたせいなのか、自然とあくびが出てしまう。

　外も暗くなってきたし、少し休憩しようかな。

　ベッドに寝転がり、ふうと息をつく。

　そこで急速に眠気が襲ってきて、すぐに意識を手放した。










第二章　海での出会い




「いつの間にか寝ていた……」

　気が付いたら朝になっていた。水を飲んだら、さっそく掃除を再開する。

　ゴミを整理していたら、紙片もちらほら交じっていた。紙ならなにか描かれているかもしれない。もしかしたら今の状況を少しは把握できる情報を得ることができるかも。

　そう考えると居ても立っても居られなくなり、紙片をかき集め再構成ができないか試してみる。しかし、紙が足らないという結果となった。

　屋内にある分はほぼ全てかき集めたのだけどなあ。

　既にいくつも再構成しておいてなんだけど、疑問に思っていたことがある。

　木材が足らない、と脳内メッセージが訴えていたので廃材を使って再構成した。

　だけどさ、屋根とベッドと壁は素材が違うだろ？

　最初の水桶こそその場にあったものだから、元々水桶だった素材を使って再構成したけど、家はそうじゃない。

　廃材は混じっていて元はどれだったのか分からない状態だった。

　適当に掴んだ廃材で再構成できてしまったんだよな。なので、再構成に必要な素材はどこまで許容されるのかを確かめようと思ってさ。

　そこで思いついたのが、紙片である。えっと、紙片はどんな素材でできていたんだっけ？

　覚えていなかったので、再度かき集めた紙片に触れ再構成を試してみる。

「パピルスが不足しています。再構成をするにはパピルスを準備してください」

　パピルスって確か草かなにかの茎から作られているんだっけ？

　かき集めた紙片を持って、家の外に出る。伸び放題になっている雑草を引っこ抜き、一か所にまとめる。

　じゃあ、茎の長い草で再構成ができるか試してみよう。

「パピルスを消費して、再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　できちゃった。

　未だ基準は不明瞭ながら、パピルスと茎は明らかに別物だ。

　似たようなもの……と言えなくはないのか？

　ますます謎が深まってしまった。

　再構成すると紙片が巻物みたいになった一枚のパピルスになっている。

　屋内に戻ってから巻物を広げてみると、パピルスに絵が描かれていた。

　この絵って、地図じゃないのか！

「う、うーん」

　どう判断すればいいのか難しいところだ。

　地図は雑に作られていて、浜辺、木、山っぽいものなどが描かれている。

　これが周辺地図なのか全く別の場所なのか、単なる落書きなのかが分からず、判断するに難しいと感じたのだ。

「周辺地図だと仮定して推測してみるか」

　間違っていたとしても今とさして変わらない。

　周辺地図だったとしたら今後の助けになる。どっちの場合でも俺にとってマイナスもないし、改めて地図を見てみよう。

　浜辺が俺のスタート時点だとすると、北西方向に進んだのかな。

　家マークが今いる場所で……周囲は木々に囲まれている。

　気になる場所は二か所だな。家から左下にある箱マーク、左上にある×マークだ。

　×マークの方は山岳地帯なのかも。こっちは後回しだなあ。

　山にトカゲが火を噴いている絵があって、山岳地帯の先は描かれていない。右上は崖と海らしいな。浜辺をずっと進むと岩礁からの崖ってことなのかもしれない。

　精度が低すぎて実際見てみないことにはなんとも言えない。崖や岩礁もなんの準備もなしに進むことは困難だろう。
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　ガタガタ。

　考えにふけっていた頭が物音によって中断させられた。

　まさか、猛獣とかじゃないよな……。

　緊張から手に汗が滲にじむ。

　風であればいいのだが、などと考えながら立ったままじっと耳をそばだてる。

「もきゅ」

　ガタガタと再度扉が揺れたが、鳴き声にホッと胸を撫なでおろす。

　なんだ、カピバラが扉を突っついていただけだったのか。

　扉を開けると予想通りカピバラが上を向き鼻をすんすんさせていた。

「入る？」

「もきゅ」

　聞くより早くカピバラが屋内に入ってきた。

　のそのそ動く茶色い小動物がどこに行くんだろうと見守っていたら、ベッドに上ってそこで顎をつけて寝そべったではないか。

　水桶の中よりはベッドの上の方が余程快適だよな。このカピバラ……思った以上に賢いのかも。

　芋を見つけてくれたことだし、お礼にベッドを提供するくらいは良しとしよう。後で俺もそこ使うけどね。

　この日はこの後、細かいものの再構成を行い、食器やフライパンなどを手に入れることができた。




◇◇◇




　翌朝、カピバラに案内してもらい採集した芋を鍋で茹でている。

　まだ朝日が出たばかりだというのに肌寒さを覚えることもない。南国っぽい植生だし寒くないのは助かる。

　今着ているもの以外の服は持ち合わせていないからね。

　葉を加工して服にしたり、という漫画を見たことがあるけど俺には難しそうだ。

　刃物はお馴な染じみのナタ以外にもいくつかある。

　そろそろいいかな？

　冷たい水に芋を晒さらし、頃合いを見て皮を剥いて食べてみた。

　ネバっとしていたが里芋っぽい感じではないな。タロイモ？とかなんか熱帯地域で育つような芋っぽい。

　せめて塩があればもう少し食べられたものになるんだが、腹を満たすにはこれしかないので我慢して食べるのだ。

　あ、バナナを茹でた方は芋以上に無理だった。バナナは生で食べるしかないかな。

　地図に描かれていた箱マークが気になるところだけど、まずは生活基盤を整えなきゃならん。

　幸い安全な住居は手に入ったから、さして知識のない俺でもなんとかなりそうだ……いや、なんとかする！

「生きるためには食べ物だよな」

　芋とバナナだけじゃ心もとない。バナナは一ヶ月どころか半年食べ続けてもまだまだ余るほど自生している。

　芋がどれだけ埋まっているのかは不明。

　さて、食べ物を確保するとなれば野山に自生している木の実や野菜、キノコが定番か。

　キノコは避けた方がいいし、ここから浜辺は近い。

　海の幸を集める方がやりやすそうだよな？

　以前住んでいた人も海の幸には目を付けていると思う。屋内には残っていなかったけど……周囲はどうかな？

「あった！」

　折れて使い物にならなくなっていたが、お手製の釣つり竿ざおと網が藪やぶの中に落ちていた。

　すぐに再構成して使えるようにする。

　よおっし、これで一丁やってみますか。




◇◇◇




　砂浜は海の宝箱やあ。

　……つ、つい取り乱してしまった。

　砂浜に打ち付ける波がいろんなものを砂浜に運んでくれる。

　無生物、生物にかかわらず、だ。そんな運ばれてきたものを食べたり、隠れ家にしたりする生き物が砂浜に集まるのだ。

　釣りの餌になる小さなカニとか芋虫みたいなのから始まり、大小様々な貝殻を求めて集まったらしいヤドカリ類。そして、ハゼ、ムツゴロウなどの魚まで。

　それらを狙うカモメなどの海鳥の姿も見える。

　海鳥はさすがに人間である俺が近寄るとばさばさっと逃げてしまうが、魚はそうじゃなかった。

　人間の手が入っていない砂浜だからか、網を使えばすぐに砂浜に棲すむ魚を捕まえることができたんだ。

　これらを釣り餌にしてもよさそうだな。

　ソロでサバイバルをするに当たって、浜辺の傍というのは大きなアドバンテージなんだなあと緩む口元が抑えきれない。

　似たような収穫は川や湖でも同様なのだろうな。

　しかし、海には川や湖にない利点がある。

　海は様々な大陸に繋つながっていて、海流によって海水は動いているのだ。

　つまり……どこからか流れてくる漂着物の中に使えるものがあるかもしれないってことさ。

　まずまともに使うことができない道具であっても、再構成がある俺にとっては宝物となる。

　釣りをするまでもなく昼ごはんを確保できたので、浜辺を少し探索してみることにするか。

　ボロキレとか紙っぽいなにかやガラス片などなど、完全にゴミだろうと思われるものしかなく、めぼしい漂着物はなかった。

　最初にナタを発見できたのが奇跡だったのかもしれない。

　雨の後とかなら割に大きな漂着物が発見できるかもしれないよな。浜辺にはこれからもお世話になることだし、ついでに漂着物を探すことにしよう。

　信頼できない地図によると浜辺の北はしばらく岩礁地帯が続いていて、陸地側は急な崖に変わるとなっていたな。

　浜辺から歩いて十五分くらいで岩礁地帯になっている。

　こういった場所は釣りに適しているんだよな。

　せっかくだから捕獲したムツゴロウを釣り針にセットして海に投げ入れてみた。

「うお」

　入れた途端に強い引きがあり、ひっくり返りそうになりながらもなんとか堪える。

　なんだ？　この強い引き！

　片手で釣竿をしかと握りしめつつ、網ですくいあげた。

　なんと、伊い勢せ海え老びっぽいものが引っかかっていたのだ！　それだけじゃなく、伊勢海老に張り付くようにしてイカまで獲れた。

「お、おおお。今夜はご馳走だあ」

　イカに伊勢海老が食べられないよう即イカを締めて、伊勢海老から引っぺがす。

　その時、不意に伊勢海老を持つ手から重みが消えた。




　伊勢海老は……空だ！

　伊勢海老が勝手に空を飛ぶわけがなく、青みがかった灰色の翼を持つ鳥が伊勢海老を咥くわえている。

　ふてぶてしいのか伊勢海老が重たかったのか不明だが、鳥は俺からはっきり様子を確認できるほどの砂浜に着地し、伊勢海老を黄色い嘴くちばしでコツコツ突き始めた。

「こ、こいつ……堂々と……」

　意図していなかったとはいえ、俺が獲った獲物を横取りするとはなんて奴だ。

　捕まえて丸焼きにしてくれようか。

　……魚はともかく獣を解体するのは無理だ。いざとなればやるかもしれないけど、なるべくなら避けたい。

　魚だって獣だって同じ命であることは重々承知している。

　逃げてくれることを期待しつつ、どしどしと大きな足音を立てつつ鳥に近寄っていく。

　鳥はカラスくらいの大きさで、黄色い嘴につんと尖とがった目、頭から首にかけては白い羽毛に覆われており、体や翼は青みがかった灰色をしていた。

　こいつは有名な海鳥で俺でも知っている。

　カモメだな。うん。

「ぐあ！」

　もうカモメの体に手が届くという距離になってようやく、彼は伊勢海老を突くのをやめ、顔をあげ元気よく鳴く。

　威嚇されているのだろうか？　俺。

　それならば、こうだ。

　そっと網を出しカモメに被せようとしたら、伊勢海老を咥えトコトコ歩いた彼に躱かわされる。

「やるじゃないか」

　飛び去ろうとせず歩いて躱すなんて舐められているのだろう。

　匠たくみの網捌さばきを見せてやる。

　俺のただならぬ気配に気が付いたのか、カモメは伊勢海老を突く動きを止めた。

「諦めて飛び去るならなにもしない」

「見たことないご馳ち走そうだったから、兄ちゃんが獲ったのは分かっていたんだけど」

「そうか、そうか、分かってくれればいい。まあ、弱肉強食の世の中だ。取ったり取られたりは恨みっこなし」

「食べていいの？」

「今度は俺が取り換え……え、あれ」

「どうしたの？」

　俺は「誰と」喋しゃべっていたんだ？

　声の主が声変わりする前の少年のようだったので、ついつい答えてしまったのだが、少年どころか人間の姿もない。

　ここにいるのは俺とカモメだけ。

　カモメは不思議そうに首を傾けじっと俺を見ている。

「カモメが喋った？」

「おいらカモメじゃないよ、パックってんだ」

「や、やはり、カモメが……！」

「だからパックだってば」

「お、おう……ま、待ってくれ。少し待ってくれ」

　カモメが喋った。カモメが喋った。カモメが……。

　深呼吸だ。そして素数を数えろ。素数は孤独な数字、俺を落ち着かせてくれる。

「落ち着くわけあるかああああ！」

「兄ちゃん、大丈夫？」

「叫んだら落ち着いたよ。まさか人間以外が喋るとは思ってなくてさ」

「兄ちゃん、ニンゲンなの？　おいらと同じと思っていたよ。よくここまで来られたね」

「詳しく聞きたい。お礼と言ってはなんだが、その伊勢海老をパックにあげるよ」

「ほんと！」

「うん、申し遅れたが俺は小こ池いけ竜りゅう一いち。しがないサラリーマンさ」

「長いよ。リュウでいい？」

「問題ない」と頷うなずき、ここじゃあなんだからと砂浜から藪の方へ向かい手頃な岩の上に腰かけた。

　カモメのパックは伊勢海老を咥えてトコトコとついてくる。

　カモメが喋るなんて非現実的すぎてなかなか受け入れることができなかった。

　しかし、考えてみれば「再構成」だって同じくらい非現実的だよな。

　見て見ぬふりをしてきたというよりは、認めたくなかったってのが本当のところだ。

　なにをって？

　俺のいる場所が「地球ではないこと」をだよ。

　不思議の国なのか、夢を見ているだけなのか詳細は不明。

　いや、夢を見ている、はないな。こうして腹も減るし、擦り傷もいくつかできていて実際に痛む。

　一心不乱に伊勢海老を突っついて食べるパックを見やり、はあとため息をつく。

「パック、『おいらと同じ』とはなにかしらの能力を持っているってこと？」

「もぐもぐ……兄ちゃんもおいらと同じ種族だと思っただけだよ」

「種族か。喋る鳥？」

「霊鳥族って知らない？　デミバードとか」

「聞いたこともない。霊鳥族は喋ることができる……いや、それだけじゃないか。パックは俺を見て『同じ』って言ったんだ」

「見たいの？　お腹が減るからあまりやりたくないんだ」

「そうだなあ。魚籠には小魚やイカがある。この後焼こうと思っていたんだけど、一緒に食べる？」

「食べる！」

　と嘴を目一杯開いたと同時にパックの体から白い煙がもくもくとあがり、彼の姿が見えなくなった。

　まもなく煙が晴れると青みがかった灰色の髪を短く切り揃そろえた少年が立っているではないか。

　少年は十～十二歳くらいで、簡素なクリーム色の服を着ていて、腕には黄色の帯を結び付けている。

「ビックリした。確かに人間にしか見えないな」

「兄ちゃんは本当にニンゲンなの？」

「空を飛べるのだったら、とっくに飛んでいるよ。ほら、食べ物も沢山あるから鳥になって腹が減っても大丈夫だろ？」

「この姿の方が疲れるしお腹も減っちゃうもんね」

　てへへと笑い、自分のお腹をポンと叩たたく少年形態のパック。

　まあ、そらカモメと人間の少年だったらカモメの方がカロリー消費量は少ないだろうな。

　……などと考えてしまったが、思い込みは禁物だ。

　なにしろ別世界なわけで、鳥が人間に変身するくらいなのだもの。俺の常識は通用しない部分があって当然だろ。
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　とはいえ、俺はこれまでの経験と知識からしか判断することはできない。

　慢心しない、これが常識だ、と思わず、荒唐無稽なことでも柔軟に考えるようにしなきゃだ、な……言うは易し行うは難し、だけどねえ。

「ん、そういやパック。さっきまでと喋り方が違うな」

「そうだねえ。この姿の方が喋るのは楽ちんだよー」

「しっかり発声しているよな。さっきまでの声はこう頭に響くような感じだった」

「あはは。細かいことは分からないや」

「言葉が通じるのは幸いだったよ」

「言葉？　そういや兄ちゃん、おいらがこの姿でもおいらの言っていることが分かるんだね」

「あー、あー。また新たな情報が……ともあれ、先に聞きたいことが山ほどある。一旦家に戻ろうかと思っている。そこでご馳走するよ」

　鳥の時の不可思議な音声？と異なり、パックは今普通に喋っている。

　鳥の時はこう、なんだ、魔法的なやつで頭の中に響くように勝手に翻訳されていたと思えなくはない。

　だけど、今は違う。俺にはパックの喋っている言葉が日本語に聞こえる。だがしかし、パックが本当に日本語を喋っているのかは分からないってところ。

　深く考えることはよそう。

「パック」

「……」

「パック？」

「……ん？」

　ダメだ。完全に食べ物に意識を持っていかれている。

　魚のワタだけを取ってそこらの枝に突き刺し丸焼きにしたんだ。

　焼けた魚から漂う匂いに夢中で、彼はもう話など聞いちゃいなかった。

　同時に網に捌いたイカと貝を乗せて焼いてしまおう。

　パックはいつの間にかカモメに戻っていた。素の状態がカモメなのかな？

　それだけ食べ物のことだけに集中しているってことか。こちらとしてはカモメの方が都合が良い、すぐに腹が膨れるだろうから。

「ほら」

「ぐああ！」

「熱いぞ」

「ぐ、ぐあ」

　皿に焼けた魚を置いたら間髪入れずに突っつき始めるカモメ形態のパック。

　食べ物の力は恐ろしい。言葉まで失ってしまったのか、パックよ。

　この調子だったら魚を全部食べ切っちゃうかな？　全て小魚だし。正直小魚の方は味を期待していないんだよな。

　砂の中で生活していたムツゴロウなどの魚は体内に砂がたんまりと残っていそうだしさ。一応、洗いはしたけど。

　期待しているのは小魚ではなく、イカだ。

　貝は砂抜きしていないので、おいしいかどうかは疑問である。

　つっても調味料が一切ないからなあ。海水だけでどこまでいけるか食べてみなきゃ分からんね。

「それ、食べるの？」

「イカは苦手なのか？」

「そいつ、張り付いてきて食べても嘴の中にくっついてしばらく残るし」

「生きたままだとそらそうだわな……焼いたらくっつかないぞ」

　一人で食べようと思っていたが、イカの良さを知らないパックに食べてもらいたいと思い直す。

　イカを半分にしてパックの皿に乗せた。

　恐る恐るツンツンしていた彼であったが、ゲソを嘴の中に入れてごくんと飲み込むと一転し、ガツガツ食べ始める。

「おいしい！　イカってこんなにうまかったのか！」

「だろ。パックは基本全部生きたまま食べるのか？」

「そうだよ。わざわざ人の姿になって焼いたりなんてしないよお」

「焼いて食べるのもたまにはいいだろ？」

「気にいった！　ありがとう、リュウ」

「気にいってくれてよかったよ」

　貝は溢れ出る汁は良かったのだが、砂が多分に混じっていて、醤しょう油ゆがないと味が淡泊すぎて微妙だった。

　イカは弾力があり、新鮮だし素材は良いのだが、味付けがなにもないのでこれまたおいしい、というには厳しい。

　小魚も一匹だけ口にしたが、意外に泥臭くなく砂を噛かむこともなかったものの焼いたのは失敗かなあ。

　丸ごとフライにしたらおいしいかも。

「満腹、満腹ー」

「パック、腹も膨れたところで少しお喋りさせてくれないか？」

「泊まっていってもいいの？」

「是非、そうしてくれ」

　ぐでえと足を腹に埋めて顎を地面につけるパックはカモメの仕草とは思えないものだった。

　鳥なんだけど妙に人間っぽいなあ、とそんなところだ。

「俺を見た時にさ、人間がここにいるって驚いていたじゃないか？」

「うんー。よくここまで来たなーって」

「ちょっと待ってて」

　前置きしてから家の中に置いてあった殴り書きの地図を持ってパックの元に戻る。

　彼はと言えば、地面に顎をつけた体勢のまま動いていなかった。

　満足ーという状態なのだろう。

「暗いかもだけど、見えるかな。周辺の地図だと思うんだ」

「海岸線までなら分かるよお。山の方は空からだと危ないから行ってないよ」

「このトカゲみたいなのがいるからかな」

「そんなところー」

「それで、ここが今いる場所だろ。崖はともかく浜辺なら船もつけることができるんじゃないのかな？」

「船のことはよく分からないんだけど、船が浮かんでいたのを見たことないよ」

　パックの話によると地図にある海岸線に至るためには島を取り囲むように輪の形になっている暗礁地帯を抜けなきゃならないみたいだった。

　暗礁は海面すれすれまで来ていて、場所によっては海上に露出して岩礁となっているのだって。

　輪のような暗礁地帯があるってことは、ここは島かもしれない。

　気候的に熱帯っぽいし、サンゴ礁が輪のようになって露出しているのかも。

　もっとも、地球の環境だったら、と但し書きがつくので本当のところは分からない。

　ゼロ水深の暗礁地帯があるのなら、外洋船はもちろんのこと小型船でも通過することは不可能だ。

　暗礁の外に船を停泊させて、暗礁の内側に小船を浮かべなきゃ浜辺に至ることはできない。

　確かにこれは海路で来るのはしんどいか。余程のお宝がこの場所にあるでもない限り。たとえば金塊とかさ。

　海から浜辺に至ることは不可能でないにしても非常に手間がかかる。脱出するにしても助けを待つにしても難しそうだ。

　一方、山を越えるルートはどうだろうか？

　こっちはこっちでトカゲらしき絵が気になる。空を飛んで抜けるにも危険となれば、地上から進むのも同じくじゃないかなあ。

　逆に言えば、山を抜けてこちら側へ来る人も皆無なんじゃないか……。

「詰んでる……」

「なにを積むのー？　おいらあまり力仕事は得意じゃないよ」

「この辺りには俺以外に人間はいなそうだなって」

「兄ちゃんは家があるから困らないんじゃないの？」

　無邪気なパックの突っ込みにハッとする。

　自分で昨日考えたことじゃないか。これだけの家を作れるだけの人たちがかつてここで生活していた。

　それも、家の規模からしてソロじゃなく複数人で。

　ご丁寧に地図まで残していた。彼らがこの地にやってくることができたのだから、抜け道はきっとある。

　パックの情報によって、抜け道は海からのルートじゃないことは分かった。

　山を抜けるルートを模索してみるつもりだけど、危険だと判断したら諦める。

　その時はここでずっとサバイバル……いや、スローライフで悠々自適の生活を送ればいい。

　幸い、パックという知人もできたから、孤独じゃなくなったものな。

　なんでも前向きに捉える方が精神衛生上良い。よおっし、なんら問題ない気がしてきたぞ。

「パックの家ってどの辺にあるの？」

「おいら？　ううんとね」

　パックは決まった家がなく、自由気ままにその日暮らしをしているとのこと。

　基本的に食事の場所は海岸線であるため、海の傍にいることが殆どなのだという。

　たまに仲間同士で集まることがあって、大陸から遠く離れた孤島が選ばれることが多いんだって。

「鳥の姿だとスマホも持てないし、どうやって仲間たちとやり取りしているの？」

「スマホ？　おいらたちはこれを使うよ」

　大きく息を吸い込んだカモメが実演しようとしたところを慌てて止める。

「止めちゃってごめん。見たところとんでもなく大きな音が出そうな気がしてさ」

「人間には聞こえない音だよ」

「へえ、笛みたいなものかな？」

「うん、嘴の空洞なところ？に息を吹き付けると、おいらたちだけに聞こえる音が出るんだ。遠くまで届くんだよ」

「音でやり取りして場所を決めるのかあ」

「そんなところー」

「それじゃあ特に予定もないってことかな？」

「そうだよお。兄ちゃんも似たようなもんじゃないの？　食べるために動いて、食べたら休む」

「まあ……そうだな。パック、よければしばらくの間、俺と一緒に食材を集めたりしてくれないか？」

「いいよー。今日のご飯おいしかったし！」

　即答するとは思ってなくて、思わず「え」って顔になってしまった。

　そんな俺を不思議そうに見上げていたパックだったが、すぐに元の体勢に戻る。

　根無し草な彼だったらしばらくの間留まってくれるかもと期待はしていたけど、会ったばかりの俺の家に逗とう留りゅうするとか少しは警戒してもいいんじゃ？

　いや、自由気ままに旅をする彼だからこそなのだな。

　旅をし続けるなら一期一会だろ。そこで出会った気の合う人と喋ったり、食事を共にしたりしているわけだ。

　いや、別に彼に俺のことを警戒してほしいと思っているわけじゃない。

　下心はもちろんあるけど、その分彼に食事や寝床を提供するつもりだ。

　空を飛べることは俺には不可能なアドバンテージである。今の俺にとって一番必要なことは情報だろ。

　周辺探索をしていくつもりだけど、空からも見てもらえれば相当捗はかどる。

「ふああ、じゃあ、おいら寝るよお」

　パックはカモメの姿のまま、軒下へ行ってしまった。

　部屋が一つじゃないので使ってくれてよかったのだけど、一番落ち着くのが軒下なんだって。次に屋根の上だとのこと。

　ま、まあ……人間と異なる種族だから快適な場所も違うよな。

　ベッドに寝っ転がり、両手を上にあげ伸びをする。

「ううーん」

　変な声が出てしまうのはご愛敬。一人暮らしが長くなってきたら余計に声が出るようになっちゃったんだよね。

　誰も聞いていないし、恥ずかしさもない。

　ここに来てから随分と時が経った気がするが、まだ二日目の夜である。濃すぎる時間だったからなあ。

　いきなり見たこともない砂浜に出てきて、最初はどうなることかと思った。

　再構成という謎の能力があり、こうして家に住むことができている。

　食べるものもその日暮らしにはなってしまうが、なんとか確保できているので二日目としては上々か。

　だが、ここで満足していてはいけない。

　もし俺が怪我をしてしまって採集ができなくなったら詰みだ。怪我をしていなくとも天候が極端に悪ければ家に閉じこもるしかなくなるし。

　やらなきゃいけないことは多岐にわたる。かといって焦りは禁物、急いては事を仕損じるというしさ。

　生きていくために最も必要なことは「無理をしない」これに尽きる。

　サバイバルからスローライフへ転換したい。

　人を求めて外へ繰り出すこともしたい。

　外の世界でどこの国にも所属していない俺が生きていくのは難しいかもしれないけど、人と接触することで交易ができるようになる。

　ここに残されたものだけじゃ快適に生きていくに程遠いからさ。

　発電機と家電が欲しいなあ。この世界にあるのか分からないけど。

「せめて紙とペンがあればいいんだが……」

　これまであったこと、これからやるべきことをまとめてメモに残したいけど道具がないんだよねえ。

　地図を描いたのだから、ペンならあるかなと思ったが、残念ながらまだ見つかっていない。

　家の外にあったゴミの一部に紛れているかも？

　食材優先で隅々までは確認していないんだよなあ……。雨風で家の周囲から離れてしまっている可能性もあるから、いの一番になんとしても探してやるって気持ちにはなれないのだよ。

「ん、待てよ」

　ポケットに入れっぱなしのものをすっかり忘れていた。

　一つは財布。

　店もないし、通販などできようはずもないのでカード類もお札も意味をなさない。使いどころがあるとすれば、再構成時の素材になるかどうかくらいか。

　もう一つ、お出かけする時のお供も持っていた。

　なにかって？

　それは、スマートフォンだよ！

　スマートフォンがあればメモを取ることができるし、暗い時に灯りとして使うこともできる。

　紙とペンだとランタンでもなきゃ文字が見えないけど、スマートフォンなら灯りが必要ない。

「あ。電源が落ちている」

　喜び勇んでスマートフォンを出してみたものの、画面にヒビが入っていて真っ暗になっていた。

　海水でやられちゃったのかもしれない。うーん、濡れてはいないんだけど。

　単純に充電切れな気がする。

「ちくしょう、使えると思ったんだけどなあ……」

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「え、ええええ？」

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

　スマートフォンがぼんやりと光り、すぐに光は消えた。

　見た目は全く変わっていないけど、再構成されたからにはなにかしら変化があったはず。

　恐る恐る電源ボタンを押すと、スマートフォンの画面が動く。

「お、おおおお。え、ええ……そうか、新品になったから……」

　再構成によって充電量は百パーセントになっていた。電気もなしにどうやって充電されたのかまるで分からない。

　再構成の基準と仕様について謎が深まった。

　しかし、しかし、しかし、新品になったから全て初期化されるなんてあんまりだ……。




　あまりにショッキングな出来事によりしばらくの間茫然としてしまった。

　ス、スマートフォンは壊れていたから、いずれにしろデータが死んでいた……と思うことにす、る。するんだ。

　地球に戻ることができたらクラウドからデータを復旧させることができるって。うん。さすがリンゴスマートフォン、壊れた時の対策もバッチリだ。

　ちゃんと課金して同期させていた俺バンザイ。

「ばんざあい……」

　う、うおおおおお。

　もう終わった、終わったことだ。

　まだ諦めきれない俺であったが、時間は待ってくれない。

　スマートフォンを操作してメモ帳アプリを出す。

　スケジューラー系のアプリを使えればよかったんだけど、残念ながらアプリを入れてなかった。

　インターネットに繋げることができないので、アプリストアを使うことができないし、アプリによっては最新版にアップデートしなきゃ使えないものもある。

　その点、メモ帳アプリは滅多にアップデートもないし、アップデートしなくても使えなくなるタイプのアプリじゃないのだ。

　いや、アップデートどころか初期化されたのでデフォルトで入っているアプリ以外は全て消し飛んでいる……。

「充電残量に気を付けなきゃな」

　新品になったのでバッテリー容量はマックスで、利用できる時間は最大値になっている。

　とはいえ、紙に書くメモと異なり時間制限があることは確か。

　使わない時はなるべく電源を落としておかなきゃな。

　充電残量を見つつギリギリまで使うのではなく、余裕をもって新品状態に切り替えるようにした方がいいか。




『メモ』

〈やるべきこと〉

■食糧の確保

　・海で釣りと採集

　・野山の散策（未実施）

■地図・地理の把握

　・箱マークの調査

　・×マークの調査（危険かも？）

　・北の山脈（危険なトカゲがいる？）

　・海は暗礁に囲まれている（船は入れない？）

■道具の調達

　・拾ったものを再構成で新品にする




「二日目でも結構情報があったな」

　今のところ食材の確保に時間をさかなきゃいけないよな。

　熱帯っぽい気候だから冬になると食材が取れなくなるってことはなさそうだけど、台風は来るかもしれないよね。

「うーん、探検はしたい。しかし、魚介類は腐りやすい」

　保存しておくには干物とかにすりゃしばらく持つのだっけ？

　ぐうう、インターネットに繋がりさえすれば膨大な情報を得ることができるのだが、難しい。

　辞書アプリの一つでも入れておきたいが、インターネットに接続できないからアプリのインストールもできないのは先ほど語った通り……。

　後悔はしない、振り返りもしないぜ。

「調査、採集、道具作り。まとめると三点だけだ。なあに軽く考えよう」

　目を閉じるとすぐに意識が遠のく。




◇◇◇




「丘はあったよおー」

「おお、杉の木はあった？」

「杉って？」

「この地図に描かれているような木」

「三本あったよー」

「よおし、そんじゃあ行ってみよう」

「もうちょっと待った方がいいと思う」

　パック様様だよ。彼がいなかったら絶対無理だったと思う。

　朝日と共に目覚めた俺は芋を食べてさっそく出かけたんだ。

　どこにって？　地図に描かれていた箱を目指してだよ。

　箱は場所が分かるように目印が描かれていた。それが、小高い丘と三本の杉の木である。

　こんな雑な目印とざっくりとした位置情報で目印なんて見つかるわけがないと考えていた。

　ダメ元でパックに空から探してもらったら、あっさり目印らしき場所が見つかったのだった。

　時折パックに上空から索さく敵てきしてもらいつつ、慎重に進む。

　しばらく待機してパックから「もういいよ」と合図があれば移動、「待って」と言われた場合は、なにかしら危険な生物がいたということで待機する。

　ナタを携えてはいるけど、イノシシ相手でも勝てる気がしない。

　タヌキや狐きつねくらいならなんとか……。

　日本でサラリーマンをしていて、イノシシや熊とナタ一本で戦った経験を持つ人なんてそうそういないって。

　ぶっちゃけ、野犬でも足が竦すくむ自信がある。そんなもんだよ、現代人って奴は。

「おお、確かに丘がある」

「だろだろー」

　得意気に嘴を上にあげる俺の肩の上に乗ったカモメ形態のパック。

　息を切らせつつも、丘の上までやってきた。

「杉の木が三本だけあるのな」

　これは確かに分かりやすい。木が三本だけしかないから、他と間違うはずもなく。

　そして、目印もなにもとても目立つんだけど……。

　地下へ続く入口がポカンと顔を開けている。土と草に覆われてはいたが、石を敷いた階段になっているのか。

　足場が崩れていたら再構成も考えたけど、そのまま下に下りることができそうだな。

　中になにかいるかもしれない。なにしろここは別世界だからさ、門番的なものが待ち構えていてもおかしくないだろ？

　といっても、俺にできることはただ進むだけ。なにかいたら脱だっ兎とのごとく逃げるのみ。

　下りてすぐに鉄の扉があった。

　扉は古風な金庫みたいになっていて、円形のダイヤルを回して取っ手を下げると開くのかな？

　試しに取っ手を下に押してみたがびくともしない。

「えらく大がかりな封をしているなあ」

「開かないの？」

「錆びついているからダイヤルを回そうにも動かない」

「そっかー、残念だねえ。お宝は見られないね」

　いやいや、そんなことはないぞ。

　ダイヤルが回らなくとも問題ない。

　そう、再構成があればね。

　鉄の扉に両手を当てる。するともうお馴染みとなったメッセージが脳内に浮かぶ。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　鉄の扉全体が光り、真新しい鉄の扉に再構成された。

　錆び一つ浮いていないピカピカの新品だ。

「おお、綺麗になった！」

「ふふ、それだけじゃないぞ」

　取っ手を下に押し込むとさっきまではびくともしなかった取っ手がすっと下に動く。

「よおおっし！」

「リュウ！　すごいじゃないか！　おいら感動したよ。ピカピカにして開錠までしたの？」

「いや、違う。新品にしただけだよ」

「ん？」

　合点がいかないパックに対し人差し指を立て得意気に続ける。

「金庫の鍵ってさ。開かないようにロックをかけるわけだろ。だけど、新品を購入してきた時にはロックがかかっていない」

「う、うん？」

「ほら、最初からロックされていたら買った人が開くことができないじゃないか。新品を買ってきて、ダイヤルをセットするだろ」

「よく分からないけど、そうなんだね」

　正直なところ、開くか開かないかは半々くらいだった。

　最初は開くようにセットされているものもあれば、ダイヤルを００００にセットして開いてから設定するといったものもあるからさ。

　幸運なことにこの鉄の扉は初期状態が開くようになっていた。

　そんじゃま、中へ行くとしようか。










第三章　フェンリル（仮）




　鉄の扉を開けてもまだ階段は続いていた。深く潜ると急速に明るさがなくなり薄暗くなっていく。暗くて不気味さを覚えつつランタンに火をつける。地上から真っ直ぐ下りていく階段なので、洞窟にありがちな酸欠の心配はないだろう。

　階段を下りるとすぐに古ぼけた木の扉にぶち当たる。

　この扉は横に引いて開けるタイプであったが、経年劣化から取っ手を押した時にギギギと嫌な音がした。強く動かすと破損しそうな勢いである。先ほどの鉄の扉と違って封もされておらず、順調に中へ入ることができた。

　木の扉の先は地下室になっているようだ。部屋は思った以上に広い。ランタンの灯りが奥まで届かないほどだ。暗闇に包まれているから慎重に進まなきゃな。

「真っ暗でなにも見えないや」

「だなあ。パックは暗いところはどう？」

「どうって？」

「夜目はきかないのかなってことを聞きたかったんだ。暗いところでは見えなくなっちゃうかどうかって。分かり辛くてごめん」

「リュウと同じだよ。およ？　そこ、もう一回照らしてみて」

　パックの示す場所を照らすと親指大の見事な宝石が壁に埋め込まれていた。

　ランタンの灯りなので宝石の色は不明。どんな宝石なのか検討がつかない。

　宝石の周囲は大理石の長方形の板が張られていて、他と違うことを示している。暗くてよく見えないけど、大理石に触れてみたら細かい凹凸があり装飾が施されていることが分かった。

　うーん、不用意に宝石を触っていいものか悩むな、これ。

　困った時にはこの世界の住人に聞いてみるべし。

「なにかわかる？」

「うーん、ニンゲンの家には詳しくないけど、灯りじゃない？」

「スイッチには見えないなあ」

「これ、魔石だよね」

「魔石……？」

　魔石とな……それなんてファンタジー？

　いやまあ、パックとのやり取りで「魔法」って言葉も出ていたし、この世界は俺の主観によるとファンタジー世界なんだって見て見ぬふりをしていた。

　しかし、魔石か。

　魔法と並んでときめくワードだよな。

　内心、ワクワクしている俺をよそに、パックはストンと俺の肩からジャンプして地面に降り立つと同時に、体から煙があがる。

「押してみればいいんじゃない」

　人型になったパックが背伸びして宝石に触れた。

　お、おおい。罠だったらどうするんだ！

　と、ここまで考えて、その可能性が低いことに気がつく。

　理由は鉄の扉だ。扉が侵入者を防ぐ構造になっていたので、この地下室に至ることができるのは限られた人だけ。

　パックの言うように灯りだったら嬉しいな。

　数秒経過するもなんら変化がない。

「ただの装飾だったのかもなあ」

「兄ちゃん、さっきの魔法やってみてよ」

「あ、そうだな、試してみよう」

　宝石を再構成し、再びパックが宝石に触れる。今度も変化なしだなあ。

　そうそううまくいくものでもないか。気を取り直し、奥へ進もうとしたら、またしてもパックが俺のズボンを引っ張る。

「この高さを壁沿いに照らしてみて」

「やってみる、お、また宝石がある」

「兄ちゃんの魔法をかけてから一緒に押してみようよ」

「お、それは面白そう」

　なんでもやってみるのは良いことだ。うまくいけばもうけものだものね。

　パックと俺の真ん中にランタンを置き、お互いに宝石の前に立つ。

「せーの」

　パックの掛け声に合わせて宝石に人差し指を当てる。

「うおっ！」

「わあ」

　突如天井が光り、眩まぶしさに思わず目を閉じた。

　地下にいるのにまるで外にいるかのようだ。

　お、おお。これが魔法！　魔法なんだな！　魔法の力で天井全体が光っている。

　蛍光灯くらいの明るさかな？

　もちろん、電灯らしきものは一切見当たらず真っ平らな天井である。

　明るくなったので部屋の様子が一望できるようになったぞ。

　部屋はやはり広かった。三十メートル四方くらいはあるんじゃないだろうか。

　中央は一段高くなっていて、段差がある。形が円形になっており、複雑な文様が描かれていた。

　段差の上にはこれまた円形の台座があり、なにかが寝そべっている。

　獣のようで白いふさふさした毛並みのなにかだ。

「はく製かなあ」

　形は熊に似ている。しかし、熊より一回り以上は大きいな。

　目を閉じており、丸まって眠っているようにも見える。

　獣の寝そべっている台座の前には石碑があり、文字が刻まれていた。

「どれどれ……読めねえ。パックは読める？」

「全く。おいら、あまり文字は得意じゃないんだ」

「俺もまるで分からんわ」

「同じだね」

　はははと笑い合う俺たちである。

　異世界の文字なんて分かるわけがないだろ！　日本語で頼む、日本語で。

　封印された鉄の扉の中に獣を飾ってあがめていたのか？　宗教的なものとなると俺にとって特段価値はない。

　宗教的なものだとすると、祭壇なのかもしれないよな。荒さず立ち去るべきか。

　いや、一通り見てからどうするか考えた方がいい。

　中央にばかり目がいっていて他を見てなかったからな。

　入口と反対側の壁沿いには金属製の箱が三つ並んでいた。他には石像が二体。

　石像は比較的綺麗な状態で勇壮な鎧よろい姿の戦士といったところ。

　石像をつぶさに観察してみたが、これといった仕掛けはなさそうだ。

　もう一方の金属製の箱だが、錆びが酷く三つのうち二つは劣化して一部崩れ落ちていた。

　中は刃物類、革製品、布製品に分かれている。

　どれも経年劣化が激しくそのままじゃ使えそうにない。

「これだけ長い間使わなかったものだったら、使う分だけ拝借してもいいよね」

「お宝、お宝」

　少しだけ良心が痛むが、ボロボロで使えなくなった状態を見て「いいよね、いいよね」と自分の良心に語り掛ける。

　おっけおっけ、使っちゃおう。

　刃物はダガーと幅広の剣の二つをピックアップした。剣の方は刀身が短く取り回ししやすい。アーミーナイフより若干長い程度なので剣とは言わないかもしれないけど。

　使い手が俺だからねえ。剣は予備として持っていればいいかなってね。ナタがあるから。

　革製品からは袖のない革鎧と、革のホルダー、ポーチ、靴をピックアップした。靴はたまたまサイズがピッタリだったから。

　もっとも、スニーカーがあるから今のところは困っていない。

　布製品はズボンと上着だろ、下着類は残念ながらなかったのでローブを二つ拝借することにした。一つは野外で寝る時にも使えるし、もう一つは裁断して使おう。

　個人的に嬉しいものは布のザックだな。これで荷物を持つことができる。

　ほくほくしながら再構成を繰り返し、装備を整えていく。




「それなりの格好にはなったかな？」

「カッコよくなったね！　兄ちゃん」

　パックに褒めてもらってますます嬉しくなる。

　真新しい装備が揃ったらすぐにでも着たくなるのが男心ってもんだろ。

　パックの前で下着姿になるのはどうかと思ったのだが、彼も「せっかくだから着てみてよ」とか言ってくれたので「じゃあ」と戸惑いつつも服を脱いだんだ。

　着心地は悪くない。ズボンはゴムもベルトもないので紐ひもを結ぶ方式だったが、紐で結ぶズボンは俺にとっても珍しくはない。

　シャツはそのまま頭を通すだけ、革鎧は両脇を革紐で結んで固定する。

　腰につける革のホルダーがカッコいいな。

　武器を納める鞘も付属しているので、ダガーを装着してみた。

　もう一本後ろ側に横向きに装着できるようになっていたので、幅広の剣を装備する。

　鏡があれば全身を見ることができるんだけどなあ。

「パックも服とか用意しようか？」

「おいらは要らないよお。荷物があると邪魔になっちゃう」

「その姿の時に服を着ているけど、鳥になったら服はどこに？」

「最後に着た服がそのままになるんだよお」

　不思議な事象だが、どうして服が消えたり出現したりするのか分かるわけもなく、俺は考えるのをやめた。

　着ていた服やローブを布のザックに詰め込み、肩に引っかける。

　うん、結構しっかりとした作りになっているようだ。これなら重たいものを入れても平気そう。

　三つの箱にはまだまだボロボロになった物品が残っていたが、このままにしておくつもりだ。

　予備を持っておくのもよいかもしれないけど、欲張って持って帰っても持ちきれないからね。

　場所は分かっているし、改めて取りに来ればいい。体に装着するものと違って状況によっては放棄する可能性のある武器だけは持っていくことにしたし。

「こんなものか」

　装備はあったが金品は見当たらなかった。

　財宝ざくざくのお宝はなかったが、俺にとって装備が手に入ったことは大きい。

「ねえ、兄ちゃん、あれ持っていかないの？」

「大きすぎるだろ！」

　パックが無邪気に指したのは台座の上に乗る白い毛をした獣だった。

　あの獣は神社の狛こま犬いぬ像的なものなんじゃないだろうか。

　ここを作った人と箱を置いていった人は別かもしれないけど、あの獣に敬意を払っていたに違いない。

　お参りする対象だったなら、持っていくのは忍びないよな。

　パックには分かりやすくと思って内心を隠し、ああは言ったものの、事実熊より大きな獣を運ぶなんてできないことは事実だ。

「装備のお礼にはならないかもだけど……」

　ここを訪れる人は俺たち以外にもういないかもしれない。

　扉に封印までされていたので、特定の人以外お参りに来ることもなかったはず。

　誰にも見られることがなくとも、埃がかぶったまま立ち去るよりはよいと思ったんだ。

　獣のはく製なのかな。

　改めて近くに寄って見てみたが、白い毛並みの獣は長い年月が過ぎているというのに欠けている箇所はなく触れてみても腐った様子はなかった。

　毛の感触は生き物のそれに思える。

　ただこれだけでは人工物なのか、はく製なのか分からないな。

　撫でるとやはりというか埃が舞う。

「げほ……」

　こいつは綺麗にするのも手間だ。

　あ、そうか。

　両手で獣に触れる。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　いつものごとく獣が光に包まれ、新品になった！

　再構成は生き物には適用できない。たとえば、貝殻に触れても生きた貝に戻すことはできないんだ。

　生物を再構成するとか、もしできても恐ろしくて実行できないけど、再構成は無生物にしか適用されない。

　となると、獣ははく製じゃなく精巧に作られた工芸品だったってことか。

　石像を作ってから獣の皮を貼り付けたのかもしれない。

　しかし、石像に皮を貼り付けたとして、皮は綺麗になるんだな。

　元々生物だったとしても、新品状態になる。そういや、革鎧も新品同様になったじゃないか。

　それを言い始めたら木彫りの熊を再構成しても、木にはならないし、包丁を再構成しても鉄の塊にはならない。

　加工された時点に巻き戻す、というのが再構成の力である。

「ともあれ、綺麗になったから良し」

「兄ちゃん、この獣の像？　動いてない？」

「いやいや、再構成は生き物に適用することはできない」

「再構成？　兄ちゃんの魔法のこと？」

「そそ、新品にする魔法なんだよ」

「結構な回数を使ってるけど、疲れないの？」

「大丈夫みたい」

　魔法は魔力を消費して発動するものらしい。

　魔力を使うととても疲れるんだって。しかし、再構成を何度使っても特に俺の体調に変化はない。

　俺に無尽蔵の魔力があり、使っても魔力が減っていることに気が付かないほど？

　まあ、ないだろうな。一介のサラリーマンである俺にいつの間にか無尽蔵の魔力が備わっていた……なんて都合が良すぎる。

　再構成を使うことができるようになったけど、特に俺の身体能力やらに変化はないしなあ。

　それで、パックはなんて言っていたっけ。

　え？　獣の目が開いている。真っ黒なつぶらなお目目と目が合った。

　気のせいかなあと思って、すううと自分が動いてみると、つぶらなお目目が俺を追っている。

「動いているう！」

「動いているって言ったじゃん」

「待て待て、こいつ、生物じゃないはずなんだぞ。なんで動くの？」

「おいらに言われても」

　パックに迫るも、首をかしげられるだけだった。

　それにこの獣……俺をロックオンしてないか？

　試しに大きく横に動いてみたら、明らかに俺を目で追っている。

　パックにも動いてもらったが、彼の方へ目線を動かすことはなかった。

「き、気のせいだ。行こうか」

「がおー」

「ひいいいいい」

　獣が吠ほえたあ。やっぱり生きているの？　どうなんだこれ。

　吠えた獣は台座から下り、俺の足もとで前足を揃えてお尻をつけ待機する。

　熊のような体でお尻をつけて前足を地面にペタッとすると苦しそうに見えてしまう。

　動物園で熊が座っている姿をイメージしてしまって。座ると背筋が真っ直ぐになってそのまま両前足を伸ばしても地面に着かないじゃないか。

「ついてくるの？」

「がおー」

　吠える……と表現していいのか迷うほど気の抜けるような声である。

　全身が白い毛並みでどこからどう見ても熊のような生き物にしか見えないのだけど、再構成を実行できてしまった。

「パック……どうしよう」

「兄ちゃんが飼いたいなら？　いいんじゃない？」

「まあいいか。祀まつられていたくらいだし、どっかに名前が書いてあったりしないかな」

「これ？」

「いやそれは俺もパックも読めなかったじゃないか」

「そうだったねー」

　宝箱、白い獣以外に石像があったことを覚えているだろうか？

　そこに文字が刻まれていたのだけど、見たこともないもので全く理解できなかった。

　別の文字かもしれないから、一応白い獣がいた台座の方も調べてみるか。

　金属のプレートが台座にはめ込まれていたが、劣化しすぎてなにが描かれていたのかも分からないな。

　こんな時は再構成である。

　さっそく金属のプレートを新品にしたら銅板だと分かる。

　文字が刻まれていたけど、石像のところと同じでやっぱり理解できん。

「うん、予想通りだ」

「もちろん、おいらも読めないぞ」

「仕方ない、よし」

「眩しい！」

　スマートフォンを取り出して、銅板を撮影する。

　もし信頼できる誰かができた時に、電源が生きていたら見せてみることにしよう。

　ついでに石像の方の文字も撮影しておくことにした。

　……。

　撮影を始めると、この部屋そのものも記念に残しておきたいなあと、パックに白い毛並みの獣に乗ってもらってスマートフォンを構える。

「フェンリル」

「唐突にどうしたのパック？」

「勝手に喋ったんだよお。フェンリルってなんのことだか」

「まさか、この獣がパックに？」

「そうなのかなあ？」

「君の名前はフェンリルと言うのか？」

　試しに語り掛けてみると、獣はうんうんと頷いたではないか。

　いやいや、ご冗談を。

　いかに俺でもフェンリルがどういう生き物かは知っているぞ。

　フェンリルは馬ほどの大きさの「狼おおかみ」だろ。白銀の毛に精せい悍かんな顔つきで伝承によっては冷気をつかさどったり、精霊だったりする。

　決して熊のような体たい躯くをしているわけはない。

　いや……、ひょっとして？

「パック、フェンリルって聞いたことがある？」

「白銀の狼の姿をした聖獣とか、精霊とか聞いたことがあるよ」

「よかった。俺の認識と同じだよ」

「こいつ、フェンリルみたいだよ？」

「いやいや、種族名が熊で名前がフェンリルってだけだろ？」

「兄ちゃんで言うと人間でリュウだよね」

「そそ、白銀の狼とこいつにはなんら関係性はない」

　内心ホッとした。この世界では白い毛並みの熊がフェンリルと呼ばれているのかもと思ってさ。

　俺のフェンリルに対する幻想は壊されずに済んだ。

　ともあれ……。

「フェンリルと名前がついているなら、フェンリルと呼ぶのがいいよな」

「がおー」

　こうして何故か再構成できたフェンリル（仮）が仲間になった。

　ちゃんと飼育できるのか不安で仕方ないが、なにを食べるのかはそのうち分かるだろ。

「そんじゃま、帰るか。うお」

　白の毛並みをした熊……じゃなかったフェンリル（仮）がひょいっと首を動かすと、あれよあれよという間に俺の体が宙を舞う。

　そして、すとんと彼の背中に収まった。

「乗せてくれるの？」

「がおー」
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　フェンリル（仮）に乗るとあっという間に家まで到着して、釣り道具を持って砂浜まで移動した。

　競走馬より速いかもしれない。

　ここまで走ってきてもらったが、息を切らせた様子もなく井戸水を与えてみようとしたが、まだ喉も乾いていないらしい。

「海まで来ておいてあれだが、まだまだ時間もあるしちょっと探索をしたいなあと思って、いいかな？」

「いいよー」

　祭壇を出てすぐにパックはカモメ形態になっていた。

　パックにとっては少年の姿よりカモメの方が自然なんだってさ。

　俺にとっては彼の姿がどちらであっても構わない。重要なのは彼が俺と会話できる、ということだ。

　ずっと一人で誰とも喋らない状態だと辛くなってくる。

　謎の転移をしてからすぐに彼に会えたことは幸運以外の何物でもない。

「ええと、北の山の方は危険なんだっけ」

「登って行かなきゃ大丈夫だと思うよお」

　地図でトカゲが描かれていた辺りだよな、きっと。

　ついでにバナナを採集して速度を落とし、ゆっくりと探索を進める。

　井戸があるってことはきっと求めているものもあるはずだ。自分で歩くとなれば食材のこともありなかなか踏み出せなかったけど、フェンリル（仮）がいるなら話は別だぜ。

　すぐにでも行くべし。

　浜辺まで十～二十分くらいで到達できるし、荷物を持ちながら歩く必要もなくなるからね。

　しばらく探索していると、期待していたザアザアとした音が遠くから聞こえてきた。

　ついフェンリル（仮）の速度をあげて進んでしまい、急加速で投げ出されそうになったよ。

　気を付けなきゃ。

　馬に乗ったことのない俺であったが、フェンリルに意思を伝えると俺の思うように動いてくれるので移動に支障はない。

　障害物があっても車と違って意思を持った生物なので避けてくれるし、快適そのものである。

　贅ぜい沢たくを言えば、革紐かなにかを首に巻かせてもらえると姿勢も楽になるんだけどね。贅沢を言ったらダメだ。

　くつわみたいなものをつけると不快に感じると思うんだよね。

　ザアザアザア。

　清涼な湿気のある風が俺の頬を撫でる。

　辿たどり着いたのは小川だ。探していたものがこんなにあっさりと見つかってよかったよ。

　まさにフェンリル様様である。

　小川は川幅七メートルほどとそれほど広くない。流れも緩やかで深さもたぶん一番深いところで太もも程度じゃないかな。




「待望の川だ！」

「食事だったら海でもよかったんじゃないの？」

「いや、川と海じゃ違うんだ」

　と言いつつもカモメ姿のパックはさっそく川に飛び込んだ。

　川と海は違うと言ったが、喜ぶにはまだ早いぞ。

　にやけてしまう顔を引き締めつつ、流れる水を手のひらですくう。

「うん、淡水だ」

「しょっぱくないねー」

　先に飛び込んだパックは既に川の水を飲んでいたようだ。

　川で海水というのは有り得ないだろと思ったのだが、ここは異世界。だから、川の水を確かめるまで安心できないなあって。

　海水じゃできないことを小川でやろうと思ってね。

　それは、水浴びだああ！

　無警戒にも鎧やら全て脱いで川の中へ入る。

　深さは予想通り太もも辺りまでだな。これだけの深さがあれば快適に水浴びができるぞ。

　シャンプーや石せっ鹸けんがあれば言うことなしだが、体を水で洗い流すだけでもさっぱりする。

　川の水はひんやりとしているけど、震えるほどじゃない。

「フェンリルも水浴びする？」

　川べりでちょこんとお座りしていた白い毛並みの熊であるフェンリルへ呼びかける。

　ひょっとして周囲を警戒してくれていたのかも？

　呼びかけたらのっしのっしと川に入ってきて俺の傍で歩みを止める。

「ありがとう」

「がおー」

　彼の巨体は川上側だったので、俺に当たる水流が穏やかになった。

　流れは急じゃないからそのままでも問題なかったのだけど、彼の気遣いが嬉しい。

　騎乗している時の様子から、彼の知能は熊より遥はるかに高いと思う。

　俺の言葉も理解しているようだし、人間とさほど変わらないほど賢いんじゃないかなってね。

　フェンリルはぬぼーっと立ったまま特に動こうとはしなかった。

　水浴びしないのかな？

　彼を再構成してふわふわの毛には汚れ一つなくなった。特に白い毛は上質の真っ白のベルベットのようで撫でると幸せな気持ちになれる。

　それでもここに来るまでに泥や土で汚れているので……まあ、いいか。俺が毎日綺麗にしよう。

　ふわふわを保つのだ。俺がふわふわを楽しむために。

「ふう」

　一通り汗を流した後、川べりに座り込む。

　本来なら服を洗濯するところだが、その必要はない。

　着るものを常に清潔に保てる再構成に感謝。

　モノが手に入らないサバイバル状態であるが、再構成のおかげで一度手に入れたものは紛失しない限り延々と使い続けることができる。

　豊富にモノが手に入る街に転移していたら無双できたのになあ。

　いや、逆だな。誰もいない場所で幸いだった。

　再構成とかいうとんでも能力を持っている身分証もない俺が、街中でまともな生活を送れると思えない。

　再構成を見られようものなら、越後屋みたいな商人に捕らえられ悪いことに利用されてしまうだろう。

　なにしろ戸籍なしなんだ。日本大使館もないだろうし、外敵を打ち払う力もない。

　んじゃ、探検して人と会うなんてことはしない方がいいんじゃないかって？

　いやいや、そんなことはない。

　この調子だとなんとか生きていけそうだけど、このままずっとここでサバイバル生活をするのは辛いだろ。

　時間経過で元の場所に戻れるのならこのまま暮らす。

　だけど、いつ戻れるのか、戻る手段があるのかも分からぬ状況である。

　街に住むことは考えていないが、今よりも快適に暮らすための道具もあれば嬉しいし、なにより情報が欲しい。

　行商人や旅人と一期一会ってのが理想かなあ。

　住む場所は再構成した家が安全そうだ。ひょっとしたらとんでもない猛獣が近くにいたりして放棄しなきゃならないかもしれないけど、少なくともこの場所は野盗の心配をしなくてよい。

　人に対して警戒しすぎかもしれないけど、外国どころか異世界なんだもの。警戒するに越したことはないだろ。

　言葉が通じるかも不明なわけで。

「そのうちまあ、なんとかなるだろ。魚でも穫るかあ」

「がおー」

　んーと伸びをして立ち上がるとフェンリル（仮）が元気よく吠える。

　相変わらず気の抜けるような「がおー」なんだけどね。

　彼は俺に先んじて川の中央までのしのし進むと、後ろ足だけで立ち上がった。

　そのまま右前足で水面を叩く。

　びしゃ！

　と水の跳ねる音と共に魚が俺の足もとに飛んできた。

「お、おおお！」

　次は左前足を振り下ろし、またしても魚が飛んでくる。

　すげえ。熊は熊でも白い毛並みのシロクマのような見た目だったので、川で魚を獲れるとは思ってなかった！

　十匹くらい魚を獲ってもらったところで、「もういいよ」と声をかけると元の位置に戻ってきた。

「食べないの？」

　フェンリル（仮）が獲ってくれたのでまずは彼にと思ったが、首を横に振るばかり。

「フェンリルはなんだったら食べるんだろ」

　俺の言葉を聞いた彼はゆっくりと歩き、枝をバシバシした。

　ナタで枝を落とし彼の前に置くと、葉っぱをもしゃもしゃし始める。

　どの葉っぱでもいいんだろうか？　とりあえず俺は彼の食べている姿と葉っぱをスマートフォンで撮影したのだった。

　彼は葉だけじゃなく枝もガリガリやっている。

　シロクマって魚とかアザラシとかを食べるイメージだったのだけど、この個体は葉と枝を食べるらしい……異世界恐るべしだな。

　そんな彼に触発されたのか、カモメ姿のパックはピチピチ跳ねる魚を丸まる呑のみしていた。

「葉っぱを食べるのに魚を獲ることができるなんて、不思議だ」

　首を捻りつつも、彼が魚を獲ってくれたことで食材集めも終わりとなる。

　暗くなるまでまだ時間もあるし、食べられるものがないか探しつつ家に戻ることにしよう。

　運よく果実を発見したが、食べられるのか悩む。

　果実はブドウのような濃い紫と茶色の中間のような色をしていて、大きさが拳こぶし大くらいだろうか。

　ナタで果実を真っ二つにしたら、真っ白の果肉が詰まっていた。

「食べていい？」

　カモメ姿のパックが俺の腕にとまり、嘴を伸ばしてくる。

「食べられるのか分からないけど」

「いけるいける。これマンゴスチンってやつだよ。白いところがおいしいんだ」

　パックが先に食べてくれるというのなら否はない。

　これがマンゴスチンなんだ。聞いたことはあるけど、実際に食べたことはない。

　しっかし、パックの奴、喰くい方が汚い……まき散らしすぎだろお。

　嘴だから仕方ないのかも。




　パチパチと魚の焼ける良い音を聞きながらなんとなしに空を見上げる。

　ネオンの光がない夜空はとてもクリアだ。月の大きさは地球と同じくらいなのだな、これくらいしか見比べる点がないなあ。

　夜空なんてじっくり眺めた記憶がないので星座が異なるなんてことは分からない。星座は緯度によって見える位置が違うし、東京とハワイの星空を見ても俺には区別がつかないだろうな。

　正直、かなり意識して夜空を見上げたのだけど、一つ毎日チェックしておいた方がよいことに気が付く。

　それは月の満ち欠けだ。

　もし月の満ち欠けがあるとしたら、満月、半月、新月でそれぞれ明るさがかなり異なるからさ。

　緊急時には夜間に行動することもあるかもしれない。ランタンの灯りは頼りないし。
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「夕飯が終わったら、綺麗にするからね」

「がおー」

　寝そべるフェンリル（仮）の頭を撫でる。目を瞑つむったふわふわの白い毛に覆われた顔を見つつ、ぬいぐるみみたいだなあと頬が緩む。

　再構成すれば祭壇の時のように一発で綺麗になる。

　あ……。

　とここで、再構成で綺麗にする案について重大な欠陥に気が付いた。

　彼を再構成してまっさらにすることは容易い。しかし、スマートフォンを再構成した時のように記憶もクリアされてしまうんじゃないか？

　自分のやろうとしていたことにブルリと肩を震わせ彼の背中に両手を埋める。

　ふわふわな毛束は俺の手を完全に隠すほどだった。記憶が消えれば、今ここにいるフェンリル（仮）とは似て非なる存在になっちゃうんじゃないか。

「悪い、今日は我慢してくれ。明日、川で洗おう」

「がおー」

　彼を元に戻す手段が再構成しかなかったら仕方ないけど、わざわざ記憶を消すなんて残酷だよな。彼がどう思うかは別として、俺が自分の記憶を消されるとしたら断固拒否する。

　彼の意志は分からないけど、自分が忌避する行為はしたくない。

「おいしいー」

「川魚は味気がないなあ」

「そのまま食べるよりおいしいよ」

「そ、そうだな」

　ぴちぴち跳ねている魚の丸呑みと比べられても苦笑いしか返せない。

　一方のフェンリルといえば、俺が撫でるのをやめると、お座りして枝ごと葉っぱを食べ始める。

　野菜も発見したいところだよな。今のところ芋しか口にしていない。

　野菜ってさ、見ても分からないのよね。実のところ、そこら辺に自生している葉っぱとか雑草がおいしいのかも？

　そうそう、芋といえば俺に芋のありかを教えてくれたカピバラだけど、彼は今日も水桶の中に埋まっていた。

　すっかりあの場所が気にいったようだ。

　おや、水桶にひっかかっているあれって。

「おや、これって野菜くずかな」

「きゅ」

　手を伸ばした俺に対してカピバラが可愛らしく鼻を鳴らす。おっと、驚かせてしまったかも。

　彼に謝罪しつつ野菜くずらしき赤茶色の破片を手のひらに乗せる。

　にんじん……かな、これ。

　カピバラが食べていたっぽいから、俺も食べられる可能性は高い。

　俺の様子になにかを感じ取ったのか、カピバラがむくりと立ち上がり、すんすんと鼻を動かす。

「暗いから危ないよ」

　声をかけるもカピバラに俺の言葉は理解できないようだ。

　水桶からのそのそと出てきたカピバラは尻尾をふりふりしつつ、歩き始める。

　こちらを振り返り立ち止まる彼の傍に寄ると、彼はまたトコトコ動く。

「きゅ」

　ここ掘れワンワンならぬ、ここ掘れカピバラ。

　移動したとはいえ、家の裏手まで来ただけ。この辺りは大きな木がないのだよな。

　この辺りは元々畑だったのかもしれない。と言っても雑草は生え放題、若木もある。

　以前ここに住んでいた人は複数人だった。鉄の扉の中にある祭壇も彼らが作ったのだろうか。

　なんとなくだけど、ここに住んでいた人は時代ごとにいて、この家は最後にこの地に住んでいた人たちのものなのかなと。

　温暖な気候であるから蓄えをせずとも生きてはいけそうだけど、畑があると安心感が違う。

　バナナと魚じゃ限界もあるし。

　持ち込んで育てた野菜が残っているなら嬉しい。この場所を開墾してみるとよいかも。

　クワならあったはず。

　おっと、カピバラが俺を待っている。

「じゃあ、ありがたく」

　カピバラの示す位置を掘ってみたら小ぶりなにんじんが出てきた。

「きゅ」

「俺に？」

「きゅ、きゅ」

「ありがとう」

　すんすんと俺に鼻をすりつけてくるカピバラの頭を撫でる。

　野生生物なのに僅かな期間でここまで俺に慣れるとは驚きだ。

　水桶を再構成したことで俺が巣を作ってくれたとでも思っているのかも。

「兄ちゃん、もう少し食べていい？」

「うん、置いといても腐っちゃうし、俺も食べるよ」

　フェンリル（仮）が沢山魚を獲ってくれたからね。

　気候的に明日の晩には魚が腐っていると思う。味気がなくとも、空腹には勝てぬ。

　し、しかし、魚ばかりを食べるのもきつくなってきたな。

　パックは平気でむしゃむしゃやっているけど……。

「よし、決めた」

「ん、トカゲのところに行くの？」

「そ、それはいずれ」

「海から行くの？　兄ちゃんの魔法なら行けそうじゃない？」

　パックには地図を見せて脱出ルートの話をしたりしたっけ。

　フェンリル（仮）なら思わぬルートで山脈を抜けることができるかもしれない。

　海の暗礁も航海できる船があれば、暗礁まで行って一部を外して暗礁の向こう側で再構成すりゃ……質量的に全部運ぶことは難しいか。

　ならいっそ暗礁に乗り上げれば……。

　いや！　待て待て。そうじゃない。

「明日はまず海に行こうと思ってね」

「おー。海からかあ。陸まで案内すればいいんだね」

「船がないってば。やりたいのは魚を少しでも長く保存できないかってことだよ。干物作りに挑戦しようと思ってさ」

「へえ。おいしそうー」

　干物の作り方は分からないけど、なんとなくでやってみるしかない。

　完成品は知っているから形だけなら整えることができる。後はどうなるのか出たとこ勝負だな、うん。

　こうしてシロクマ……じゃなく、フェンリルを自称するシロクマ……でもなく、フェンリルが仲間に加わったのだった。










第四章　探索に繰り出すぞ




　翌朝、さっそくフェンリルとカモメを連れて浜辺に繰り出す。

　彼を綺麗にするのは夕方頃になるかなあ。今日は体が汚れることを続けるつもりだからね。

　朝に水浴びしても夕方には汚れてしまうもの。

　時間は有限、なので後回しにしたのである。

　浜辺は後だ。素通りして岩場へ向かう。

　釣竿と網を使って魚を……うおお、フェンリルが海へどぼーんしてしまった。

　海は川と流れが違うから川のようには――。

　ビターン、ビターン。

　次から次へと魚が打ち上げられてくる。魚だけじゃなく貝類まで！

「フェンリル、これくらいで大丈夫だよ」

「がおー」

　のっしのっしと陸にあがったフェンリルが全身をブルブルさせた。

　飛び散った海水が目に入り、思わず目を閉じる。

　体が大きいからブルブルした時の水の跳ね方が凄まじい。

「兄ちゃん、食べていい？」

「フェンリル、パックに一匹あげてもいい？」

　尋ねると首を上下に大きく動かし肯定するフェンリル。

　それを見たカモメ姿のパックはさっそく跳ねる魚を突き始めた。

　その間に魚と貝類を集めて網に入れ、準備を整える。

　砂場に移動して、手頃な石の上に板を置き、そこへ魚を乗せて準備完了だ。

　干物ってたしか魚のワタやらを全部取って開いた状態だったよな。

　下手ながらも魚を開き、海水で洗い流す。

　後はこのまま干せばいいのかなあ。家の屋根がちょうど斜めになっているから干せそうだ。

「いや、これだけ魚があるのだから塩分濃度を変えてみよう」

　鍋も持ってきていたのだよ、ふふふ。

　鍋に海水を入れてぐつぐつ煮込むと水分が蒸発し塩分濃度が濃くなる。

　よっし、そのままの海水と塩分濃度を濃くしたものと二パターンの干物を作ろう。

　魚を二匹だけ残して、残りは全て捌いて海水で洗う。

「やはり海の魚だな」

「おいしー」

　浜辺で焼き魚を堪能し、家に戻る。

　屋根に魚を干してから、お次は畑だ。

　どこからどこまでが畑だったのか分からないな。一人でやるには広すぎるが納期もないし、のんびりやるなら広さなんて関係ないさ。

　俺には海の恵みがある。ま、まあ、川にしても海にしてもシロクマっぽい見た目をしたフェンリルがやってくれたのだけどね。

　ざっくりと大きな木がないエリアが元は畑だったと仮定してやってみるか。

「まずはナタで行くぜ」

「がんばれえ」

　パックが器用に俺の周りをくるくると飛ぶ。

　ツバメみたいだ。

「あまり近くを飛ぶと当たるぞ。もう少し上で頼む」

　ナタを振り上げ、枝を落とす。

　あー、これ結構気持ちいいー。スパンスパン枝が落ちる。軍手が欲しいなあ。

　あ、似たようなものがあったんだった。

　地下の箱で手に入れた装備品の中に革手袋があったんだよね。ごわごわして慣れない感触だったし、持って帰ってきたものの置きっぱなしだったんだよ。

　革手袋は寒さを凌ぐために使うのが俺の知っている革手袋だったのだけど、この革手袋は違う。

　身を守るためのものだ。草や枝なんかはもちろんのこと、小型の蛇の牙や猫の歯程度なら通さない。

　ゴツイ分軍手ほど自由に手を動かせなくてさ。なんだろう、使い始めの革靴のような違和感……少し違う。表現が難しいや。

　それでも素手よりは断然マシなので、手を切る心配をすることなく枝を落とし、雑草をわさっと掴んでナタを振るう。

　案外進むんで驚きだ。

　し、しかし腰が痛い。座って手が届く範囲の草を切り、ふうと一息つく。

「枝落としは粗方終わりかなあ。草はちょっとしんどい……腰を痛めない程度にしなきゃな」

「木はどうするの？」

「根っこから引き抜くか底の方で切るかどっちかかな」

「がおー」

　ずっと寝そべっていたフェンリルがむくりと立ち上がり、枝を落とした木を横からパーンする。

　さすがのパワーで木は根本で折れた。

「熊ってすげえ」

「フェンリルじゃなかったっけ？」

「フェンリルは名前だろ」

「あんな白い熊を見たことないよ。白いし伝説のフェンリルじゃないの？」

「パックも言っていただろ。フェンリルは狼のような見た目だってさ」

　認めん、俺は認めないぞ。

　シロクマがフェンリル族なんてことは。だってよお、フェンリルは白銀の狼なんだってばよお。

「すごいな、ありがとう」

「がおー」

　後ろ足だけで立ち上がってバンザイのポーズを取るフェンリル。

　彼のおかげで若木の除去は進んだ。

　ここで俺はある過ちに気が付く。

　草を切るだけじゃ耕したことにならないってことを。

　草の根を抜かなきゃ、畑をやることはできないよな。

　バンザイするポーズのシロクマを見ながら、草の根っこを掴み引っ張ったらするりと根が抜けた。

　元々耕されて土が柔らかかったからなのかな？

　これなら草を抜くのも楽々だね。ただ、はんぱない量があるけどね……。

　根っこを抜いているうちに昨日のにんじんのような作物が発見できるかも。

「とはいえ、今日の作業は終わりだ」

　病院どころか湿布さえないもの。

　無理は禁物である。

　予定より遥かに早く漁獲と畑の整備作業が終わったので探索に繰り出すことにした。

　マンゴスチンとバナナを採取して家に置いてからいよいよ本番だ。

「山の方に行ってみる？」

「それもいいかも」

　食べ物を探すなら、どっちの方向へ向かっても同じだよな。

　地図とパックによる情報から山にはトカゲという危険生物がいる。空を飛ぶカモメも危険と認識していることからトカゲは飛行能力を持っているかもしれないな。

　縄張りに入らなきゃ大丈夫とのことだし、気になるのは事実である。

　山がどのようになっているのか確認しておくことにしようか。




◇◇◇




「結構いろいろなものがあるんだな」

　昨日の相談結果通り、北へ向かったら、木の密度が増してきてさ。

　そのおかげか、緑色のひょうたんみたいな果実や同じく鮮やかな緑色のレモンを一回り大きくしたような実を発見したんだ。

　それだけじゃなく、朝に畑の整備をしていたら紫色のたまねぎがゴロッと出てきてね。

　今日だけで三種の食材を確保することができたってわけなのだ。

　たまねぎはともかく、二種類の実は食べられるのかはまだ不明。

　しかし、フェンリルがどちらもむしゃむしゃと食べていたので大丈夫なんじゃないかと思っている。

　実があることが確認できたのだが、採集できないものもあった。

　初日から発見していたのだけど、なんともできないんだよねえ。

　それは、俺がこの辺りは熱帯かそれに近い気候なんじゃないかと判断した、木になる果実である。

　なにかって？　ヤシの木だよ。ヤシの実もなっていたのだが、高い位置にあってとれなくてね。

　ヤシの木を登ろうとはしたのだけど、あんなの素人じゃ無理だってば。

　わざわざヤシの木に登らずとも地面に落ちていそうだと思うよね。俺だっていくらでも地面に転がっていると思っていた。

　ヤシの実は落ちていたんだけど、どれも割れていて中身は漏れ出してそこにアリやら虫がたかり、食べられる状態じゃなかったんだよね。

　そうこうしながら一通り北側を散策していると、いろんな種類の果物が集まってきた。

「いろいろあるんだねえー。おいらは食べられそうにないよお」

「パックは海鳥だものな。山のものはあまり食べないのかな？」

「食べられるものもあるよお」

「食べられるものがあったら食べてくれよ。俺としては北に向かって正解だったよ」

　ザックに果実を詰め込み、一旦家まで戻って荷物を置き、再び北へと繰り出す。

　この辺り、フェンリルに乗せてもらっているので僅かな時間で元の場所まで戻ってくることができるから助かる。

「パック、どこか見晴らしの良い場所ってあるかなあ？」

「山の上？」

「山って……トカゲとやらがいるところだよな」

「そうだよお」

「それ以外で高台とかないかな？」

「うーん、見てきていい？」

　返事をする前にパックが空へと飛び立ってしまった。

　あ、どうしよう。

　俺が移動したらパックが俺たちを見つけることができないかも？　俺がパックの立場ならまず発見不可能だな。

　ショッピングモールの中でも一度見失ったら発見するのが大変だというのに、木々の生い茂る大自然の中なんて推して知るべしだよ。

　んじゃ待つとするかあ。

　フェンリルから降り、ふうと体を伸ばす。

「あ、兄ちゃん、すぐ戻ってくるから移動していてもいいよお」

　飛び上がったばかりのパックが戻ってきて一言告げ、返事も待たずに行ってしまった……。

　移動してもいいと言われてもなあ、すぐ戻ってくるなら移動し始めなくてもよくないか？

　待っていても進んでもあまり変わらないし。

「フェンリル、乗せてもらっていいかな？」

　待つにしても中途半端な選択をする俺であった。

　待つけど、すぐに移動できるようにしようってね。

　お願いするとフェンリルは前足を折り、頭を下げる。

「ずっと乗せてもらってありがとうな」

「がおー」

「兄ちゃん、あっちあっち」

　もう戻ってきたのか。フェンリルの黒い耳の間の白いふさふさなところにとまったパックが首だけをこちらに向ける。

　そして「行くよお」とばかりに翼を上にあげた。

「よおし、フェンリル、パックの示す方向に進んでくれー」

「あっちあっちー」

「がおー」

　なんのかんので、ここでの生活も少し楽しくなってきたよ！

　これもパックとフェンリルがいてこそだよな。

　急斜面もなんのその。フェンリルなら楽々である。

　問題は俺が落ちずに済むかどうかだけ。斜面が六十度くらいになると絶対に無理だ。

　紙に書くと大したことのない角度に見えるけど、実際に体験したらヤバさが分かると思う。

　スキー場でなにこの急斜面と思っても、実はたいしたことのない角度だったって経験はないだろうか？

　とまあ、俺の想いはともかくとして、フェンリルにとっては邪魔な木々がないのでむしろ動きやすそうであった。

「こんどはあっちだよお」

「うお！」

　高いところと思っていたから不意を突かれたよ。

　今度は急激に落ちる。そして、また登る！

　急な動きに俺の胃が悲鳴をあげる。ぐ、ぐうおお。

「き、気持ち悪くなってきた……」

「着いたよお」

「お？　おおおお！」

　気持ち悪さが全て吹き飛んだ。

　辿り着いた場所は高台の上だった。

　前方に見えるのは緑に包まれた山脈。右手はなだらかに傾斜しており、湖らしきものが見える。左手は切り立った崖からの海かな。

　俺の転移した場所は小さな島かと思っていたんだが、思ったより広い。

「パック、湖側から山脈を避けて北へ進むことってできないのかな？」

「湖を北に行くと、ここからじゃ見えないんだけど深い谷があるんだよお。そこも空からじゃないとしんどいよお」

「山より危なそうだな……」

「こう、突然大地が裂けているんだよ。飛べばへっちゃらさ」

「パックは北側に行く時、谷を越えていくの？」

「おいらは行かないよ。海から行くんだ。仲間に海から行くように言われているから谷を遠目に見るだけで引き返したんだよ」

「なにかあるんだろうなあ、谷にも」

「あるかもしれないよお」

　通過するルートがあれば、誰かしら通ってきているか。

　……と思ったが、そうでもないのかも。なにもない場所にわざわざ苦労してこようなんて思わないか。

　空を飛べるパックの仲間が谷を避けた方がいいと言っているのなら、上空でも危険があるかもってことかもしれない。

　谷から有毒ガスが噴出していたりして？

「んー。難しいことはいいや。もう少し景色を楽しもう」

　フェンリルのふさふさの頭を撫で、改めて景色を眺める。

　お、そうだ。この場所も写真に収めておくとしよう。

　スマートフォンを取り出し、パシャリと撮影をする。

　びゅううう。吹き付ける風に目を細めた。

　見晴らしのいい高台は風が強いらしい。高い場所は暑い時の避暑地としていいかもなあ。

　しかし、ここに休憩所を作るのは俺一人じゃ無理そうだよ。

「パック、少しの間だけ変身できるかな？」

「うんー」

　ぼわんと煙があがり、パックが少年の姿に変わる。

　なんだか久しぶりに少年姿の彼を見た気がするな……。くせ毛に簡素な服と、見た目は変わっていない。

　この姿で水浴びとかはしていないはずなのだが、顔も髪の毛も汚れているどころかピカピカなんだよね。

「こっちから地図を支えていてもらえる？」

「分かったー」

　高台から地図と実際の地形を見比べようと思ってさ。

　風が強いから念のためパックにも地図を持っていてもらえれば安心だからね。

　予想通り、地図が風に煽あおられる煽られる。油断するとすぐ飛んでいきそうな勢いだ。

　地図には湖は描かれていないな。地図の端が山脈で切れているので、あの場所が地図の端に当たる……と思う。

「となると、トカゲの絵はこう山に引っかかるように描かれていて、×マークはちょうど真正面か」

「×マーク？」

「ほら、この絵を見てくれよ。トカゲのいる山のふもとに×マークがあるだろ」

「うんー。見に行く？」

「トカゲが来たら怖いなあ」

「縄張りに入っちゃったら分かるよお。すぐ立ち去れば大丈夫だよ」

「扉が縄張りの中か外か分からないけど、目指してみるか」

「おー！」

　結構な距離があるけど、フェンリルのスピードなら一時間もかからない。

　車と違って荒地でも悠々と安定して走ることができるとかすごいよな。

　あっさりと山脈側を探索しに行く判断をしたけど、危険な場所に立ち寄るべからずと常々自制している俺が突然なにをと思うかもしれない。

　いやさ、やっぱり気になるじゃないか。パックが危なくなったら教えてくれるっていうから、いいかなってね。

　それに宝箱マークの方は大きな収穫があっただろ。

　となると、×マークにもやっぱり期待しちゃうわけで。トカゲの縄張りの外なら探索してみたい。




◇◇◇




「なんだか……変だ」

「縄張りはまだまだ先っぽいよ」

　カモメ姿に戻ったパックはフェンリルの頭に乗っかったまま首だけを後ろに向ける。

　高台の上から×マークは真っ直ぐだと判断した。

　それがいけなかったのだ。今思い出しても股間がキュッとなる。

　真っ直ぐ進もうとフェンリルにお願いしたらさ、言葉通り真っ直ぐ進んだんだよ！

　高台から見晴らしの良い方向に真っ直ぐとなれば……崖だろ。

　崖だ、崖だと言っても垂直ではない。どれくらいの角度かなんて分かるわけもなし。

　でもさ、俺言いましたよね。角度が三十度を超えるともうヤバいって。え？　言ってない？　そうでしたっけ、うふふ。

　あれだ、下っているって感覚じゃなくて、落ちてる。落ちてたよ！

　シロクマ……いや、フェンリルの体に必死にしがみついて「もうダメだ」と観念したところで、崖を下り切った。

　そんなハプニングがありながらも、そのまま真っ直ぐに進んでいたら、突然開けた道のような場所に出る。

　道と言っても、もちろん舗装されているわけじゃない。土が露出していて茶色い道だ。

　道の左右は街路樹のようにパイナップルみたいな実をつけたヤシっぽい木がずらっと道に沿って並んでいる。

　なんだっけ、この木……ええと確かアダンというのだっけ。

　パイナップルに似ているけど食べられない果実だった記憶がある。新芽は食用になったような。

　帰りに採集していくか。

「人のいないところが道のようになっているってやっぱり変だよ」

「兄ちゃんが前に住んでいた人がいるって言っていたじゃないか」

「そうなんだけど……俺が来た当初は家も崩れ落ちていたんだよ。整備していたとしても結構な年数が過ぎているはずだから」

「魔法でも使ったんじゃないの？」

「なるほど」

　ボロボロの壊れたものを新品にする能力がある世界だ。

　魔法で道を作ったから、ある程度綺麗なまま維持されたとしても不思議ではない、か。

　宝箱マークの方は道がなかった。あちらはある種の祭壇のようになっていたので、道を作れるのなら作っていそうなものなのだけどなあ。

　鉄扉の奥にあった広間は祭壇、箱、像、そしてフェンリルとどれも作られた時代が違うように思えた。

　箱は一番後に置かれたものに見えたんだよな。

　宝箱マークから察するに箱が宝箱マークなんじゃないかな？　となると、この地図を描いた人は一番新しい時代の人である。

　分からないことだらけで、推測しようにもどうにもこうにもなのが歯は痒がゆい。

「フェンリル、ゆっくりと進んでほしい」

「がおー」

　これだけ見晴らしが良いと猛獣がいたら即発見されるだろうし、いつ縄張りに入るかもしれないから慎重に進むべし。

　ガサリ。

　アダンの木の葉が揺れる音がしてびくっと肩が上がる。

　どうやら果実を食べている鳥が飛び立ったようだった。鳥の大きさはカラスくらいでカラフルな羽毛で南国っぽい。

　パックは慣れ親しんだ？カモメだったから、ああいう鳥を見るとなんだか新鮮だ。嘴も鮮やかな黄色で体に比べて長く太い。

「兄ちゃん、あんなのがいいの？」

「いいも悪いもないけど……」

「そうなんだ」

「野生の鳥をわざわざ飼おうなんて思わないさ。パックみたいにお喋りできるわけでもなし」

　謎の対抗心を燃やすパックに曖昧な笑みで応じる。

　パックの対抗心に反応したのか、カラフルな鳥が戻ってきてふわりと俺の肩にとまった。

　や、野生だよな？　嘴の形からして俺をお肉として見ているわけじゃなさそうだし。

「ぐあー」

「こ、こいつ。生意気な」

「ま、まあまあ」

　パックがハッスルしちゃったじゃないか。

　一方でカラフルな鳥は大きな嘴で余裕の羽繕いである。

「特に害はないから、ほら、パック、目的は×マークの様子を見に行くことだろ」

「そうだった」

「トカゲの縄張り、な」

「うんー」

　ふう、本来の目的を思い出してくれたらしくいつものパックになった。




　地図を出して目の前の風景と比べて唸うなり声をあげる。

　×マークだろ、んで右側に木が斜めに並んでいて左手に木が三本あり、大きな三角形の岩が……。

「この辺りだと思うんだけどなあ……」

「見せてー」

「ぐあ」

「こいつ！」

「カラフルもパックも一旦落ち着け」

　地図を覗き込もうとしたカモメ姿のパックを、カラフルな鳥が大きな黄色い嘴で邪魔をする。

　まあまあ、とお互いを指先でちょこんと突くと、ひとまずどちらも引いてくれた。

「なにもないね」

「そうなんだよな、ほらそこの三角形の岩があるだろ、×マークの場所で間違いないと思うんだよな」

「岩で塞がれていて見えないとか？」

「探ってみようか」

　眺めていてもなにも進まないよな。

　行ってみたものの、×マークの辺りは岩がゴロゴロ転がっているだけでなにもない。いや、雑草なら生い茂っている。

　これならまだ三角形の岩の方がなにかありそうだよ。

　大量にある石をコツンと蹴ってみたが、特に反応はない。当たり前と言えば当たり前である。

「石の量は多いよな。大きめの石もあるし。瓦礫に見えなくもない？」

「石ころがなにかだったら兄ちゃんの出番だね！」

　なにかの瓦礫だったら再構成が反応するかも……そう思って実はとっくに石へ両手で触れていたのだ。結果は反応なしである。

　元々なにかの構造物だったのなら再構成が反応するはずなのだけど、なにもなさそうだ。

　過去になにかあって今はない、のかなあ。しかし、家が崩れていたものの原型をとどめていた。

　同じくらいの年月だったとして、完全に跡形もなくなるなんてことはあるのだろうか？

　モノによっては有り得る、だろうな。

　たとえば、旗とかカカシみたいなものが立っていただけなら、飛ばされてどこかへ行ってしまっていてもおかしくない。

　ん？

「がおうお」

「お腹空いたの？」

　フェンリルがズボンを口で引っ張ってきたので彼の頭をなでなでした。フワフワで気持ちいい……このままもっと撫でて……いかん、今は探索中だ。

「んー、やっぱりなにもないな。『開けゴマ』とかのキーワードで『ゴゴゴゴゴ』とか地面が揺れて効果音と共に階段が……なんてことがない限りここにはなにもなさそうだよ」

「がおー」

　フェンリルが後ろ足だけで立ち上がり、気の抜けるような声と共にバンザイのポーズになる。

　なにか起こるのかとドキドキして待ち構えるものの、なにも変化がない。

　虚しい時間が過ぎ、何事もなかったかのようにフェンリルが前足を地面につけ、のしのしと歩き始めた。

　三角形の岩の前で止まった彼が前足で岩を押す。

　ガラガラと岩が崩れ落ちることもなく、三角形の岩はびくともしなかった。

　……痛くないのかな、腕。

　特に痛がる様子もなく俺の足もとに戻ってきた彼は小石を咥えて俺に向けた。

　そんなつぶらな瞳で見つめられると受け取らずにはいられないじゃないか。

　はい、と両手を揃えて開き、小石を受け取った。

「石材が不足しています」

「え？」

　え、えええ。再構成が反応した！

　石が足りないそうだ。小石を集めるのは手間だし、量が足りるのかも分からない。

「あ、石ならあるじゃないか」

　てくてくと三角形の岩のところまで歩き、片手を当てる。

「石材を消費して、再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

　すると小石が光り始めると同時に俺の体が宙を舞った。

「うお！」

　突然のことに驚き悲鳴をあげるが、とすん、とフワフワな背中に顔と体が埋まった。

　そこでようやく状況に気が付く。

　光だけじゃなく、モワモワとした煙まであがっており、先ほどまで俺がいた場所になにかが再構成されようとしていた。

　あのまま、あの場所にいたら怪我をしていたに違いない。

「ありがとう」

「がおー」

　フェンリルにお礼を述べると、いつもの気の抜けるような鳴き声を返してくる。

　俺が危ないと見た彼が俺を背中に乗せて避難させてくれたんだな。

　煙が晴れると謎の構造物が出現していた！

　第一印象はストーンサークル。円柱があり、その周囲を円になるような形で石が取り囲んでいた。なにかのモニュメントなのかも？

　モニュメントの中で一番目を引くのはもちろん円柱だ。直径が一・五メートルくらいで高さが四メートルといったところか。

　近すぎるので上部がよく見えないけど、ドーム状になっていそうである。なんとなく湾曲しているように見えるからね。

　円柱は黒曜石かなにかで作られていたのか、真っ黒である。

　円柱を囲む石は庭石のようで白っぽい色をしていたのだけど、石は石だから色なんて関係なく使われたってことかもしれない。

　もしかしたらどちらの石も着色されていたりするかも……とすれば染料に当たる材料はどうなっているのだろう？　とか、相変わらず再構成は不思議である。

　何度目にもなるけど、考えても仕方ないのでそういうものだと受け入れるが吉。

「なんだかモニュメントみたいだな」

「魔法陣の一種なのかな？」

「ああ、そういう考え方もあるのか」

「そういうって？　兄ちゃんは別のことを考えていたの？」

「宗教的ななにかなのかなと思って。ここで祈りを捧ささげていたのかなと」

「ふうん、そういうこともあるんだね！」

「あったかどうかは分からないけどね。あくまで想像だよ」

　円柱にそれを囲む岩って、地球のストーンサークルにそっくりだと思ったんだよね。

　ストーンサークルは、古代の宗教的な建造物だとなにかで読んだ記憶がある。

　この世界では全く違う用途で利用されていたのかもなあ。魔法のある世界だから、パックの言うような魔法陣的なものと考える方が良いかもしれない。

　と言っても、魔法のことなんて全くもって分からないのでどうもこうもできないのだけどさ。

　パックも疑問形で魔法陣と言っていたので、どうにかできそうにない。

「触れても大丈夫かなあ」

　このままなにもせずに帰るのも勿もっ体たいない。

　恐る恐る円柱ににじり寄り、ペタリと手を当てた。

　ひんやりしていて気持ちいいかも？

　……いや、そういうことじゃなくてだな。

「う、うーん」

　円柱は特に変わった様子がない。触れるだけでなにかしら動きがあるわけはないかあ。

　ひょっとしたら仕掛けがあるかもだよな。

　たとえば、周囲を囲んでいる庭石の配置を変えてから円柱の特定の場所へ触れるなど。

　儀式的ななにかを行うことでストーンサークルになにかが起こる、としてもどうにもできん。

　地図になにかしら説明が記載してあれば、いや、書いていても無理だ。

　鉄扉の地下に文字があっただろ。全く読めなかったもの。あれと同じ文字が地図に書いてあっても読めやしないぜ。

　パックと言葉が通じることは幸運だった。

「建物が復元されてよかったねえー」

「パック、そんなところにとまったら危ないぞ」

　円柱の最上部にパックがとまっていたからあわてて円柱に張り付き手を伸ばす。

「おいら飛べるから大丈夫だよお」

「確かに」

　そういやそうだった。そもそも飛んで着地しただけなんだし、滑って落ちたとしても飛べるか。

　落ちながらでも飛べるって落下の危険性がゼロでいいね。

　そんな情けない姿の俺のお尻を湿った黒い鼻が押す。

「フェンリル、パックは大丈夫だってさ」

「がおー」

　彼もパックのことを心配して見上げたのかな？

　それで俺のお尻に当たって……それにしては距離が近すぎるような。

　ん、んん。

　ぼやっと円柱に白い光の線が入った？

　気のせいではなく、黒い円柱に光の白い線が走り、複雑な文様を描いていく。

　そして、地鳴りのような音が響き始める。

　ゴゴゴゴゴゴ。

「うお」

　地面が揺れ、転びそうになったがフェンリルが鼻で持ち上げ背中に乗せてくれた。

　そこへパックが落下してきてフェンリルのふさふさにぽすんと収まる。

「がおー」

　フェンリルが一声鳴き、察した俺は彼にしがみつく。

　次の瞬間、風のような速度で彼が走り、庭石の外にまで移動する。

「ありがとう、フェンリル」

　お礼に対し、フェンリルが黒い鼻を上にあげ、「どういたしまして」と返す。

　さて、ストーンサークルの辺りはまだゴゴゴゴと地鳴りが続いている。

　ゴゴゴゴゴゴゴ、ドシイイイイン！

　ひときわ大きな音に思わず耳を塞ぐ。

　円柱が崩れ、地面が割れ左右にスライドするかのように動いた。

　なんと下へと続く階段が出てきたんだ！

　謎の効果音はなかったが、ものすごい地響きだった。

「いかにもなのが出てきたな……」

「ねえ、行ってみようよー」

「ランタンを持ってきてからにしたいな」

「そうか！　暗いと見えないものね」

「がおー」

「うお」

　一声吠えたかと思ったら、フェンリルは俺たちを乗せたまま突然階段に向かって歩きだす。

　フェンリルが暴走した!?

　今まで俺の願い通りに動いてくれていたのに……。いや、全部が全部、俺の願いを聞いてくれていたわけじゃなかったよ。さっきもそうだけど、危ないとなった時に俺を背に乗せて運んでくれたじゃないか。

　てことは今も緊急事態？

「そうは見えない……ちょ、勝手に入っちゃうの？」

「がおー」

　シロクマ……いやいや、フェンリルがのしのしと我が物顔で階段を下りていく。

　俺とパックを背に乗せて。

　結構長い階段だ。感覚的なものになるけど、二階分くらいは下りたと思う。

　予想通り外の光が届かなくなり急速に辺りが暗くなってきた。

　仕方ない。ここは伝家の宝刀「スマートフォン」で照らすしかないか。

　なるべく充電量を温存しておきたかったのだけど、ここまで来たら少しは探検してから帰ろう。

　フェンリルはまだ自動操縦中だし。

「ちょっとだけ止まってもらえるかな？」

「がおー」

「眩しっ！」

「光ったー」

　スマートフォンを落としそうだからダメ元でフェンリルにお願いしたら、彼の右の耳が光った！

　スマートフォンの懐中電灯マークで点灯させるより断然明るいな。

　といっても指向性がある光じゃないので、その場を照らすくらいだけど。

　明るくなってようやく周囲の様子が分かった。

　フェンリルはまだ階段を下りている。ゆっくりゆっくりと。

　天井はいつの間にかかなり高くなっていて、三メートル以上はありそうだ。床と壁は黒っぽい色で滑らかに磨かれているように見える。

　そしてついに階段が終わった。

　階段の終わりは大広間になっていて、がらんとしてなにもない……少なくとも見える範囲は。

　鉄扉の地下みたいに、隠された部屋があるだけかと思いきや、どうやら奥に続く通路がまだある様子。

　通路が確認できたのはいいけど、そろそろ立ち止まってくれると嬉しいのだけど……。

「っと」

　考えていることを察してくれたのか、フェンリルが立ち止まる。

　あれよあれよと奥まで来てしまったが、進むべきか退くべきか悩むところだな。

「行かないのー？」

「奥が安全かどうか分からないからさ。どうしようかなって」

「モンスターとか？」

「あ、それもあるのか……」

　パックの発言で俺の気持ちがますます撤退に傾いた。

　長期間入口が封印されていた地下室だから、モンスターが入り込んでいることはないなと考えていたんだ。

　俺が心配したのはトラップだよ。

　これだけ大規模な地下室だったら、侵入者を排除する罠が仕掛けられていてもおかしくないだろ？

　鉄扉のところは一部屋だけだったし、鉄扉そのものが外敵を排除する作りになっていたから罠の心配はしていなかった。

　ここも、円柱をどうにかして階段を出現させないと中に入ることができない作りになっているので、外敵を排除する作りになっていると言えばなっているのだけど……。

　どうも嫌な予感がするんだよね。

　ここまで自動操縦だったフェンリルが俺の気持ちを察して止まってくれたならよいが、そうじゃなかったら？

　とか、考え始めるとキリがない。

「一旦戻って役に立ちそうな道具を持ってから奥へ、でもいいかな？」

「うんー」

　すぐにでも奥を探検したいのはやまやまだけど、一旦戻る決断を下した。

　今日中に戻ってくるつもりだけどね！

　そうと決まれば戻るぞ。

　外に出るなり大きな黄色い嘴の鳥が、バサバサと飛んできた。

「ぐああ」

「兄ちゃん、あいつまた」

　嫌そうな顔をするパックをよそに黄色い嘴の鳥が俺の肩にとまる。

　その鳥に対抗するかのようにカモメ姿のパックが反対側に陣取った。

「俺の肩で争わないでくれるか……」

「ぐああ！」

「こいつ！」

　やれやれだぜ、全く。

「がおー」

　フェンリルも俺と同じ気持ちなのか、気の抜けるような声で鳴き、のっしのっしと歩き始める。

　ぐうう。その時俺の腹が盛大に悲鳴をあげた。

「なに食べようかな」

「おいら、魚かエビがいい！」
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「ぐあー」

　パックの言葉に被せるようにして黄色い嘴の鳥が力なく鳴く。

「こいつはフルーツだってさあ。バナナでも食べてりゃいいんだよ」

「パック、この子の言葉が分かるの？」

「ちょこっとだけだよお。食べたいものくらいしか分からないよ」

「そっか、この嘴の大きな鳥はフルーツ食なのかもな」

　熱帯性の植生のようだし、フルーツ食の鳥がいても不思議じゃない。

　海もあるし、川もある、そして食材も豊富。

　この辺りって悪くない場所だよな。

　その日は日が暮れると共に就寝し、翌朝に備えることにした。










第五章　ディスコセアとの出会い




　翌朝、さっそく準備に取り掛かる。

　家のあった場所には様々な道具が完全じゃない状態で落ちていた。店で揃えたわけじゃないので、欲しい道具が全て揃っているわけではない。

　再構成できた道具は限られているものの、野外活動をする際の七つ道具的なものは揃っていた。

　七つ道具のうちロープ、ロープを引っかけて固定するフック、ノミ、網、網を固定する金具をザックに詰め込み、残りの二つである火打ち石と火種は腰のポーチに入っている。この二つは今回のために特別準備したわけではなく、普段から持ち歩いているものだった。

　この他には腰にさしたナタやナイフといったところ。

　便利な家電が使える世界ではないので、こういう道具が揃えられたのはありがたい。

　全て再構成して新品に更新済みだから、安心して使うことができるのも大きなメリットだよな。

　他にも、縄なわ梯ばし子ごなども持っていくか迷ったが、フェンリルが登れないところだと縄梯子を使っても無理だろうと判断した。

　高いところや穴の中はパックにお任せしかないかな。俺がやると足を踏み外して……なんてことになりかねないから。

　わざわざリスクを負ってまで進まなくてもよいかなってね。

　縄梯子を使って登った先に元の世界へ戻る扉があるとかなら、挑戦するけど……。

　そんなわけで、俺たちは装備を整えて出発し、再び階段前に到着した。

「なにか危険を感じたらすぐ教えてほしい。ダッシュで逃げよう」

「ほおい」

「がおー」




　フェンリルの耳ライトで視界も良好。すぐに大広間まで戻ってきた。

　さて、準備だ。

　ロープを自分の体に括りつけ、フェンリルの胴体にもロープを通す。

　左手でいつでもフェンリルと切り離せるようにしておいた。

　これはフェンリルの急発進で俺の体が投げ出されないようにする対策だ。緊急事態発生時には全力疾走するかもしれないからね。

　ゆっくりと、ゆっくりとだ。

　のっしのっしとフェンリルが歩を進める。

　ぐるっと大広間を回った結果、ここにはなにもなく右と前方に回廊があった。

　回廊はどちらも十分な道幅があり、天井も高くフェンリルに騎乗していてもまだ見上げるほど高い。

「さて、どっちから見ていこうか」

「どっちもー」

「この地下って鉄扉の中と違って単に地下室ってわけじゃないんじゃないかって思っているんだけど」

「広そうだよねー」

　カモメのパックはいつもの陽気さで無邪気に右の翼を上にあげる。

　俺の言わんとしていることが彼に伝わっているのか不安になり、もう少し自分の考えを伝えることにした。

「迷宮とかダンジョンって呼ばれるようなところかもって思ってさ？」

「ラビリンス！　面白そう！」

「お、面白いかな……ラビリンスって怖いモンスターがいたりとか？」

「んー。どうなんだろー。モンスターが自然発生するってことはないんじゃないー？」

　パック情報だから正確性に欠けることは重々承知している。

　それでも、モンスターが自然発生することはない、って聞くことができて内心ホッとした。

　完全に封印されていたとしたら、モンスターは入ってこられないだろうし、閉じ込められたままだったならそのうち寿命が尽きていなくなる。

　繁殖していたとしても食べるものがないし、結果は変わらない。

　ただ、完全に封印されていたとしたら、だ。

　どこかに外へ出る道があれば、前提は崩れモンスターの巣となっている可能性がある。

　外か……。

「風が流れていたり、とか」

「風？」

「ほら、階段が外に繋がったじゃない。他に出口があれば風が流れるかなって」

「リュウは風の流れが分かるの？」

「いんや、全く」

　試しに人差し指を濡らして指を立ててみたが、少しひんやりするだけで風の流れなど全く分からない。

　そうだ。鳥は風の流れを読んで飛ひ翔しょうすると聞いたことがある。

　その時、パックが首を伸ばして素早く左右を確認したかと思うと、フェンリルに合図をした。

「がおー」

「うお」

　後ろに体が引っ張られ、結んだ縄がギシギシと音を立てる。

　急すぎる発進にしがみつく手が追いつかなかった。フェンリルはでかい図体の割に動きがスムーズなんだよね。

　小回りもきくし乗っていて投げ出されそうになることもあまりない。

　いくら揺れが少ないといっても加速や傾斜は物理法則に従うわけで……首を傷めなくてよかった。

　彼に悪気はないし、乗せてくれることをありがたく思っている。

　それにしても、かつてないスピードで彼が進んでいる。

　最初の揺れ的に右側のルートを進んだ……と思う。

「兄ちゃん、あれ」

「え？」

　パックがなにかを見つけたようだけど、速すぎて目が追いつかない。

　フェンリルの右耳ランプは付きっぱなしなのだけど、車のライトと違って前方を照らすものではないから数メートル先くらいまでしか見えないんだよね。

　うんと、待てよ。指向性を持たせててあげればマシになるんじゃないか？　いや、今は速すぎて無理だ。

「パック、なにが見えたの？」

「おいらも暗いところは見えないんだけど、なにか動いた気がしたんだ」

「俺たちが移動していて、光も移動しているから動いたのか動いてないのか判断が難しいな」

「一瞬だけしか見えなかったから、ハッキリとは分からないよお」

「だよなあ」

「あははー」

　パックと笑い合う。

　喋っている間にも景色はどんどん流れていく。暗くてよく見えないけど、光の流れでどれだけ速度が出ているのかってのはある程度分かる。

　これまでで一番の速度が出ているんじゃないかな。普段フェンリルには速度を抑えて走ってもらっているのだが、本気を出すとここまで速かったとは驚きである。

「お」

　フェンリルの速度が落ち、いつもの走る速度になり、散歩するくらいの速度になった。

　どれだけ進んできたんだろう。

　途中に部屋があったのか坂があったのか皆目見当がつかない。少なくとも階段を上ったり下りたり、ドアを蹴破ったりなんてことはしていないはず。

　階段を上ったりしたら、いくら俺がおまぬけでも見えるからね。

　ゆっくりとした動きになったので周囲をつぶさに観察する余裕が出てきた。

　どうやらここは回廊のようで、後ろがＴ字路になっていてどっちかからこの道に入ってきたはず。

「がおー」

　フェンリルが立ち止まり、顔を上にあげる。

　彼の耳の光は大きな扉を照らしていた。




　扉か。扉は上部がアーチになっていて、白か金のような明るい色で装飾されている。

　通路の幅と天井に合わせて作られているのか重厚すぎる巨大さだ。

　素材は指でコツコツと叩いても分からなかったが、ナタでコツコツしてみたら金属音がした。鉄かなあ。暗いと色の判別がつき辛い上に、塗装されていると素材の色が覆い隠されるので、色から判別をつけることは難しい。

　とはいえ、素材は特段問題じゃないので、詳しい調査の必要なし。

「とりあえず扉を押してみるか」

「お、兄ちゃんにしてはやる気じゃないー」

「『開けたらなにか飛び出してくるんじゃないか』って言うと思っただろ？」

「そそ、『一旦戻ってー』とか」

「もちろん危ないかもって考えたよ。でも扉の中への興味の方が勝って」

「そうだよそうだよ。扉があるなら開けよう、だよね！」

　パックの意見に同意だ。扉でも蓋でも閉じられていて中が見えないなら開けてみたいという気持ちになる。

　中身がしょうもないものだと分かっていても、開けちゃいたくなるんだよねえ。

「よおし、押すぞお！」

「おー！」

　パックの体から煙があがり、少年の姿になった。

　並んで扉に手を当て押し込む。

　ピクリともしないな。

　蝶ちょう番つがいとか取っ手があるのかもなあ。もしあるとすれば扉の大きさからして上部にあり、ここからじゃ見えなくて見逃した？

　う、うーん。

「フェンリルも押してもらえるか？」

「がおー、がおお」

　フェンリルにお願いしたら、彼は俺のズボンを甘噛みしてグイッと引っ張った。

　なにかに気が付いたのかも？

　引っ張られた先にはなにもない。場所は扉の右隅辺りかな。

　そこで、光が下に向く。光っているのはフェンリルの黒い耳だから地面を鼻ですんすんしたりすると光が動くのだ。

　彼はずっと走りっぱなしだったから流石に喉が乾いたのかもしれない。

　地面に水たまりがあるから飲もうぜと俺を引っ張ってきてくれたのかも？

　しゃがんで、彼の鼻の辺りをなでなでしながら地面を確かめる。

　特に湿った様子はないな。水筒を彼の口につけると、彼の大きな口が開く。

　やっぱり喉が乾いていたんだ。そのまま水筒を傾け、彼の口の中に水を注ぎ込む。

　水たまりじゃないとしたら一体なにを意図して引っ張ってきたんだ？

　ん、あれ？

　光が扉に当たっているのだけど、ちょうどしゃがんだ俺の視線の先にボタンが三つある。

「どうしたのー？」

「ここにボタンらしきものがあるんだ」

「へえ。じゃあポチッと」

「うおお！」

「突然叫ぶと耳がキンキンしちゃうよ。兄ちゃん、落ち着いて」

「そら、叫ぶわ！　いきなりボタンを押すとか」

「さっき扉を押したじゃないかー」

「ボタンになると、途端に罠発動の可能性が高くなるんじゃないかってさ」

　ビックリしたなあもう。特になにも起こらなかったから良しとしよう。

　内心ドキドキしていた俺と違い、パックは朗らかに笑い右手をヒラヒラと振る。

「錆びているからかもだけど、ピクリとも動かないねえーあははー」

「それは、良いのか悪いのか……」

　この扉は錆が浮いていてボロボロになっている感じではなかった。

　ボタンのところだけ錆びているなんてことはあるのだろうか？

　ともあれ、ボタンをつぶさに観察してみよう。

　円形で扉から一センチほど突き出ている。ボタンは扉の色とは異なって明るい色だと思う。

　同じ形のボタンが三つ並んでおり、パックが押したけど動かなかったとのこと。

　三つのボタンは色が異なるのかもしれないけど、フェンリルの灯りでは明るい色とまでしか分からない。

「うーん、罠にしろなんにしろボタンを押せないのなら発動しようもないか」

「兄ちゃんの魔法は？」

　あ、そうか。再構成で状況が変わるかも。

　ボタンは扉の一部だったので、再構成する案が浮かばなかった。

　扉の一部だけ交換するってのは再構成じゃできないし、扉もボタンもボロボロにはなってなかったからさ。

　先日の鉄の扉は番号をリセットすることで開くことができた。

　こっちはダイヤル方式ではなさそうだし、再構成がうまくいくとは限らないけど、僅かでも可能性があるのなら試す価値はあるだろう。

　よっし、やるだけやってみるか。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　ぶわっと扉全体が光り、眩しさに目を細める。

　対象が大きいし、辺りが真っ暗闇だから強烈だな。

　さて、再構成が終わったぞ。

　フェンリルが照らしているところは特段変化がなさそう。ボタンは三つのままで、色は元々確認できないので鮮やかな色になっていたとしても分からない。

「押さないの？」

　パックがまたもボタンを押そうとしたので、「待って」と彼の手を掴み留まってもらう。

　今度はちゃんと準備してからボタンを押したい。

　彼と共にフェンリルに乗り、しっかりとロープを括りつけ……ようとしたらパックがカモメの姿になった。

　彼も俺の気持ちを察してくれたようだ。カモメの姿の方が飛べるし、逃げるには適している。

　フェンリルの頭に覆いかぶさるようにして手を伸ばし、ボタンを押し込む。

　やっぱり動かないな。

　その時、フェンリルの右前足が動いた。

　パアアン。

　前足を振り下ろした先にボタンがあり、彼のパワーで右端のボタンが弾け飛ぶ。

　金属製のボタンを飛ばすなんてものすごいパワーだな。

　ボタンといっても僅かしか壁から出ていないのに爪を引っかけて弾き飛ばしたのだろうか。

「手は大丈夫？」

「がおー」

　大丈夫らしい。心配になった俺は彼の右前足……特に爪に触れ状態を確かめる。

　良かった。爪の欠けもなさそうだ。

　ゴゴゴゴゴゴ！

「へ……？」

　突然の轟ごう音おんに変な声が出た。

　扉が、扉が、右から左にスライドしているじゃあないか。

「開いたね！」

「びっくりした……」

　無邪気に嘴を伸ばすパックに空いた口が塞がらない俺であった。




◇◇◇




　巨大な扉をくぐって中へと進む。

　中は巨大な扉の大きさに合わせたかのような、広大な広間になっていた。

　特に天井が高い。フェンリルが上を向いても天井を照らすことができないほど。

　広間の左右に大理石の台座があるが、上にはなにも乗っていない。

　かつてはなにかの銅像などが乗せられていたのか、乗せるつもりで準備をしたのかは今となっては窺い知ることはできない。

　左右にある台座は真っ直ぐにいくつも連なっていて道のようになっている。

「フェンリル、台座の方を照らせるか」

「がおー」

　フェンリルが首をあげると並んだ台座がよく見えた。

　元々彼の上に乗っているから、見上げずとも見渡せるのが楽だ。

「ん」

　連なる台座に一体だけなにかの像が乗っているのが見えた。

　慎重に台座で作られた道を進み、像の前まで到達する。

　像はフサフサした獣だった。フェンリルと同じく精巧なはく製のようで、毛の色はハッキリ分からないもののこの形は見たことがある。

　犬に似た体躯をしていて、フサフサした襟えり、大きい丸い鼻、目の周りが他と比べて暗色で少し垂れたようになっていた。

　四つの足は半ばから毛が短くなっていて、足が細いと錯覚する。

　これって、あの動物だよな。だけど、俺の知っているあの動物より二回りくらいは大きい。

　大型犬くらいのサイズがあるぞ。

　フェンリルに台座を照らしてもらったら、文字が刻まれているのが確認できた。

「読めねえ」

「おいらもー」

　安定の解読不能である。

　なら照らすなよって話だが、一応確認しておきたくてね。

　続いて他の台座もいくつか見てみたが、同じように文字が刻まれていた。

　しかし、文字の長さが全部異なるので、元は他の動物のはく製が台座に乗っかっていたのかもしれない。

「こいつも動くようになるのかなー」

「どうだろう。動いたとしてフェンリルのように大人しいとは限らないんだよなあ」

「がおー」

　褒められたと感じ取ったのか、フェンリルが得意気に吠える。

　相変わらず気の抜けるような声で。

「道がまだ続いているし、ある程度周りを見てから考えようか」

「分かったー」

　台座は全部で百以上はあると思う。

　元々は台座全てにはく製が乗っかっていたのかな？

　この広場の台座は、フェンリルがいた地下室と同じくらい年季が入ってそうだ。

　彼が祀られていた台座と同じく、ここの台座も風化による影響をほぼ受けていない。

　比較的綺麗に保たれているのは科学技術の成果ではなく別のなにかだろうなあ。皆目見当がつかないや。

　台座の道はすぐに途切れ、円形に配置されていた。

　円形の中央にひときわ大きな円形の祭壇があって、巨大な剣が突き刺さっている。

　剣は儀礼的なものだろうな。横幅二メートル、高さが五メートルくらいあるんだもの。

「ん、これは」

「宝箱じゃない!?」

　剣の突き刺さっている根本に両手に収まるほどの箱が置いてあった。

　剣の大きさの割に箱が小さい……。なんだかあからさまに怪しんだよな、この箱。

「うーん、動かないよおー」

「ちょ！」

　怖いもの知らずのパックがいつの間にかカモメ姿から少年の姿になって「うんしょ」と箱を引っ張っていた。

　ん、この箱ってさ、蓋を開けて中にお宝でも入っているのかと勘ぐったけど、違うんじゃ？

　いやほらさ、剣の大きさと比べて宝箱にしたらあまりに小さくないか？

　これは箱じゃなくて……。

　危ないと恐れる気持ちより興味が勝ってしまった。

　パックと交代して箱をしかと掴み、引っ張るのではなく横に押してみる。

　すると、思いのほかスムーズに箱がスライドして一回転した。

　……。

　…………。

　なにも起こらない。

　いや、箱を握った手に湿り気が。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「え？」

　思わぬところで突如「再構成」の脳内メッセージが浮かび変な声が出た。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

　手になにか引っ付いたのか？　それを再構成しようとしている？

　箱から手を離してみたが、湿り気は消えない。

　どこかで手を洗うか布でぬぐわなきゃ取れそうにないな。湿り気は粘性があって、簡単に取れそうにはない。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

　両手で触れていると、再構成メッセージが出続ける……。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「し、しつこい。再構成する」

「不必要な素材は消滅します」

　手と箱の周囲が光り、再構成が完了した。

「マスター、ご用命を」

「え？　なになに？」

「マスター、ご用命はございませんか？」

「え、えっと……」

　声だけが聞こえてきて、マスターと呼びかける主の姿が見えない。

　声は無機質な女性の声とでも言えばいいのか。音声案内をしてくれる声？に近い。

　だがいかんせん、声の主がいないのだ。

「マスター、わたしのことをご存じありませんか？」

「う、うん……」

「そうでしたか、失礼いたしました。わたしはディスコセア。あなた様がわたしを動けるようにしてくださったのです」

「君の声しか聞こえていないんだ。姿を見せてもらえるかな？」

「マスター。わたしは先ほどからここに」

「ん、え？」

　声は箱の方から聞こえてきている。

　いや、聞こえてくる方向なら最初から分かっていた。だけど、俺の認識とあまりにかけ離れていたので、まさか喋りかけてくるなんて思いもよらなかったんだよ。

　声を出していたのは箱の下にできた水たまりだった。

　スライムってやつの一種だと思う。スライムと言えば涙型を想像する人が殆どだろう。俺もだよ。

　だけど、こいつは涙型じゃなくてドロリとした平面的なやつだった。

　粘性を持った水たまりなスライム……可愛さの欠片もないぜ。

　いやまあ、可愛さを求めているわけじゃないのだが……これまでの仲間がもふもふしていたり、少年だったりしたから気になっただけだ。

「わたしはあなたの剣となり、盾となることが望みです。マスター。ご用命を」

「ご用命と言われても、特にないよ」

「承知いたしました。控えておきます。なにかございましたらご用命ください」

「う、うーん。フェンリルに乗っても垂れてきて落ちそうだよな……」

「お心遣いありがとうございます。あちらを使わせていただいてもよろしいでしょうか？」

「あちらって？」

　あちらとはどこなんだろう？




　水たまりが動く姿は違和感があるってもんじゃないぞ。

　水が流れているように見えるのだけど、一定の大きさの塊がズルズルと動くんだ。

　粘性があるのだが、涙型のスライムみたいに立体的な形になっているとまでは言えないので生物には見えねえ。

　暗いからどのような色が付いているのやら。青系であることは分かるが、濃さまでは分からない。

　フェンリルの灯りはオレンジ色っぽい光なんだよね。

「これを使うの？」

「はい、ご了承いただけますでしょうか？」

「俺のものでもないし、許可をするにもなんとも」

「ここに残されているので、使われてないものだと断定してよろしいかと」

「他の台座の上にも、はく製が乗っていたのかな？」

「申し訳ありません。他にディスコセアがいたのかどうかは分かりません」

　求めていた答えと異なるけど、他の台座にはく製が乗っていたかいなかったか、はどうしても知りたいことでもない。

　現状、恐らく茶色の毛をした犬のような動物のはく製が一つ残っている。

　ずっと入口が封印されていたし、他に出入口があったとしてもはく製が持ち出されることもなかった。

　フェンリルや装備を拝借している現状、このはく製だけここに残しておくこともないか。

「長い間誰も触れていないようだし、せっかくなら新品にしようか」

「お待ちしております」

　はく製に両手を当て、再構成を実行する。

　一見すると劣化していないように見えても、触れた途端に崩れ落ちることもあるからね。

　よし、これで新品になった。

「完了だよ」

「では、失礼して」

「ちょっとだけ待って」

「承知しました」

　水たまり状のスライムが犬型のはく製になにをしようとしているのかは分からないけど、待てと言われて素直に言うことを聞いてくれるのは好ましい。

　彼？　彼女？　は見た目こそおどろおどろしいが、性格がパックと反対に思える。

　お堅い感じで言われたことをキッチリとこなす。

　別にパックが悪いと言っているわけじゃないのであしからず。どちらもそれが個性なんだし、俺にとって居心地が悪いわけじゃないからね。

　さて、スライムの動きを止めたのにはもちろん理由がある。

　白い毛並みの大きな熊であるフェンリルを再構成したら動き始めただろ？

　犬の方も再構成したら動くのかもしれないと思ってね。フェンリルはすぐに動き始めたので、ちょこっとだけ待ってみようとしたわけなのだ。

「動きはない……か」

　犬型のはく製の頭を撫でてみた。

　フワフワしているけど、暖かさはなく開いたままの黒い瞳にも光が灯っていない。

　こいつは動きそうにないな。

「お待たせ。ええと」

「ディスコセアです。ですが、マスターのお好きなようにお呼びくださると幸いです」

「ディスコセア。俺はリュウ、よろしくね」

「はい、マスター」

「このはく製、使って大丈夫だよ」

「承知いたしました。では、失礼いたします」

　犬型のはく製にドロリとしたスライムが覆いかぶさる。

　はく製にしみ込んでしまったのか、スライムの姿が消えた。

　すぐにはく製からスライムが出てきて、台座の下に流れていく。すると、流れ落ちたスライムが立体的な形を作っていくじゃないか。

　みるみるうちにスライムは台座の上に乗っている犬型のはく製そっくりになった。

「これで走ることができます」

「喋った！」
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「先ほどからマスターと会話しておりましたが？」

「そ、そうだね」

　犬のような動物が口をパクパク開いて喋っているんだもの。

　いや、今更か。カモメも喋るし。

　そうだよな、と一人納得していたら、またしてもいつの間にか少年からカモメの姿になったパックが無邪気に口を挟んできた。

「おいら、この動物知っているよ」

「ん？　見たことがあるの？」

「うん、タヌキだよ。ちょっとだけ大きい気がするけど」

「おお、タヌキっていたんだ」

「いるよお。海の向こうで見たよ」

　大型犬サイズだったが、タヌキで合ってたのかあ。

　ん、タヌキがいるのなら、こっちもいるんじゃ？

「パック、フェンリルを見たことはある？」

「ないよお。フェンリルって寒いところに棲むとても強い魔物だって聞いたよ」

「そ、そうか」

「兄ちゃん、前も同じこと聞かなかった？」

「あ、確かに聞いた！」

　物忘れが酷い。

　いやほら、つい過去のことも忘れて聞きたくなっちゃうじゃないか。

　思い出したよ。フェンリルの認識は同じだったってことを。

　フェンリルは白銀の毛並みをした大きな狼である。氷の魔法とか使っちゃうような。

　ぬぼおっとしたシロクマではない。

　まあ、これはこれで可愛いんだけどね。

「がおー」

　フェンリルの頭を撫でたら、気の抜けるような鳴き声で返してきた。

「それじゃあ、探索を再開しようか」

「おー」

「お供いたします」

「がおー」

　旅の仲間が増えてきたが、相変わらず人間は俺だけである。

　この他にも、家にある水桶を住処にしているカピバラとか、何故か懐いてきた大きな黄色い嘴の鳥とかにも出会っていた。

　あの鳥は階段を下りる時に飛んで行っちゃったんだよな。しかし、なんのかんのでまた会う気がする。

　一旦、大きな剣が突き刺さった祭壇まで戻り、台座の向こう側に進む。

　だが、台座の向こうはすぐに壁になっていて行き止まりだった。

　他には特になにもなかったので、移動することを決める。

「フェンリル、他に気になるところってあるかな？」

「がお？」

「入ってきたところ以外に出口ってありそう？」

「がおー」

　戻ろうにもフェンリルがここまで連れてきてくれたので、俺には道が分からん。

　なので彼に聞いてみたら、再びゆっくりと歩きだし、またしても唐突に加速し始めた。

「ディスコセア！」

「はい、ここに」

「良かった。この速度でもついてこられるんだね」

「平気です。もっと速く走ることも可能です」

　さて、フェンリルはどこに向かっているのか。気の向くまま、どんなところに到着するか楽しみに……ってのんびりするような余裕はない！

　必死でしがみつかないと、またロープに吊つられる！

「この速度なら振り切れます」

「ん？」

　タヌキの姿になったディスコセアの言葉が風に流されてよく聞き取れなかった。

　さっきはなんとか聞こえたのだけど、速度が速度だけになかなか厳しいのだ。

「この速度なら振り切れるって、タヌキが言っているよ」

「なるほど……？　とりあえず分かった。安全に進んでくれれば助かる！」

　彼女？　彼女としておこうか。声が女性だったから。

　彼女の言葉によって祭壇の広間に至るまでフェンリルが加速した理由が分かった。

　途中、危険ななにかがあってスピードで振り切ったらしい。

　耳のライトではよく見えなかったのだが、見えていたらパニックになっていたかも。知らぬが仏とはまさにこのこと。

　俺の「安全に」という依頼をキッチリ聞いてくれていたんだな。

　ありがとう、と彼の頭を撫でる。うわあ、手が毛の中に沈み込む。今日は沢山散歩したから洗って綺麗にしてあげなきゃだな。

　せっかくの白い毛が黒ずんでしまう。

「がおー」

　お、おっと。走っている最中に頭を撫でたのがまずかったか？

　フェンリルが上を向いて気の抜けるような声で吠える。

　ぬ、ぬおお。ますます加速しているじゃないかよお！

　速度メーターがあるわけじゃないので、時速何キロ出ているのか分からないが、高速道路を走る車よりは遅い。

　バイクだって運転手と外を遮るものはなく、風がダイレクトに当たるから同じなんじゃないかと思うかもだけど、違う。

　車やバイクはタイヤが回転して前に進むだろ。対してフェンリルは、四つの足で走る。

　上下の揺れが全然違うのだ。

「う、ううお」

　って言った端から上下の揺れで投げ出されそうになった。

　フェンリルは四つ足で走る割には揺れが少ないのだけど、揺れるは揺れるんだよねえ。

　し、しかし、この揺れは……違う！

　急坂を登っているやつだああ。

　ここにきて急坂とは、完全に油断していた。ただの急坂じゃなくグルグル回りながら登っている。

　螺ら旋せん状じょうの坂道なのか、目が回ってもう分からん。ん、なんだか外が明るいような。

「がおおー」

　最後は宙に浮く。

　しゅたっと華麗に着地したフェンリルがそこで足を止める。

「ディスコセアはついてきているかな」

「はい、ここに」

「目が回りそうだった」

「あなた様のベアはとても優秀ですね。惚ほれ惚ぼれいたしました！」

「フェンリルっていうらしいよ」

「フェンリル……ですか」

　タヌキの姿になったスライムであるディスコセアの声は、無機質な機械音声のように抑揚がない。

　声に感情が一切こもっていないのだが、フェンリルに対する受け答えから彼女としても寝耳に水だったのかと感じさせた。

　ディスコセアとフェンリルは同時代の遺物と思っていたのだけど、違うのだろうか。

　彼女はフェンリルのことを「ベア」と呼んでいるしなあ。

　いや、同時代でもそれぞれが持っている知識は異なる。ディスコセアは知らなかったとしても、他が知らないとは言えないよね。

「フェンリル、ここは？」

「がおがお」

　フェンリルに声をかけても「がおがお」とか「がおー」しか返ってこない。

　最初にパックの口を借りて自分の名前を語ることをやってのけたってのに、あれ以来一度も同じことをしていないんだよな。

「ねえ、兄ちゃん。外だよ」

「そうだな、外だな……」

　フェンリルと呼ぶべきかに気を取られていて、周囲の確認が後になってしまった。

　パックの指摘通り、ここは外だ。理由は一つ、空が見えるから。

　空が見えない洞窟やダンジョンの中で、空が見えたらフィールドである。

　間違った認識だとは思うが、深くは考えないことにしているのだ。ははは。

　さて、外は外だけどここから人が入ってくるのはなかなかに困難だと思うぞ。というのも、出てきた場所は大きな峡谷っぽいところだった。

　更に言えば、俺とパックはフェンリルに乗っていて、彼に寄り添うようにタヌキが並んでいる。

　このスペースでもういっぱいいっぱいの広さしかないんだよね、この場所。

　僅かなスペースの外は切り立った崖で、足を踏み外すと真っ逆さまに落ちてしまう。

　高さはちらっと見ただけだけど、もう股間がきゅっとしてヤバい。落ちたら百メートル以上は落下しそうだよ。

　ロッククライミングでここまで登ってくるのか、上を確認したがずっと壁が続いている。上から下りるにしても下から登るにしても一筋縄じゃいかない。

　興味本位で来るような場所じゃないよなあ。

　上からも下からもここに横穴があることなんて確認できないし。

「この分だと他にも抜け穴があるかもしれないな」

「あ、兄ちゃん」

「ん？」

「ここ、縄張り」

「お、おう？」

　思い出したようにパックが右の翼を上にあげて教えてくれたけど、なんのことだっけ。

　んーと首を捻っていると、風を切る轟音と共に「グギャアアアア」という鳴き声が。

「ほら、来た」

「ちょ！　そういうことは早く言ってくれよ！」

「縄張りって言ったじゃない」

「確かに！　ぎゃあああ！　フェンリル、撤退、撤退！」

　トカゲって空を飛ぶのかよおお。

　全長はおよそ十五メートルとまるで家が飛んでいるかのような巨大さだ。

　グリーンメタリックな鱗うろこが太陽の光に反射して目に痛い。コウモリのような翼に大きな頭と、俺の頭ほどもある短い前足に備えたかぎ爪が特徴的である。

　あれって、俺の記憶によるとドラゴンとかいう奴じゃないのか？

　幸いと言うかなんと言うか、あの巨体じゃ出入口の穴に入ることはできない。

　トカゲはずらりと牙の並んだ口を開き、大きく息を吸い込んでいる。喉奥にオレンジ色の光が見えた……。

「フェンリル！　早く！」

「がおー」

　この期に及んでものんびりと気の抜けるような返事をしたフェンリルが、のそのそと向きを変えることなく後ろへ行く。

　スリルとかそういうのはいいから！

　早く！　早くううううう！

　オレンジ色の光が膨らみ、トカゲの口から飛んできた！　あれって炎のブレスだよ！

　ゴオオオオオオオオオ！

　しかし、俺の髪の毛を掠かすめただけでオレンジ色のブレスは壁に当たり消し飛んだ。

　体に感じた熱にぞおおおっと背筋が寒くなる。

「ふ、ふう。ヤバいってもんじゃないぞ」

　肩で息をしつつ、ふと思い出したかのようにスマートフォンを取り出す。

　腹具合からして結構いい時間だなと思ってさ。暗いところではスマートフォンに限る。

　うん、一旦そろそろ戻ることにしようかな。




　ドラゴンが来襲する前にスマートフォンで景色を撮影しておいたらよかったなあ、と喉元過ぎればなんとやらな、俺の脳内であった。

　ぼーっと変なことを考えている間にも地下室ではなくダンジョンだった……をフェンリルが駆ける。

　ぼーっとしているのはそれだけフェンリルのことを信頼しているからだって。決して眠いとかそういうわけじゃない。

　寝たら彼の背から落ちてしまうからね。いや、落ちはしないか。ロープがあるからさ。といっても、ロープに引っ張られて「ぐええ」と苦しむことになるので、避けたい。

　脳内で変なことを考えていただけではないぞ。

　一つ分かったことがある。いや、確認できたが正しいか。それはフェンリルの走る速度……も素晴らしいが危険察知とそれを回避できる力があること。

　ぼーっとしていたり、気の抜けるような声で鳴いたりするフェンリルであるが、突如加速したり、いつもの速度になったり、と自動で変化していた。理由はディスコセアが教えてくれた「なにやら危険な存在」である。

　フェンリルは周囲の危険度に応じて走る速度を変えていた。特に指示したわけではないのだけど、彼は一定の速度で走ってくれる。

　その速度を通常の速度と勝手に俺が定義しているに過ぎない。本気を出せばダンジョンの中のように超速で駆けるのだ。

　とまあ、そんなわけで彼の危険察知と回避能力に全て任せて俺は乗っているだけ、の方が細かい指示を出すより安全なのである。

　だからといってぼーっとしていていいのかは別問題だけど……ダンジョンは暗いし、耳ライトだと肝心の前方はあまり見えないからどうにもこうにも。

「よおし、到着ー」

「がおー」

「長旅お疲れさまでした」

「楽しかったー」

　それぞれが思い思いの言葉を口にする。なんだかバラバラな気もするけど、問題ない。

　そんなこんなで小川まで戻ってきた。

　勝手に時差を設定したので、俺の中だけの時刻となるが十五時半過ぎといったところ。随分と長く探検をしたつもりだったが、まだまだ暗くなるまで時間がある。

　ここに来てからネットも仕事もないので時間の流れが遅くなるかと思いきや、逆だ。

　一日に体験することが濃密すぎて過呼吸を起こしそうなくらい。

「よおし、水浴びをしようぜ……もう飛び込んでいる……」

　カモメ姿のパックだけじゃなく、フェンリルまで既に川に入っているじゃないか。

　こっちは服を着ている分遅いんだぞ。服を着たまま入ってもいいのだけど、それじゃあ体の汚れを落とせないからね。

「フェンリル、魚を獲るのは後にしよう、こっちに来てもらえるか」

　バンザイ状態で右前足を振り下ろそうとしていたフェンリルに待ったをかける。

　後ろ足で立ち上がった姿勢からペタンと前足をつけた彼は、のしのしと俺の元に寄ってきた。

　よおし、では思う存分洗ってやるからな！

　まずは首元をわしゃわしゃとする。水で濡れたふわふわの毛はペタンとなり、あることを思いつく。

　顔以外を両手でできる限り綺麗に洗い流していく。

　顔だけふわふわで残りがペタンとしているフェンリルの姿をスマートフォンに納め、悦に入る。

　うーん、猫ほど極端な体型にはならないんだな。シロクマってふわふわな毛をしているけど、肉もどっしりしているからね。

　おっと、フェンリルだった。

　専用のブラシとかシャンプーがあればもっと綺麗にできるのにな、なんて思いつつフェンリルの顔も洗う。

「がおがお」

「気持ちいいかなー？」

「がおおお」

「そうかそうかー」

　フェンリルも水浴びを気にいってくれたようでなにより。俺も楽しい！

「ディスコセアも洗おうか？」

「わたしは必要ございません。こうすれば、元通りです」

　タヌキがドロリと溶け、水たまりになった。水たまりの色がここで初めて分かる。

　ラメの入った鮮やかな水色だった。子供用のおもちゃにあるキラキラスライム？　あんな感じの色である。

　水たまりは再び形を作り始め、タヌキとなった。

　溶ける前に付着していた泥は完全になくなり、ピカピカだ。

　ザバア！

　カモメが水中から飛び出してきた。そのまま翼をはためかせ宙を舞い、俺の肩にとまる。

　口には魚を咥えていた。

「すげえ、水中で捕まえたのか」

　コクコクと得意気に頷くパック。さすがのおまぬけパックでもここで嘴を開いたりはしないか。

　魚が落ちちゃうものね。

「がおー」

　パックに触発されたのか俺から離れたフェンリルがバンザイポーズになり前足を水面に向け振り下ろす。

　バシャーーン！

　水しぶきがものすごい。力任せすぎるだろ！

「確保します」

　水しぶきだけじゃなく魚も数匹宙を舞っていた。

　それに対し水面を駆けるようにタヌキが動き、しゅたっとまとめて口に咥える。五匹くらいは口に入ってるけど、よく入ったな……。

　バシャーン！

　フェンリルが反対側の前足を振り下ろす。

「そ、その辺でもういいかな」

「がお？」

「これだけあればもういいかなー」

「がおがお」

　獲れた魚はパックに全部食べてもらうとするか。

　俺はほら、干しておいた魚があるだろ。他にもマンゴスチンやヤシなんかの果実もあるしさ。

　コツン。

　岸にあがったところで、なにかが降ってきて頭に当たった。

　なんだろこれ。なにかの果実みたいだけど……オレンジと黄緑が混じったような色でブツブツしている。

　大きさはスモモくらいかな。

「ぐあー」

「お、黄色クチバシじゃないか」

　ダンジョンに入る前に出会った大きな分厚いクチバシの鳥が地面に降り立つ。

　彼がこの果実を落としてくれたのかな？

「これ、くれるの？」

「ぐあー」

　黄色いクチバシの鳥が鳴きながら翼をバタバタとさせる。

　なにかを俺に伝えたがっているように思えるな。

　ちょうど川を離れようと思っていたので、シロクマの頭に乗った黄色いクチバシに導かれ、林の中を進む。

　お、さっきの果実がいっぱいなっている木がある。

　果実のブツブツの皮をむいてみると透明感のある白い実が顔を出す。

　これって……思わず危険も顧みず白い実を口にした。

「ライチだ」

　プルンとした食感と程よい甘さが癖になる。

　なんのかんのでフルーツが充実してきたぞ。この調子で野菜も沢山手に入るといいなあ。




◇◇◇




「うめえー」

「そ、そうか」

　焼いただけの川魚をもりもり食べるパックに内心すまんと思いつつ追加の焼き魚を皿に乗せる。

　川魚って味がなくてさ。

　俺は干した魚を試してみようと、焼けるのを待っている。

　見た目だけはバッチリだ。熱によってじゅわっと汁が浮かんできているのがたまらん。

　醤油もあれば最高なのだけど、果たしてお味は。

「お？」

「これも一緒に食べよう」

　干した魚はパックの分もある。この小さな体のどこに入っているのか不思議だけど、彼はとてもよく食べるんだ。

　さて、干し魚をいただくとしよう。

　お、おお。

　ここに来て初めて魚がおいしいと思った！　魚を干すと自然に味がつくのか。ただの塩味じゃなくて深みがあるというか、うまく表現できないけど、シンプルにおいしい。

「なかなかいけるね」

「一日待てば、こんなにおいしくなるんだな」

　俺とパックだけでワイワイしているが、他のみんなも各々食事をしている。

　フェンリルは枝をカジカジしているし、黄色いクチバシはマンゴスチンとライチをぐばぐば突っついていた。

　カピバラはニンジンをもそもそしている。

　あれ、一人足りない。

「どうしたのー？」

「ディスコセアがいないなと思って」

「タヌキだっけ」

「そそ。彼女なら離れても大丈夫そうだけど」

　俺じゃあるまいし、迷って戻ってきてないってことはなさそうだよな。

　彼女は俺たちの中で一番しっかりしていそうだし、戻ってこられないのなら勝手に離れたりしないはず。

　と会話していたら、ちょうどいいところにタヌキがひょっこりと顔を出す。

「マスター、勝手に離席し失礼いたしました」

「いや、全然。俺が自由にしていてね、って言ったんだし」

「これでしたらマスターの栄養補給に使えるのではないかと」

「キノコかな」

　探検セットの網に色とりどりのキノコが入っていた。

　持ち物は自由に使っていいよ、と言っていたので彼女が網を持ち出したことは問題ではない。むしろ、自分の判断で使ってくれていることは歓迎だよ。

　それよりも、タヌキの姿で網を口に咥えているのに喋ることができる方が気になる。

　せっかくディスコセアが採集してきてくれたので、見てみるとしよう。

　鮮やかなオレンジ色に白の水玉模様のしいたけを大きくしたようなキノコ、マイタケのような形をした薄黄色のキノコ。

　エノキのようなキノコであるがカラーが青色とか。こう、見たことのあるような形をしているけど色が全然違う。

「す、すごい色。こんなキノコ見かけたかなあ」

「わたしの足でマスターが食事をとっている間に行って、摂取して、採集して戻ってくるくらいの距離です」

「摂取？　食べるってことかな」

「稼働するためにエネルギーが必要です。ですので、キノコを摂取します」

　うん、食べる、で合っているな。摂取って聞きなれない表現だったのでつい聞いてしまった。

　俺とは生まれた世界が違うだけじゃなく、種としてもまるで異なるから認識の違いは常に生まれる。

　一番近いのがパックなのだろうけど、それでも相当俺と異なるからね。

　聞いたついでにもう少し彼女に質問してみようかな。

「ディスコセアが摂取するものはキノコ類だけなのかな？」

「キノコに似たものも摂取できます」

「コケとか？　もし摂取できるものを見かけたら教えてほしい」

「承知いたしました」

　ペコリと頭を下げるタヌキが愛らしすぎて思わず撫でたくなるのをグッと堪える。

　いや、別に我慢しなくてもいいのではないか？　よかろう、よかろうて。

　謎の脳内テンションの求めるままにその場でしゃがみ、タヌキの頭を撫でる。

　思ったよりタヌキが大きくてしゃがむと頭の上に手を乗せるのがしんどかったのはご愛敬。

「あ、つい。ごめん」

「いえ、不快ではありません」

　頭を撫でただけじゃなくふさふさの襟までわしゃわしゃしてしまったのだが、彼女は微動だにせず目を閉じたり喉を鳴らしたりもしなかった。

　グルルというお怒りの喉鳴りもなかったのだけど、態度からして気分を害してしまったのかと思ったのだ。

　俺を気遣っての言葉なのかとも考えたが、どう続けたらよいものか迷っているとディスコセアから口を開く。

「マスターの行動が理解できなかったのです。どのように反応すべきか分からず、反応を返すことができませんでした」

「あ、そうか。ディスコセアは元々ふわふわのタヌキじゃないものな」

「モデルとなったはく製の頭部であることは分かります。ですが、頭を撫でるという行動はマスターに注意されているのか、賞賛されているのか判断がつきません」

「キノコを俺の分までとってきてくれたから、『ありがとう』の意味を込めてだったんだよ」

「そうでしたか。勝手な判断でマスターにご迷惑をおかけしたと後悔しておりました。喜んでいただけてなによりです」

「本当は今すぐ食べてみたいんだけど、さっき食べたばかりだからさ」

　いろいろ内心と違うことを言ってしまったが、嘘ではない。

　キノコに感謝する気持ちも今すぐキノコを食べられないってのも本当だ。

　だけど、正直、このカラフルキノコを口にするには相当な勇気が必要である。

　口に入れるものに関してこれまで最低限のチェックはしてきたんだよな。カピバラとかパックとかが先に食べてくれたりしたしさ。

　熱すればだいたい大丈夫という謎の認識を持つ俺であるが、キノコはなあ。

「兄ちゃん、それ、食べないの？」

「まだ満腹じゃないの？」

「食べようと思ったらまだいけるよお」

「カモメの姿になるのは省エネとか言ってなかったっけ……」

「省エネ？」

「食べる量を少なくできるってことだよ。体が小さいから」

「うんー。でも、食べることはできるんだ」

　要約すると、生きていくためのエネルギーは節約できるが食べる分には底なしに食べることができるってことか。

　底なしは言いすぎかもしれないけど、少年の姿の時と同じくらいは胃の中に入りそうだよな。




◇◇◇




　再構成して新品になった家なのだけど、それぞれが思い思いの場所で休むことにしている。

　パックは屋根の上か軒下で、フェンリルは入口扉付近でのそっと寝そべっていた。

　今日からタヌキのディスコセアと家までついてきた黄色クチバシが追加されたわけなのだが、どこで休むのか彼らにお任せにしていたのだ。

　すると黄色クチバシは俺の寝室にしている部屋の窓の外が気にいったらしい。

　ディスコセアは意外にも俺の寝るベッドの傍で丸くなり休んでいる。

　あ、そうそう、カピバラは定位置の？水桶の中でニンジンをカリカリしていた。カピバラは俺が来る前からここを寝床にしていた先住民。

　といっても彼に家に住む許可をもらう、ってわけじゃないのだけど、彼には随分と助けてもらったよ。主に精神面で。

　誰もいないのと彼がいてくれたのでは孤独感が随分と違う。

　彼をなでなでして水を足しておいた。

「ふう」

　ベッドに寝転がり、大きく息を吐く。

　お、おっと……。

　一旦ベッドから降り、両手を当てる。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

　ベッドが光り、新品となった。ベッドじゃなくシーツのつもりだったのだけど、まあいいや。

　ついでにシーツやら布団を新品にして、靴、服、下着も新品にする。

　体を洗った時に服を全て新品にするのを忘れたのだよね。食事に夢中になっちゃってさ。

　水浴びの途中で魚を穫り始めて、そのままお食事会になってしまったのだよ。

　俺以外は服を着てないし、洗濯という概念自体がないので仕方ない。

　さて、少しサボっていたが今の状況を整理してみよう。

　ぽちりとスマートフォンの電源を入れた。スマートフォンの充電量は……あれ、百パーセントから減っていない。使いはしたから減っているはずなのだけど、まさか充電が減らない？いやいやそんな馬鹿な話があるか。

　……再構成した場合は充電が減らない仕様なのかもしれない。またスマートフォンを使った時に充電をチェックしてみよう。

　結構写真を撮ったなあ。崖上からの景色を撮れなかったことが悔やまれる。

　お、おっと。見ている場合じゃない。メモアプリを起動させ、メモを確認しつつ更新する。




『メモ』

〈やるべきこと〉

■食糧の確保

　・海で釣りと採集（継続中）

　・野山の散策（更新）

　キノコ、ニンジン、マンゴスチン、バナナ、ヤシ、ライチ……、まだまだありそう。野菜が欲しい。

■地図・地理の把握

　・箱マークの調査（完了）

　・×マークの調査（更新）

　地下に繋がる階段があった。フェンリル任せで進むものの、一つあった出口は崖で、やべえドラゴンがいた。

　・北の山脈（更新）

　危険なトカゲがいる。トカゲじゃなくてドラゴンだった！　無理、無理。

　・海（未探索：暗礁に囲まれている。船は入れない？）

■道具の調達

　・拾ったものを再構成で新品にする

　・箱マークの地下で装備を入手（更新）




「こんなところかな」

　地図記載の箇所は一応チェック済みでいいかなあ。×マークの方はまだ探索が完了していないので、もう一度行ってみてもいいかも。

　うん、まとめてみると自分がなにをしたのか分かりやすい。昔のアドベンチャー系ゲームによく一日の振り返りとかのパートあったけど、実際にやると良いものだね。あの時は全部最速でスキップしてごめん。未読スキップすると止められずにイラついたのも良い思い出である。

　しかし、ゲームと異なり、現実では攻略対象ヒロインとかはない。

　そもそも人間がいないから攻略なんてないからな！　え？　ギャルゲーの話をしていたのかって？　いやいや、そんなまさか俺がギャルゲーにハマっていたなんてことは断じてない。

　ほら、一般的に攻略対象といえば人間が対象じゃないか。

　こほん。えっと、このままここで生活を充実させていくのもよいが、道具がないのはなんともし難い。

　サバイバルやスローライフをする物語の主人公たちはなんでも軽々と器用に作ってしまうが、無理だろ、そんな神技みたいなことなんて。

　木を切り倒して丸太の筏いかだを作る……のでもできるかどうか怪しい。

　蔓つるなりを使ってロープにしたり、食器やらを作ったりくらいならできるかも？

　うーん、ロープも食器も既にあるし、俺にとって壊れる消耗品は永久に使うことができるので必要ないのだ。失くした時には困るけどね。

　現状、最低限生きていくだけなら食材の確保ができれば事足りる。

　しかし！

　快適に暮らしていくためにはいろんな便利グッズが必要だ。

　他にも、家畜を飼育できれば卵とか乳とかいろいろ手に入るが、家畜は諦めるかなあと思っている。あ、ああああ。家畜のことを考えたら、チーズを摘みながらビールを飲みたいという気持ちがムクムクと。

　人間がいない地域には家畜なんてものもいないのは確定的に明らかである。

　ち、ちくしょう。

　フェンリルが熊じゃなく牛だったら……いや、やめよう。不毛な妄想だ。

「なにかを悩みですか？」

「ごめん、起こしちゃったか」

　タヌキが寝そべったまま顔をあげこちらを向く。スマートフォンの光が気になっちゃったかな？

「頼りなくはありますが、お話だけでも聞かせていただけますか？」

「みんなのおかげで食べ物は集まってきたから、当面は大丈夫かなと思っているよ」

「食べ物ですか。マスターの栄養補給にかなうものを探しながら付き添わせていただくようにしたします」

「いやいや、そうだ。ディスコセアは俺のような人間に会ったことがある？」

「起きる前には恐らく……断片的ですが記憶も残っています」

　長い間眠っていた？から昔のことはあまり覚えていないのかも。

　聞いた後に気が付いた。長い間眠っていたのだったら、もし覚えていても今の環境じゃないよね。百年前に村があっても、現在は放棄されてたら村はないのと同じである。

　ん、でも。記憶か。

　転移して以来こうしてゆっくり話をすることもなかったので、会話に飢えている。

「どんな人だったの？　覚えているエピソードとかあったら教えてくれないかな？」

「はい。お待ちを」

　ぼわんと煙があがり、晴れる。

　突然なんだろうとタヌキの方を向いていた視線を思わず逸らす。

　スライムの姿に戻るんだろうと思っていたら、水色の髪をした女の子が立ってたんだよ！

　ウェーブのかかった長い髪に先が尖った長い耳、切れ長の目に髪と同じ色の細い眉。薄い唇は血色が悪い。

　透き通るような肌と相まって氷の美女？　美少女？　という印象を受けた。

　そうなのだ、肌だよ、肌が見えている。全部な。全部。

　お約束というか長い髪で大事なところは見えてなかったけど、そういう問題じゃないってばさ！

「マスター？」

　ディスコセアに呼び掛けられるも彼女の方を向くことができない俺であった。

「申し訳ありません。不快にさせてしまい」

「いや、そんなことはないんだけど……そ、そうだ。このシーツを上から羽織って。いや、そのままで」

　目を逸らしたのは俺が苦手にしているから、と勘違いしたらしいディスコセアは水たまり状のスライム姿になっていたのだ。

　いいような、もったいないような。

「マスターの想像するニンゲンとは異なったようですね」

「想像する人間に近い姿だったよ。目を逸らしたのは嫌とかではなくて、なにも着ていなかったからなんだ」

　ハッキリと言わないと誤解が解けないと判断した。

　撫でる行為についても一から説明しなきゃ伝わらなかったものね。

　なにやら考えているのかもしれないけど、水たまりの姿じゃまるで分からん。こちらから続けるとしよう。

「人間のような姿になったパックを見たことがあったかな？」

「はい、一度拝見いたしました」

「パックはカモメの姿の時は服を着ていないけど、人間の姿の時は服を着ているだろ？　服というのは今俺が着ているような体を覆う布みたいなものだよ」

「理解しました」

「服がどういうものか、ってことを理解したってことかな？」

「おっしゃる通りです。服の機能について理解しました。体を保護するものですね。ニンゲンは毛皮がありませんので」

　う、うーん。きちんと説明したつもりでもやはりズレがある。

　熊は毛皮があるのでトゲトゲの枝とかにひっかかっても傷がつかない。確かにそうだ。

　パックやさっきディスコセアが形を変えた耳の長い女の子のことから推測されるように、この世界には人間に見た目が近い別種族がいる。

　ファンタジーでよく見るエルフとかドワーフといった類いの種族と言えばいいか。

「人間は毛皮の代わりに服を着るんだよ。着ていないと恥ずかしいというか」

「マスターは先ほど服を脱いでみなさんの前でベアを洗っていたじゃないですか」

「あ……そうね。服を着たままじゃ体を洗えないだろ。それ以外の時は服を着るものなんだ」

「そういうものですか。服を着ていないと見るに堪えず目を逸らしたということなのですね」

「そ、そういうわけでも。ま、まあ、人間の姿の時は服を着てくれると嬉しい。服はあるから準備するよ」

「承知しました」

　なんで俺が女性ものの服を持っているのかと疑問が浮かんだかもしれない。

　それがあるんだよね。ふふ。家の中にはないのだけどさ。

　箱マークの地下に装備がいろいろあっただろ。そこには俺がピックアップしたもの以外にも沢山の装備があったのだ。

　いずれ残りも取りに行こうと思っていたんだよね。ちょうどいい、明日にでも取りに行くか。

　女性ものの装備もあったからね。

「覚えているエピソードでしたね」

「ちょ！　なんでまた……」

　突如人間の姿になったディスコセアがそこにいた。

「マスターのおっしゃっている意味が分かりません。「ニンゲン」は常に服を着るとお聞きしましたが、わたしはニンゲンじゃありませんので」

「いや、今は人間の姿じゃないか」

「この姿はニンゲンではありません。ハイエルフという種族です」

「お、おんなじだってばよお」

　シーツをぶん投げて長い耳の先が尖ったハイエルフの姿になったディスコセアに被せる。

　肝心の彼女は不思議そうに首をかしげるばかりだ。

　ペタンと座り、シーツが被さっているもののなんとか大事な部分が隠されている状態である。

「マスターがこの姿のハイエルフのことを知りたいとおっしゃったので」

「姿を変えずとも話はできるんじゃ？」

「記憶にある人物の姿を見たいのではと愚考した次第です」

「確かに。姿を見るのは服を用意してから頼もうかな」

「承知しました。では、戻ります」

　ぼふんと煙があがり、ディスコセアがタヌキの姿になった。

　ふう、タヌキの姿なら服を着ていなくても気にならない。なんて勝手なんだ俺って奴は……。

　これでようやく話ができる。

　ん、しばらく待っていても彼女からなにも言ってこないな。

　……。なるほど、姿を見ることと過去の出来事を話すことがイコールになっているのか。

　再度説明してもいいけど、なんのかんので彼女と話をしたし急速に眠くなってきた。

　今日も一日濃密だったものな。

「ふああ」

　スマートフォンの電源を落とし、シーツを元の位置に戻してっと。

　シーツを掴んで寝ころんだら、すぐに意識が遠くなった。










第六章　転移装置




　翌朝になり、さっそくやってまいりましたよ。箱マークこと鉄扉の奥にある地下に。

　フェンリルが鎮座していた台座も像もそのままだ。

　鉄扉を忘れずに閉じていったので中に虫とかが入った気配もない。今回はランタンの代わりにフェンリルの耳ライトだから両手も開いて快適である。

　フェンリルの耳ライトは指向性がなくぼんやりと全体を灯す。

　部屋の間接照明的に動いてもらえば、全体をくまなく探索することができるのだ。

「兄ちゃん、天井の灯りをつけないの？」

「忘れていた」

　訂正。天井の灯りがあったので、耳ライトは必要なかった。

　ちょっとしたおちゃめがあったが、一度探索をしているので、目的の箱へ一直線に向かう。

　箱を開け、中に入っている装備類を全て再構成して袋に詰めていく。

　箱の中にもズタ袋があったので助かったよ。おかげで全て持ち出すことができる。見分は戻ってからでいいだろ。

　ちゃんと女性用の装備もあったので目的は達成した。

「マスター、あの奥は調べられましたか？」

「ん？　奥って？　壁に見えるけど……」

「なにかあるのー？」

　タヌキ姿のディスコセアの言葉に、パックが興味津々といった様子で嘴を上にあげる。

　箱の奥へ向け右前足をあげる彼女であったが、俺の目には壁にしか見えない。

　手を当てて、コンコンしてみたがやはり壁だよな。

「下です」

「下？」

　タヌキがのそのそと進み、俺の足もとへ鼻先を当てる。

　しゃがんで彼女の鼻先を見てみたら、小さなでっぱりがあった。親指の先ほどしかないでっぱりは、僅かに他と色が違っている。

「兄ちゃん、任せて。突っつけばいいんだろー」

　得意気に嘴ででっぱりを突っつくパック。

　ま、また勝手に。

　慎重にと言いたいところだけど、これを我慢するなんて俺も無理だよ。

　でっぱりを突っついた直後、カチリと音がした。




　音が聞こえたまではよかったけど、特に変化がない。でっぱりのあった壁じゃなく他の壁かなあ。ひょっとしたら床に階段出現パターンかも？

　うーん、階段ならもっと大きな音がしそうだし、見ればすぐに分かる。

「んー。うお！」

「兄ちゃん！」

「マスター」

　体重をかけた瞬間、前に転びそうになった！

　後ろからタヌキとカモメに引っ張られ逆側によろけ、ぼふんとふわふわの毛皮に背中が当たる。フェンリルも俺を心配して後ろにまで移動してくれていたので彼が支えになって転ばずに済んだ。

　びっくりした！

　壁に手をついたら壁が動くんだもの。体重をかけていたところ、急に前に持っていかれたものだから転びそうになったというわけさ。

　どうもこの壁、押すと回転するようだ。今度は慎重に半分だけ壁を回して、中を確認する。

　壁の向こうは細い路地になっていたが、暗くてよく見えない。

「マスター、わたしが先に入ります」

「おいらもー」

　先を争うようにしてディスコセアとパックが中に入る。

「フェンリルが壁の隙間に入るかだなあ」

「がお」

　フェンリルに開いた隙間に入ってもらう。顔は余裕で通ったが胴体がギリギリだった。後ろ足の辺りで詰まってしまったので、がんばって彼のお尻を押す。

「いける……か」

　急に圧力がなくなり、彼のお尻に顔が埋まる。

　ふ、ふう。隙間を抜けたようだな。

　続いて俺も中に入る。

　路地は先ほどの隙間の二倍くらいの幅があるのでフェンリルでも悠々と進むことができそうだな。

「フェンリル、耳ライトをって既に点灯しているか。助かる」

「がおー」

　口で服を引っ張ってきたので、彼の背中に乗る。

　タヌキが先行し、パックはカモメの姿に戻ってタヌキの背に乗った。

　絵にすると酷いことになっていそうだが、俺も含め全員真剣である。

　さて、路地に入り再び暗闇空間となった。

　ディスコセアがいた×マークのダンジョンでさんざん暗闇は経験しているので問題なしだ。

　結論、フェンリルに任せておけばよい。今更気が付いたけど、ディスコセアも暗いところが見えているよな。

　フェンリルと並走していたもの。彼の耳ライトは指向性がないので前方を遠くまで照らすことはできない。馬より速い速度で走るから、暗闇が見えていないと走り続けることなんてできないのだ。

　それにしても、思ったより道が長い。フェンリルがゆっくり進んでおよそ三分ほどで小部屋に出た。

　小部屋は袋小路になっており、他に抜け道はなかった。今度こそ本当の行き止まりかな？

　更に隠し扉がある……ってことは……ありそうだよなあ。

　まずは部屋の確認から行くことにしよう。フェンリルから降り、耳ライトを頼りに部屋の観察を開始する。

　床に模様があるっぽいぞ。もし、部屋全体を照らすことができれば分かりやすいのだけど……って！

　部屋がいきなり明るくなり、思わず目を閉じた。

「わ、罠か？」

「この部屋にもスイッチがあったから押したよお」

「危険な罠だったら……はなさそうだ。魔道具の光だっけ？　ありがとう、よく見えるようになったよ」

「へへー。おいらも役に立つことあるだろー。しっかし、この部屋は狭いし、なにもないんだねえ」

　全体が明るくなったところで改めて部屋の状態を確認することにしよう。

　床の模様がハッキリと分かる。濃い灰色と薄い灰色の市松模様になっていて、中央だけ色が黄色になっていた。

　壁はよく磨かれた白っぽい石で触れるとツルツルしている。歪ゆがみや傷みもなく、部屋は破損しておらず綺麗な状態を保っていた。

　さすがに埃が多少積もってはいるが、長い年月放置されてきた割には非常に状態が良い。

　石だからこれほどまでに劣化せずに済んでいるのか、魔法的な効果で保存されているのかは不明。俺の推測では両方かなと安直に考えている。

　一つ言えることは光がついたことから、この部屋にある魔法的なものは機能していると見ていい。

「うーん、ディスコセア、フェンリル、それにパック。なにか気が付いたことはある？」

「がお」

　フェンリルが中央の黄色い床に乗る。

　続いて右前足を器用にあげ、どしんと床を踏み締めた。

　黄色の床は気になっているけど、踏んでも変化はなかったんだよな。

「あの場は力場になっています」

「力場？」

「フォースフィールドと言い換えた方がよろしいでしょうか」

「それも聞いたことのない単語だよ。どのようなものなのかな？」

　俺の質問を受けたディスコセアは丁寧に説明をしてくれた。

　フォースフィールドというのは魔法的な場のことで、空間を形成する。

　今回の場合は黄色い床から天井までがフォースフィールドの空間になっているんだって。

「というわけです」

「だいたい理解した。それでフォースフィールドはどんな効果があるのかな？」

「いろいろなパターンがあります。分析してみますか？」

「え？　できるの？」

「恐らく」

「是非是非！」

　魔力の場、なんてときめくものに一体どんな効果があるのか、胸がどきどきするじゃないか。

　ディスコセアが黄色い床を鼻ですんすんして、嗅ぎまわっている。

　あれ、調べているの……？

　ちょっと可愛いんだけど、調べているようには見えない。

「分かりました」

「お、おお？」

「このフォースフィールドは転移の術式が編まれています」

「転移！　まさか別世界へ飛べるとか？」

「そのような術式があるのですか！」

「い、いや。違うのかな？」

「異なります。この転移術式は二つの使い方と制約があります」

「ほ、ほほお」

「使い方ですが、知っている場所に転移するか、ランダム転移のどちらかを選択できます」

「ランダムは石の中とかに転移したら嫌だな……」

「それはありません。安全な場所に出ます。続いて、制約の方ですが丸一日経過するとこの場に転移します」

「そいつはまた……」

　なんかとっても面白そうなんだけど！

　食糧や水が確保できない場所に転移しても一日我慢すれば大丈夫。

　こいつは……異世界散歩装置だな、うん。




「すごいな、フォースフィールドって。用途は分かったけど、起動の仕方とか移動先を決めたりするにはどうすればいいんだろう？」

「マスターに知見がない、とのことでしたら、わたしが操作いたしましょうか」

「お、おお！　ありがとう、頼むよ」

「はい」

　フェンリルに黄色い床から離れてもらい、入れ替わるようにしてタヌキが中央に立つ。

「マスター、魔力をフォースフィールドに」

「魔力？」

「わたしに再構成をかけてくださった時に膨大な魔力をお使いになられたではないですか」

「魔力……う、うーん。魔力を使うと疲れたりとか、なにか感じ取れることってあるかな？」

「わたしは自分の魔力量については現時点での残量も含め明確に分かります。他者に関してはマスターを例外として現在残っている魔力量については分かります」

　な、なんだそれ。ちょっと意味が分からない。

　彼女の言葉を整理してみよう。彼女は自分の最大魔力量と現在の魔力量が分かり、他者については現在の魔力量だけが分かる。となれば、俺の現在の魔力量も分かるはずだ。

「例外って、俺の魔力量が見えない、ってこと？」

「マスターの魔力量は常にゼロです。いえ、ゼロに見えます」

「単純に俺に魔力がないってことじゃ？」

　俺の魔力量がゼロということなら納得だ。地球出身の俺は魔力など持ち合わせていないものな。

　しかし、彼女は俺と同じようには考えていないようだった。

「繰り返しとなりますが、わたしに再構成をかけてくださった時に膨大な魔力をお使いになられておりました。ですので、何度も再構成をかけることができるマスターの魔力量はわたしなどでは推し量れぬほどではないかと」

「再構成は連続で何度も使うことができる。順番が違うのではないかな。俺本人に魔力はないが、再構成を発動した時に魔力も生成されるのかも」

「いずれにしましても規格外の能力です」

　謎は残るが、俺に魔力があったとしても再構成専用と想像できる。俺も火の玉を出したり、みたいな魔法が使えるのかもと期待したけど、無理そうだな。

「よっし、再構成をかけるよ」

　黄色い床を再構成してもあまり変わらなそうだけど……。元々破損もないし、埃が多少消えるくらいか。

　黄色い床に両手を当てる。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

　ブワッと黄色い床が光る。

　床全体かと思ったが、一部だけ再構成するみたい。黄色い床そのものが再構成可能な物体と判定されていて、別の箇所と異なるってことかも。

　考えてみると確かにそうか。黄色い床はフォースフィールドになっているのだから、ある種の魔道具だものね。

　魔道具に対して再構成を行ったので、再構成されるのは黄色い床のみってわけさ。

「マスター。行き先を指定してください」

「頭の中で思い浮かべるの？　俺以外でもよいかな？」

「はい。マスター以外でも指定してくだされば問題ありません」

「そんじゃ、パック。海の向こうか山の向こうの陸地を」

　唐突に話を振られたパックから驚きのためか煙がもわっとあがった。

　カモメの姿から人間の姿に変わった彼はうーんと言って両手で頭をがしがしとかく。

「お試しだから海岸沿いの人がいないところとかでも」

「兄ちゃん、景色って案外覚えていないものなんだよお」

「言われてみれば確かに」

「海じゃなきゃ大丈夫だよね？　陸地で浮かんだ景色でいいよね」

「それでやってみよう、ディスコセア、頼む」

　了解ですの意味なのか、尻尾を上下させたディスコセアがパックを呼ぶ。

「わたしの背に手を乗せてください」

「うん！」

「場所を思い浮かべましたか？」

「バッチリだよお」

「では、マスターたちもフォースフィールドの中へ」

　彼女に言われた通りフェンリルに乗り、黄色い床の中に入る。

「転移まで後十セコンド」

　ディスコセアがカウントダウンを始めた。

　三、二、一……ゴー！

「完了。オールグリーン。マスター、周囲の確認を」

「う、うん」

「ゴー」の瞬間まで見逃すまいと目を開いていた。すると、こう映画で場面が切り替わるように瞬時に景色が変わったのだ。




　最初に感じたのは眩しさ。

　屋内から外に出たため、太陽の光が眩しすぎて目を細めた。

　目が慣れてくると、ようやく周囲の景色を見る余裕が出てくる。

　ここは森の中にある少し開けた場所、とでも表現すればいいか。

　地面は平らで、テントを張るくらいの余裕がある。

　目の前には鮮やかな赤い実をつけた木……ではないよな、これ。

　太い蔦がグルグルと絡まり上へ上へと伸びている。高さはおよそ二十メートルくらいと普通の高木くらいか。

　ひときわ目を引くのは赤い実で、すももくらいのサイズのペンキで塗りたくったような赤色をしている。

　これで二度目の転移となるが、やはり慣れないな。

「パック、ここは？」

「おいらはこの木を想像したんだよ」

「おお、これは確かに目立つ」

「でしょー」

　なるほど、鮮やかな赤い実は印象的だ。パックが思い出せたのも納得だよ。

「ハナミズキです。残念ながらマスターのエネルギーにはなりません」

　ハナミズキって、普通に木だったような……。異世界のハナミズキは赤い実も大きく、蔦でできているのか。

　地球のとそっくりな植物とそうでない植物の差が激しい。

「食べたらお腹を壊すってこと？」

「経口摂取はオススメしません」

「分かった。ありがとう」

　蔦をハナミズキと呼ぶのは少し抵抗があるな……蔦ミズキとかにできんものか。

　お、なかなかうまく言ったんじゃない俺？

　……。

　ハナミズキが目立ちすぎてついそこだけに目がいってしまったが、改めて周囲を見渡す。

　赤い果実は食べられないと聞いていたが、キャンプの跡がある。

　薪をくべてここで煮炊きしたらしく、石が積まれて焦げ跡も残っていた。

　ん、キャンプ？

　キャンプだと！

「誰かがここにいたってことだよな！」

「おいしいのかな、あれ？」

「いや、食べられないってさっきディスコセアが言っていただろ」

「じゃあ、どうしてここで食事にしたんだろうねえ」

　繋がっていないパックの言葉だったが、ちゃんとエスパーして察した俺、えらい。

「キャンプをしていたってことは、近くに人がいるかもしれないってことだよな」

「そうだねえ。見てこようか？」

　答えも聞かずにパックが少年の姿からカモメに変化する。

　バサバサっと飛び立っていってしまったので、彼が戻ってくるまでここで待つとしますか。

　キャンプをしていたってことはなんらかのゴミが残されていたりしないかな？

　彼をボーっと待つのも時間がもったいないので探してみるか。どんな細かいものでもいい。再構成があればね。

　燃え残った枝、鍋からこぼれただろうなにか、なにかを洗った後……碌ろくなモノがないな。

　ん、人工物っぽい石が。直方体に六ろっ角かく錐すいを上下に引っ付けたような形をしている。

　自然にこのような形になることは考え難い。

　手に取って両手で包み込む。

「必要材料なし。そのまま再構成可能です。再構成しますか？」

「再構成する」

　石が光り、透き通った赤色に変化した。

　綺麗な石だなー。元々は赤クリスタルみたいな石で、ただの石に変化してしまったってことだろうな。

　パックがいればこいつがなにか分かるのだけど、とりあえず懐に納めとこうっと。

「少し休憩するか。フェンリル、ディスコセア、水分補給しとく？」

「がおー」

「わたしは必要ありません」

　フェンリルの口に水袋を突っ込み傾ける。

　半分くらい水が減ったところで彼の口から水袋を引っこ抜き、今度は俺が水を飲む。

　ふう、生き返るー。

　水はまだまだ持ってきているからな。

　水以外はいつもの装備しか持っていないので、身軽な状態だ。なにか持って帰れるものがあれば積極的に拾っていきたい。

　箱に残っていた装備品や物品などを置いてきてよかったよ。まさか転移することになるなんてな。




◇◇◇




「兄ちゃんー」

「お、おかえり」

　偵察に向かったパックが帰ってきた。

　さっそく彼に赤い石のことを聞こうとしたのだけど、彼は地面に降り立つとなにやら焦った様子で翼をバタバタさせる。

「危ない目にあっている人がいたんだ！」

「え、それは、俺たちでもなんとかなるものなのか……」

「がおー」

　フェンリルに服を引っ張られ、彼の背に収まった。

　い、行くのか。

　俺の不思議な仲間たちは勇敢で高い倫理観を持っている。

　パックもやる気でフェンリルの耳の間に着地して前を見据えているし、フェンリルは今にも駆けだしそうだ。

　タヌキはマスターと仰ぐ俺の指示をじっと待っている。

　彼女は彼女でなにが起ころうが、動じず俺の判断を待つなんて、なかなかできることじゃないぞ。

　俺？　俺は状況を聞かなきゃなんとも言えん。

　困っている人を助けたくないのか？と問われれば、ノーと答える。

　だけど、親友ならともかく赤の他人をなにがなんでも助けたいのかと言われたら疑問符が浮かぶ。

　川で溺れている人を見て、助けたいと思う。

　だがしかし、急流で俺が川に飛び込んだら溺れそうとなれば飛び込まないだろ。

　できることはレスキューを呼ぶくらいだ。

　なにが言いたいかというと、自分が脅かされない範囲でしか協力できないってことさ。

「ちょ、ちょっと待って。危ない目ってどんな感じ？」

「魔物と交戦していたけど、負けそう」

「ひ、ひええ。何人いた？　魔物はどんな見た目？」

「戦っているのは一人。魔物はなにかな、おいら魔物の名前あまり知らないんだ」

　一人か、一人なら……。

　うお。急に体が後ろに引っ張られる。

　違う、違うんだ。まだ考えがまとまっていないんだよお。

　行けるかも、って俺の気持ちを「指令」と受け取ったフェンリルが走り出す。

　パックから方向を聞いていないのに場所が分かるのか？

「マスターと共に」

　などと殊勝なことを述べ、フェンリルと並走するタヌキ。

「あっちだよお」

「がおー」

　阿あ吽うんの呼吸とはまさにこのこと。

　俺の想いをよそにグングンとフェンリルが加速していく。

　もうどうにでもしてくれ、と達観したが、いやいやと首を振る。

　検討する前に状況開始してしまった。

　だからといって思考放棄をするわけにはいかないのだ。

　ええと、ソロでモンスターと戦っている人がいて、我らがシロクマチームが颯さっ爽そうと登場し救い出す、というミッションである。

　おっと、フェンリルチームだった。

　一人なら救い出すことができるかも、って考えたところでフェンリルが走り出してという状況。

　作戦は一つしかない。だが、実行できるのか……もう走り出してしまったのだから決めたことを行うのみ。

「うううおお」

　急にスピードが落ち、前につんのめった。

「兄ちゃん、あれ」

「頭がくらくらして。う、ううむ」

　頭が前に振られ、ガクンと元の位置に戻ったばかりで目がちかちかしている。

　フィールドの視界は良好。木々もなく、草原地帯のようだな。右手二百メートルほど先は林になっている。

　左手は下り斜面でここからはどのような状態なのか確認できない。

　まだ距離があるからハッキリと見えないけど、パックから聞いていた通り人型の戦士っぽい者がライオンのような魔物と対たい峙じしている。

　人型の方は人間ではなさそうだ。だって緑色の尻尾が生えているんだもの。

　体の色味も緑っぽいし、人間に対して友好的かも分からないな。

　一方で人型が戦っている相手の魔物はフェンリルより一回り以上大きい。

　ライオン風だけど、蛇の尻尾を備え、四つ足で立っているのだが全てが鷹たかの足のようになっている。

　俺の知識ではキマイラかなと思ったが、キマイラってライオンとヤギの頭に蛇の尻尾だった記憶だ。

　なので、あの魔物とは少し形状が異なる。

「フェンリル、一気に加速してあの人を口か手ですくいあげて背に乗せることはできるか？」

「がおおおーー」

　気合が入ったらしいフェンリルの鳴き声だったが、相変わらず気が抜けるような感じになった。

　スピードをあげようとしたところで、ディスコセアから待ったがかかる。

「マスター。わたしがあの方を跳ね上げ、ベアがキャッチする方が確度が高いかと」

「じゃ、じゃあ。連携プレイで頼む」

「がおおお」

「行け行けー」

　加速しろと言ったのは俺だが、こ、この速度はダンジョンの中でいきなり加速した時以上だ。

　距離が短いので加速しきるところまで行くのかと思いきや、たった五十メートルほどで猛烈な速度になった。

　こ、この速度で方向転換できるのか？

「行きます」

　タヌキが宣言し、人型を頭で下から上にすくいあげる。

　ぽーんと冗談のように人型が宙を舞い、俺の前にすとんと落ちた。

　フェンリルの首元に落ちてきた感じだったけど、意にも介さず彼は直角に方向転換して林に向け舵かじを切る。

　よし、うまくいった！

　魔物が追いかけてきているのかは不明。ついていくだけでいっぱいいっぱいだよ。

　しばらくして、フェンリルの速度が落ち、ようやく一息つく。

　なにやら見たことのある景色だな。

「おや、さっきのキャンプ跡地じゃないか」

　このキャンプの跡とハナミズキは俺たちが転移してきた場所で間違いない。

　止まるやいなやフェンリルが首を振り、人型を地面に転がした。

　俺は彼から降りずにそのまま人型の方に目を向ける。

　が、ここはパックだな、と彼に人型に声をかけるようにお願いした。

「やあ、おいらパックだよ。きみは？」

「拙者、アウグスト・ジークフリードでござる」

　片膝をつき、頭を下げる人型。

　あれ、俺にも言葉が分かる。つい、「ジークフリード、賊っぽい名前だね」とか言いそうになったよ。

　人型は思った以上に人間と見た目がかけ離れた種族だった。




　低いガラガラ声は渋いが、頭はワニを擬人化したようなフォルムをしている。

　口は尖り、牙がずらりと並んでいた。目はビー玉をはめ込んだようで色は黄色。

　黒っぽい革鎧に身を包んでいたが、戦いの結果だろうか擦り傷と汚れが目立つ。武器は確か三日月刀だったと思う。

　タヌキに吹き飛ばされた時に落として今は手になにも持っていない。腰に予備の剣があるようだけどね。

　肌はゴツゴツした鱗に覆われ、くすんだ緑色をしている。

　ジークフリードは遠目に見て人間じゃないと判断できるくらいに人間であったのだ。

「俺は小こ池いけ竜りゅう一いち、よろしくね」

「リュウイチ殿。キメイラに遭遇したところ、ご助力感謝いたす」

「そう言ってくれてホッとしたよ。邪魔しちゃったかもとも思ったから」

「拙者、情けないことにキメイラに手も足も出なかったでござる。リュウイチ殿が来られなければ、今頃物言わぬ躯むくろに成り果てていた」

　グルルと喉奥で悔しそうに音を出すジークフリード。

　キメイラというのはさっき見た魔物のことだよな。

　この世界ではライオン頭に蛇の尻尾、そして鳥の足を持つモンスターのことをキメイラと呼ぶらしい。

　俺のファンタジー知識では、頭が鷹でライオンの体がグリフォン。他にはキマイラってのが知識としてあるが、キメイラとは見た目が異なる。

　ともあれ、攫さらったような形になったジークフリードが好意的で良かった。

　いきなり切りかかられたらどうしようとか懸念していたからね。一発勝負かつ行き当たりばったりだったけど、うまく彼を救い出すことができて結果オーライだよ。

「ここでキャンプをしていたのはジークフリードさん？」

「いかにも。拙者、各地を旅している風来坊のリザードマンでござる」

「各地を旅しているだって！」

「リュウイチ殿も旅を続けておられるので？」

「いや、旅をしたいなと思っているんだ」

「軽い気持ちでここまでやってくることなどできはしませんぞ。リュウイチ殿も立派な旅人とお見受けしたでござる」

　彼は同好の士を見つけたとばかりに快活に笑い、喉を鳴らす。

　旅慣れた彼の言葉から推測するにこの場所もまた結構な僻へき地ちのようだな。

　しかし、誰にも会えないってことはあるまい。

　人里まで相当な距離がありそうだが、彼だって補給くらいするし、羽を休める地だってあるだろう。

「せっかくだからご飯でもご一緒しない？」

「是非に。食材はいかがなされますか？」

「うーん、現地調達しようか。近くに川はないかな」

「海ならあるでござる」

　そんじゃ、海で漁をするとしようか。

　狩猟をして肉を確保する、という考えより先に魚が浮かぶのはご愛敬である。

　まだ、イノシシやらを狩猟して捌いたことがないから、どうしても躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　狩の対象がいるのかどうかも分からないけどね。

　その前に確認しておきたいことがある。

「パック、ジークフリードさんから場所を聞いておいてくれるかな？」

「うんー。任せて」

　しばしの間、いつの間にか少年の姿になったパックにジークフリードを任せて、タヌキをちょいちょいと招き寄せる。

　ジークフリードから少し離れたところで声を潜め、彼女に尋ねた。

「転移のことで少し聞きたいことがあるんだ」

「わたしに分かることでしたらなんでもお答えします」

「丸一日経過したら自動的に元の場所に戻るんだよね」

「はい、ご認識の通りです」

　ここまでは確認だ。

　聞きたいことはこの次である。

「戻る対象はどうなるんだろう？」

「対象とは？　転移したキャラクターは時間が来ると自動的に戻ります」

「聞き方が悪かった。転移先で採集したりして手荷物が増えるとどうなるんだろう？」

「一緒に転移します」

「触れているとかそんな条件かな？」

「はい、概ねご認識の通りです。触れている対象がキャラクターであっても転移しますのでご注意ください」

　おお、俺の聞きたかったことにズバリ回答してくれた。

　曖昧で的を射ない質問だったけど、さすがディスコセアである。

　まとめると、転移先で拾ったものは持ち帰ることができ、モノの種類は問わない。

　それがたとえ生き物であっても。

　俺がこのキャンプ地で拾い再構成した赤い石も、もちろん持って帰ることができる。

「ありがとう、助かったよ」

「いえ、お役に立てて幸いです」

　聞きたいことも聞けたので、今度はパックのところへ戻ろう。

　パックはジークフリードから既に海の場所を聞いていたようで、「そんなに遠くないよー」と言ってまたカモメの姿になった。

　彼にとってはカモメの姿の方がしっくりくるのかな？

　探索中はカモメの姿の方が都合がいいので、カモメの姿になってくれていると思っていたが、そうでもないのかも。

　確かカモメの姿の方が燃費がいいとも言っていたな。

　エネルギー効率が良い姿の方が、潤沢に食べることができる環境ではない場合に望ましいか。

　本能的にカモメの姿を好んでいるのかもしれない。

「聞いたよー。おいらも分かるー」

「すぐそこかな？」

「うーん、飛べばすぐだよ？」

「フェンリル。ジークフリードさんもフェンリルに」

　海ならあると言ったが、近いとは言ってないものな。

　そらまあ、この場所では潮の香りがしないし、すぐ傍に海はないってなんとなく察していた。

　余談だが、俺の住んでいる家は潮の香りもするし、波の音も聞こえる。

「がおー」

「まあ、飛べばすぐならフェンリルでもすぐさ」

「行くよ」とフェンリルのお腹をポンと叩く。

　パックの導きに従い、フェンリルとタヌキが加速するのだった。

　走ること三十分ほどで海に到着する。

　これこれ、波の音。これこそが海だ。波の音って癒し効果がはんぱないよな？

「よおっし、浜辺はないけどちょうどいい岩場があるし、そこで魚を獲ろう」

「がおー」

　今晩は海鮮だー。




「素晴らしい獣魔をお連れでござるな」

「フェンリルのこと？」

「白い熊もそうですが、タヌキもでござる。パック殿も然り」

「確かに彼らは俺の自慢だよ」

「がおー」と吠えながら前足を振り下ろし、次から次へと魚を打ち上げるフェンリル。

　打ち上がった魚はタヌキがキャッチし網に入れる。パックは……つまみ食いしていた。

　俺もなにか手伝おうとか思ったのだが、座っててと言うので、ありがたく休ませてもらっている。

　確かにこれじゃ俺が出る幕はない。パックも俺と同じなのだけど、新鮮な魚がドンドン来るんだもの、仕方あるまいて。

「なにからなにまでかたじけないでござる。拙者もなにか助力をと思ったのですが」

「ううん、フェンリルの邪魔になっちゃうから。話は変わるけど、一つ聞きたいことがあって」

　そう前置きしてから話を続ける。

「俺みたいな見た目の種族に会ったことはあるかな？」

「リュウ殿は同族に会ったことがないというのでござるか!?」

「あ、うん、しばらくの間ね」

「ニンゲン族は大陸で一番数が多い種族でござる。村は単一種族のものもあるので会えないかもでござるが、街なら必ず会えますぞ」

　お。おおお。

　人間に会ったことがないという質問に戸惑いを見せたジークフリードだったが、すぐに冷静さを取り戻し説明してくれた。

　人間……かどうかは分からないけど、人間に似た種族は多数いるってことか。

　ディスコセアが変身したけしからん姿も、耳の形が違うだけで人間そっくりだったものな。

「街とか村ってここからどれくらいの距離になるの？」

「そうでござるな……貴殿の熊でしたら一日もかかりませんぞ」

「案外近い……いや、フェンリルが速いのか」

「そうでござる。馬でも一日じゃ到着しませんからな。徒歩となると長旅になるでござるよ」

　ふむ、一気に村か街の近くまで行けるか？

　ジークフリードが付き添ってくれることが前提になるが、行くとすれば夜通し走るか、朝になってからゴーするかのどっちかだ。

　夜は暗いから危険が増すし、ちゃんと休息しなきゃ俺はともかくフェンリルとディスコセアはたまったものじゃないよな。

　普通に考えると翌朝に移動すべきだ。

　しかし、俺たちは丸一日経過すると元の位置に戻ってしまうことを覚えているだろうか。

　一日かからないといっても正確な距離は分からないから、街か村に到着する前に元の位置に戻ってしまうかもしれない。

　戻ること自体は少し残念だったな、と思う程度だ。

　問題はジークフリードなんだよ。移動中に元の位置に戻ったとしたら、彼はフェンリルの背に乗っている。

　つまり、俺たちに触れているってことだ。

　旅慣れたジークフリードになんらかの場所に案内してもらおうかなと思って、ディスコセアに転移の仕様を確認した。

　触れていると生き物だろうが元の場所に引っ張ってきてしまうってね。

　もしジークフリードを俺たちのいた場所に転移させてしまったら、彼もあの外に出られない地から出られなくなってしまう。

　あの場所から出る手段は今のところ転移以外にはない。

　転移はあくまで一時的な手段だからね。このループにジークフリードを巻き込むわけにはいかないじゃないか。

　知らぬままだと大変なことになっていた可能性がある。

「兄ちゃーん。魚ー。貝もあるよー」

「おお、すまん。わざわざ姿まで変えて」

　パックが重たそうに魚介がたんまり入った網を引っ張って、声をかけてきた。

　そこへフェンリルがやってきて、網を口に咥える。

　さすがの力持ち、軽々と網を運んでしまった。

「ありがとう、みんな。フェンリルとディスコセアは自分の食事も用意しなきゃだよな」

「ご心配には及びません。キノコはどこにでも生えていますので」

「がおー」

　網を俺の前に置いたフェンリルは前足でバシコーンとして近くの枝を落とす。

　お座りして落ちた枝を掴みもしゃもしゃやり始めた。

　どんな枝と葉でも大丈夫なんだな。いつもそこら辺の枝と葉を食べてたっけ。

　シロクマの見た目のイメージからアザラシなどを主食とする肉食にかなり寄った雑食と思っていたが、彼は葉や枝しか食べないんだよな。見た目こそシロクマであるが、別種と考えた方が良さそうだな。

　それにしても、葉しか食べないのにこのパワーは恐るべしである。

　もう一方のディスコセアも非常に燃費がいい。キノコを多少食べるだけだものな。

「よっし、火をおこして食べよう。少ししか道具を持ってきてないから大したことはできないけど」

「拙者も助力させていただくでござる」

「ありがとう、助かる」

「おいらもー」

　パックは……そうだな、食べる専門だからなあ。

　よし、鱗をかるくそいで内臓を抜く。海水で洗ってパックに串を刺してもらう。

　ジークフリードもなかなかのナイフ捌きで貝を次々に開いていく。

　貝柱を切るとさくっと開くのだそうだ……と今彼から聞いた。

　貝は網に乗せてっと、醤油か酒があればよかったんだが、いかんせん調味料がなにもない。

　村か街に行ったら仕入れたいところ。

　ここまで考えて気が付いた。俺、お金を一切持っていないではないか。

　金目のものを売ればなんとかなる……よな。新品にした装備品を売れば多少のお金にはなるか。

「さあ、焼けたぞお」

「はふ、うまうま」

「囲んで食べる食事は格別でござるな」

　飲み物は水のみだけど、ジークフリードに完全に同意だ。

　みんなで囲んで食べる食事はおいしい。味は正直……まあ、うん。川魚に比べたら断然マシよ。

　食べながら、近く……と言っても距離があるけど、だいたいの方向を聞くことができた。

　一番近い村もそうじゃない村と街もざっくりとした方向しか分からない。まあそうだよな。

「どうしても道が分からないなー。街道があるなら目印があるといいのだけど……」

「更に遠くなりますが、海岸沿いならどうでござるか？」

「お、そいつは名案だ。海沿いを進んでいけば、だよな」

「ずっと海岸線は道が険しく難しいかもしれませんな。ですが、潮の香りが導いてくれるでござるよ」

「うんうん」

　あとは海岸線をどっち側に進むかだけ聞いておけば目標ができる。




◇◇◇




　ジークフリードから俺たちでも辿り着けそうな村への道順を聞けたので、急ぐ必要がなくなった。

　となると、腹も膨れたのでおねむタイムに突入だろ。

　警戒心がないと言われるかもしれないが、その日はジークフリードも交えて夜営した。

　出会ったばかりの人と夜営するのは盗難の危険があったりするけど、信じてみることにしたんだ。なにか問題が起きればそれまでだったってことで。最悪、命までは取られんだろと楽観視していた。

　モンスターを警戒して交互に眠ることもなく、ジークフリードが先日キャンプした場所で休むという無警戒っぷりである。

　野営の準備をしている時に赤い石のことについて聞いてみた。状況からして赤い石を捨てていったのは彼だろうからね。

　予想通り彼は赤い石のことを知っていた。赤い石は魔石と言っていろんな魔道具に装着して使うことができる電池のようなモノだと分かったんだ。

　といっても、肝心の魔道具を持っていないので、使い道がないのだが……持ってて損はないだろ。

　そのままの流れで魔石をどんな魔道具に使っていたのか問うと、彼は魔道具を出して説明してくれた。

　それらは懐中電灯っぽいものと火をおこすもので、魔石をはめ込む箇所があったのだ。

　食い入るように見ていたら、「ちょっとした魔道具であれば村でも手に入るでござる」と若干引き気味で教えてくれたのである。

　いやあ、彼から得る情報は有益なものばかりだ。魔石のことだけじゃなく、お金を稼ぐ手段まで教えてくれたんだぞ。それは動物や魔物の牙や爪を売ることなんだってさ。

　皮もよいが嵩かさ張ばるからオススメしないとのこと。俺の場合はフェンリルがいるからそれなりに荷物が持てる。皮でもどんとこいだぜ。

　もっともイノシシなどを狩る予定はない。ナタや剣は持っているけど、怖すぎるだろ！

　それに倒した後に解体できる自信がない。

　食材としてもフェンリルとタヌキは肉を食べないし、海や川があるから魚で間に合っている。

　狩猟はどうしてもお金が欲しくなったら検討しよう。




◇◇◇




　何事もなく翌朝になり、ジークフリードと別れ海岸線沿いをのんびり走る。もちろんフェンリルとタヌキが。

　ジークフリードは俺たちと反対側に向かった。旅をしていればいずれまた彼と出会うこともあるだろう。彼との出会いに感謝。

　彼が旅人だったこともあるけど、やはり人との出会いは多大な情報をもたらしてくれる。

　話を聞くだけでワクワクするし、今後も出会いがあればいろんな人から話を聞きたいな。

　だけど、安易に誰にでも声をかけるのは危険である。ジークフリードはなにも言わずに丁寧に接してくれたけど、この世界の人からしたら俺の常識のなさは異常だろうから変に警戒されたり侮あなどられたりする可能性が高い。

　たとえば魔石や魔道具を知らなかったり、とさ。

　なので、最初は慎重に人選せねば。

「ずーっと海が続いているねー」

「だなー。順調だ。潮風が気持ちいい」

「がおー」

　はははとパックと笑い合う。こうやって旅をしている感じが良い良い。

「兄ちゃーん、飽きてきた！　もっとスピードをあげてもらおうよー」

「フェンリルだってずっと走り通しだし、疲れているって」

　単にのんびり進みたいだけなのだけど、パックの手前、フェンリルを労いたわるように返した。

　しかし、これがいけなかったらしい。

「がおー」

　俺は疲れてないぞとでも言いたいのか、気の抜けるような声で吠えたフェンリルは、一気にスピードをあげる。

「う、うお！」

「おおー、速いぞお、フェンリルー」

　嬉しそうなカモメのパックとは対照的に振り落とされんと必死の俺。




　昼を過ぎる頃にはかなり進んだ……と思う。

　一旦止まってもらい、スマートフォンで景色を撮影する。こうして写真を撮っておけば、忘れることはない。転移の際に大活躍ってわけだよ。

　もちろん、ハナミズキが目立つキャンプ跡も撮影済みだぜ。

　休んだはいいものの、海へ出るには地形が厳しすぎたので断念した。お昼はもう少しお預けだな。

　フェンリルとタヌキには補給してもらって、俺とパックは水のみにした。

　そんな感じでお昼もとらずに進んでいたら、ついに村らしきものが見えてきたのだ。見えたのは民家や畑じゃなくて、城壁である。

　城壁があるってことはあの中には住んでいる人が多数いるはず。

　はやる気持ちを抑え、城壁の写真を撮影するに留める。

　今はなにも取引できるものを持ってないし、思ったより大きな街とかだと身分証のない俺がさらりと入場できるのか分からないしさ。最悪俺を捕らえようとするかもしれない。

　その時はフェンリルのスピードで脱兎の如く逃走である。

　もう進まないとなれば――。

「いい加減、お腹もペコペコだし」

「ご飯だねー」

「がおー」

　岩礁地帯であるものの、海はすぐ傍だ。

　海岸線沿いをずっと進んできたので食べ物には困らないのだよ。丸一日で戻る仕様なので最悪なにも食べずとも平気なのだけど、できるならちゃんと食事をしたい。

　海岸線沿いを進むことは道が分かりやすいだけじゃなく、海の恵みまであると言うことなしだ。いずれ海沿い以外も散歩するだろうけど、最初だからこそ甘いルートを通りたいものだろ。ジークフリード様様だよ、ほんと。

　いつものごとく、フェンリルアタックですぐに魚は集まった。

　タヌキは岩肌をペロペロと舐めている。海にキノコってあったっけ？

　いや、彼女はキノコじゃなくて菌類とかコケ類みたいな植物を取り込むのかな？　元々スライム状だし、体表から吸収する感じなのかも。タヌキの姿の時は口を使っているので取り込む効率が悪そうだけど、俺への気遣いでタヌキのままなのかも？

「ディスコセア。食べる時は元の姿でもいいんだよ」

「形態変化はそれなりのエネルギーを使いますのでこのままの方が適です」

「そうだったのか。この前いきなり姿を変えてもらってありがとう」

「休息中でいつでもエネルギーを取り込める状態でしたのでお気になさらず。住処に戻った折にはまた形態変化いたします。マスターが服をご準備くださったので」

「そうだった」

　彼女の負担になっていないようで良かった。

　しかし、聞いてみるものだな。俺の予想と実態は異なっていたのだから。

　一旦そこで彼女との会話を終え、火をおこそうと適当な場所を探す。

　そんな折、ふと海へと目をやる。

「船だ」

「見てくる？」

「矢を射かけられたりするかもしれないから、行かない方がいいと思う」

「分かったー」

　思ったより大型船だな。遠くて見え辛いけど、帆船っぽい。ガレー船のような漕こぎはなし。帆は四枚ってところ。

　あのサイズと喫きっ水すいやらの形からして外洋航海でも平気そうだ。

　どう考えても俺とパックだけじゃ操船できそうにないので、手に入れようとは思わないな。しかし、あれほどの帆船があるなら他の船種も期待できる。










第七章　港街　スネークヘッド




　さあ、食べようとしたところで元の位置に戻ってきた。

　め、目の前でお預けとはなかなかに辛い。

　そんなわけで再度海で魚を穫り、ようやく食事にありつけた。その後はいつもの流れだよ。川で水浴びをして家に帰る。

　家に隣接する畑の跡が放置だったなあと思いつつ家の中に入った。

「マスター。来ていただきたいのですが」

「服を着た？」

「どうすればよいのか」

「と、扉を開けないでえ」

　ディスコセア情報によると、ハイエルフの姿になった彼女が部屋の扉を開けた。扉口には俺がいるわけで……。

　全裸の彼女とエンカウントってわけである。

　お約束すぎる展開だけど、鎧はともかくパンツくらいは分かるだろ。

「パックー」

「呼んだー？」

　お、いた。軒下まで聞こえたようで良かった。

「ディスコセアに服の着方を教えてもらえるかな」

「タヌキの姉ちゃん、服を着られないの？」

「そうなんだ」

「兄ちゃんが教えてあげればいいんじゃない？　おいら兄ちゃんみたいに毎日着替えないし」

　まあ、そんなこと言わずに、とディスコセアとパックを部屋に押し込んだ。

「マスター。この布は腰に巻くのでしょうか？」

「そ、それは胸に巻くんだよ」

「なるほど。では失礼して」

「ここで脱がない、中で頼む」

　なんてハプニングがありつつもディスコセアのお着替えは終わった。

　なんだかどっと疲れたよ。

　そんなこんなで彼女から昔話を聞くこともなく、すぐに寝てしまった。




◇◇◇




　翌朝、スマートフォンの写真を頼りに転移を試みる。さすがに写真を見ながらだとあっさりと転移できるようだな。

「兄ちゃん、おいらは大丈夫だよお」

「一応聞いて知っているけど、万が一の時の策もあってさ。しばらく人間の姿でいてくれ」

　パックは少年の姿で、ディスコセアはハイエルフの姿になってもらった。シロクマはそのままである。おっとフェンリルだった。

　しかし、フェンリルを飼い犬ですと言い切るのは無理があるよな。自己主張するのはよいが、周囲は犬だと認識してくれない。俺たちも含めてね。

　いやあ、城壁もあるし勝手に街へは入ることができないと思って、少し作戦を練ってみたのだ。

　さて、そろそろ準備をしなきゃな。

　フェンリルに革紐を……どこに装着しようか。

　首輪にしたかったけどなかなか難しいな。首が締まったら可哀そうだし。

　前足の付け根に革紐を巻いて誤魔化すことにしよう。

　革紐の端を持ち、これでペットっぽく見えるかな？　ここからは徒歩だ。

　フェンリルには装備品の一部を入れたザックを背負わせている。これでまあ、荷物を運ぶ有能なペットに見えるだろ。

　いや、待てよ。

「パックはフェンリルに乗ってくれ」

「うんー」

　パックはフェンリルに乗ってもらった。

　うん、ますます良くなったぞ。子供なら乗せることができる。だから子供も連れてきているのだ。

　よおし、バッチリだ。

　ディスコセアはハイエルフという人間っぽい種族の見た目だから街でも浮かないだろうし、俺は言わずもがなである。

　人間は一番数が多いらしいからね。

　徒歩になったので案外時間がかかるな。

　城壁があるなら、きっと……お、あったあった街道だ。

　さりげなく街道に入って、素知らぬ顔で城壁へ向かう。

「兄ちゃん、門があるぞお」

「おお、予想通りだ」

「すげえや兄ちゃん、分かっていたの？」

「いや、道沿いに行けば街への入口があると思ったんだよ」

　道が張り巡らされているなら話は別だが、見たところ、一本道だしさ。

　わざわざ道を外して入口門を作る意味がないもの。

　はやる気持ちを抑え、いつも通りを意識しててくてくと歩く。

　ハッキリと門が見えてきたところで、門番が二人も立っていることが分かった。

　さあて、どこの者とも知れない風来坊に対してどういう対応をするのか。

「パック、言葉が分からないかもしれないから先にパックが門番に挨拶してくれないか？」

「うんー」

　フェンリルの首もとをぽんと叩き、右手をぐっと上にあげるパック。

　パックはどのような言葉であっても通じる素敵能力を持っているからな。

　なんとなくだけど、俺も言葉が通じるんじゃないかとも思っている。根拠はディスコセアと言葉が通じたことからだね。

「こんにちはー」

「珍しい荷に馬うまを連れているな。見ない顔だが旅商人一家か？」

　問い詰めるような感じであったが、中年の門番は穏やかな顔をしている。

　パックが子供のような見た目をしているからかな？　彼にパックと同じくらいの子供がいるのかも。

「そうだよー。おいらが海を見たいって父ちゃんに頼んだんだ」
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「ほう、これはこれは。ようこそ、スネークヘッドへ。決まりだからすまんが、荷物を見せてもらっていいか？」

「うんー」

　快活に応じるパックは足をブラブラさせて門番に笑顔を向ける。

　その姿に対応していた門番だけじゃなく、もう一人も門番も悪くない反応をしていた。

　とても子供っぽい仕草に喋り方だが、パックは演技をしているわけじゃない。

　素で彼が子供っぽいのが幸いした。

　そして、予想通りというか俺にも彼らの言葉が分かる。

　門番の言葉を受けて、ディスコセアに手伝ってもらって荷物を降ろしザックの中身を出していく。

「兄ちゃんら、海は初めてかい？」

「はい、海が見えてワクワクしています」

「ははは、スネークヘッドの港はなかなかのもんだぜ。港近くにある『ビックシェフ』って飯屋がうまいぜ。赤い煉れん瓦がの屋根の店だ」

「おお！　海のものが食べられるんですか？」

「そうだぜ。口に合うか分からんが、あの店でダメなら海のものは食べない方がいい。肉料理なら中央広場近くがいいぜ」

「ありがとう」

「よっし、行っていいぜ。ほい、通行証。この街では出る時はどの門からでもいいからな」

　あっさりと通過することができた。随分と親切な人たちで良かったよ。

　危なそうな者がいたら止めるってことなのかな。危なそうにはモンスターも含まれるのだと思う。




◇◇◇




　すげえ、すげえぞ。異世界の港街。

　南欧風の港街って感じだ。煉瓦の道にクリーム色の漆しっ喰くいに煉瓦で装飾された家々などなど。

　パックは慣れた様子でディスコセアは無表情。俺だけがきょろきょろと落ち着きがないといった状況である。

　街は細い路地が多く入り組んでいたけど、一本太い道がありそれが港まで続いているといった感じであった。

　太い道は門番が言っていた『中央広場』にも繋がっていて、中央広場はベンチや露店が出ていて賑にぎやかで俺のテンションがますますあがる。

「すごいなー」

「おいらも久々にこんなに大きな街に来たよー」

「どれくらいの人が住んでいるんだろうなあ」

「いっぱい？」

　そうだな。いっぱいいるよな。

　最初は昔の南欧風に似た街並みに目を引かれていたが、中央広場に来たところでようやく街を歩く人たちに注意が向いたんだ。

　すると、やはりここは地球じゃないんだなあっと改めて思い知らされた。

　カモメやスライムが人間（に似た形状）に変身するところを目の当たりにしているから今更と思うかもしれない。

　だけど、圧倒されるというかなんというか、うまく言えないのがもどかしい。

　国際色豊かって言葉を日本でもよく聞いたものだけど、この景色を見たら豊かってなんだったんだろうって思わされるよ。

　文化や風習が異なるといっても、なんのかんので同じ人間じゃないか。

　ここは違う。

　人間はもちろんのこと、猫耳、犬耳といった人間に近い見た目をした人たちから、猫頭や豹頭といった動物の頭の人たち、更にはジークフリードのようなリザードマンもいる。

　割合的には人間が四割で、次に多いのが獣耳種族で動物頭やリザードマンがそれに続く。

　そうそう、ファンタジー定番のドワーフは……いたいた。ベンチで二人並んで酒を飲んでいる。

　ドワーフは酒が好き。俺のイメージ通りで彼らを見てニヤニヤしてしまった。

　ひょっとしたらドワーフじゃないのかもしれないのだけど、見た目が口と顎あご髭ひげを生やしたずんぐりとした人たちだったからさ。

　座っているが、見た感じ身長が俺の胸の下辺りだろうから俺のイメージするドワーフに合致したんだ。

　確かめようにも、陽気に飲んでいる彼らに「種族は何ですか？」なんて失礼すぎる問いかけができようはずもない。

「エルフらしき人は見かけないなー」

「ここに見た目だけならハイエルフがいますが」

　無表情に顎をあげるディスコセアの耳元に口を寄せ、声を落として話しかける。

　俺、気が付いたんだ。

　人の観察をしていただろ。それでさ、道行く人がチラリと彼女を見るのが多いってことにさ。

　彼女が綺麗だから男の目を引くのは事実だと思う。しかし、女性もかなりの高確率で彼女を見ていたんだよね。

　それでエルフの姿を見かけなかったことからピンと来たんだ。

　この街ではエルフってかなり珍しい種族なんじゃないかってことに。

　いるだけで注目されてしまうエルフが不用意な発言をしてみろ、変に勘ぐられるかもしれないだろ。

　障子に目ありってやつだよ。

「ここでは本当のエルフのふりをしてもらえるか？」

「ハイエルフですが、エルフとして振る舞ってよろしいのですか？」

「ハイエルフとエルフってなにが違うんだろ」

「記憶にあることでしたらお伝えできますが、正確な情報ではない可能性があります」

　ひそひそと喋っていたら余計目立つ気がする。

　聞かなきゃ勘違いが生まれる危険性はあるが、今はそうだな。

「見た目だけ教えてほしい。エルフとハイエルフって見た目の大きな違いはあるの？」

「ここが違います」

　不意に顔の向きを変えた彼女の頬に顔が当たりそうになり慌てて少し頭を後ろに引く。

　彼女は自分の瞳を指さし、じっと俺を見つめてくる。

「目……だよな」

「はい、瞳孔の形状が違います」

「キッチリ見てなかったけど、明るいところだと星のような模様が入るんだな」

「エルフは入りません。これが違いです」

「エルフって言うと無理があるかもしれない、しかし、ハイエルフはエルフより珍しいんだよな」

「そうですね。わたしの知る時代ではハイエルフの数はエルフの一割ほどだと記憶しております」

「と、とりあえずエルフでいこう」

「承知しました」

「詳細は目立たぬところで聞かせて」

　目か……目は部位としては小さいけど、目立つ。

　ダジャレのつもりはなかったのだが、目立つって書くくらいだから、目って注目される部位だよな。

　顔を見たら、目にも視線がいくよねえ。

　遠目には分からないから、とりあえずは誤魔化そう。

　通行人にエルフがちらほらいたら「ハイエルフです」でもいいんだけど、エルフな見た目でこれほど注目されていたら、ハイエルフと名乗れば目立つってもんじゃないだろ。

　ただのおのぼりさんである俺たちが変な注目を集めてはマイナスしかない。

「ねえ、兄ちゃん、お腹空かないー？」

「いい匂いが漂ってきているよな」

　パックの声でハッと我に返る。

　食べたいのはやまやまだが、お金がないのだ。

　そのために新品の装備を持ってきている。質屋や武器屋とかで買い取ってもらおうと思って。

「よおし、探そう！」

「ん、なにを？」

「お腹を満たすためにお金を作らなきゃいけないだろー」

「そうだったー」

　気合を入れたがパックにはすぐに伝わらなかった。

　いざ行かん。

　武器屋とか質屋って看板を見りゃわかるかな？　まずは大通り沿いを見てみよう。

「あ……」

　ディスコセアが目立つとか気にしていたけど、フェンリルの方がもっともっと目立つじゃないかよ。

　でかいし、こんなシロクマ……じゃない狼なんて他にはいないだろうから。

「がおー」

　フェンリルが吠えただけで周囲の人全てが振り返った。

「な、なんだあの熊」

「変な色」

　街の人の声に、エルフとか小さなことだったと今更気が付く俺である……。

　広場じゃ目立つな、と思った俺は逃げるように大通り沿いを避け、人通りの少ない細い路地に入ることに決めた。




「ねえ、兄ちゃん！　なんか宝石が並んでいるよ！」

　新品の装備を買い取ってくれるところはないものだろうか、と広場から離れ細い路地に入ったまではよかったが、見事にどこにいるか分からなくなった。

　迷うなんてことを気にしないパックは、無邪気に斜め向かいにある店を指さした。

　どれどれと店の前に行くと、古ぼけたガラス窓越しに商品の一部が見えた。

「おお、本当だ」

　宝石が並んでいる……のとは少し違う。

　年季の入った杖つえの柄に大きな宝石がはめ込まれている。杖は一本じゃなく、五本くらい立てかけられていて、それぞれ宝石の色が違っていた。

　他にも錆びの浮いた箱とか、どう見ても新品じゃないものが窓越しに見える。

「骨こっ董とう品ひんを扱っている店かも」

「兄ちゃんの持ってきた装備を買い取ってくれるかな？」

「どうだろう……」

「入ってみようよ！」

　俺の持つ売り物は新品の装備だから、この店の商品とは趣が異なる。

　装備の中に杖やブローチもあったので、ひょっとしたら買い取ってくれたりするかも？

　パックに袖を引っ張られ、店内へ入ったが、そこでトラブル発生。

　店内の様子を見る前に入口の方へ体の向きを変える。

「俺が悪かった……」

　なんと、フェンリルが店内に入ろうとして入口で詰まっていたのだ。

　以前あったみたいに無理やり押し込んでくぐり抜ける、なんてことは必要ない。

　何故なら入口扉は横にスライドするようになっており、まだ半分ほどしか開いていなかったからだ。

　ペットを店内に入れていいものかと悩みつつも、入口扉を全開にしてフェンリルとディスコセアも入店する。

「随分騒がしいお客さんだね」

　奥からしゃがれた老婆のような声がして、骨董品屋（仮）の店員が顔を出す。

　声からして年配の女性かなと思ったが、見た目は全くの逆。パックと同じ歳くらいに見える少女だった。オレンジ色のウェーブのかかった髪に真ん丸の目、低い鼻にはそばかすがある。耳の先が尖り、黒い瞳孔の周囲にはオレンジ色のリングがあった。

　彼女の姿からして人間ではないことは確かだ。

「すいません。騒がしくしてしまって」

「あはは。律儀な子だね。バローズにようこそ。中古アーティファクト品ばかりだけど、なにか探しているものはあるのかい？」

「アーティファクト？」

「どんなものかは実際に見てみるのが早いさね」

　確かに彼女の言う通りだ。

　フェンリルにかかりきりで店内を見ていなかった。

　アーティファクトと言われてもなんのことやらだが……習うより慣れろだよな。うん。

　店内はそれほど広くはなく、目測で十五畳くらい。壁には棚が打ち付けられていて、所狭しと商品が並べられている。

　俺のイメージに近いのはパワーストーンの店かな。石や宝石も沢山置かれていて、小箱の中に種類ごとに整理されていた。小物類が多いが、中には大きなものもある。

　杖や箒はまだしも、台座にプロペラが差し込まれたような道具とか、なにに使うのか全く分からないものの方が多い。

「あ、あの」

「マスター。ノームの方は奥へ行ってしまったようです」

　店員の少女に問いかけようとしたら、ディスコセアは彼女がもうここにはいないことを教えてくれた。

　商品を見たまま呼びかけたので、カウンターの方は見てなかったんだよね。

「彼女はノームという種族なの？」

「はい。わたしの記憶と一致するなら、と条件がつきますが」

　無表情のまま首だけを傾けるディスコセア。

　ええと、ディスコセアから得た情報をまとめると、ノームの見た目は今俺が見た少女のように耳が尖り、人間と異なる特徴的な瞳を持つ。髪の毛もストレートの人はいないんだって。

　他に大きな特徴として、年齢を重ねていても人間で言うところの小学生くらいの歳に見える。

　店内を一通り見てまわったが、特に目を引くものもなく、そろそろ撤収するかと思った矢先、ドタドタと奥の方から足音がして勢いよく奥の扉が開き、カウンターに先ほどのノームの少女と彼女と同じくらいの歳に見える少年が息を切らせて姿を見せた。

「あれだよ、お前さん」

「お、おおお。あれぞ、まさしく」

　少年も少女と同じくノームだろう。目と耳の形が彼女にそっくりだった。彼もまた、しわがれた声で驚きの声をあげている。

　彼の目線の先は、店内に入るなり伏せの体勢で顎を床につけ休んでいたフェンリルだった。

「フェンリルがどうかしましたか？」

　ノームの少女からなにも言われなかったから、ペット入店問題なしと思っていたが、そうじゃなかったかも、なんて思ったが、彼の反応からして別のことだよな。一体全体どうしたというのだろうか？

　俺の問いかけに対し、彼はわなわなと全身を震わせ、人差し指を立てる。

「い、今、フェンリルと言ったのかの？」

「は、はい」

　ノームの少年のあまりの勢いに声がうわずる。

「で、伝説は本当だったのだ！　あれこそ、伝説に謳うたわれる白銀の『フェンリル』！」

「がおー」

　彼の声を受け、誇らしげに首をあげ気の抜けるような声で鳴くフェンリル。

「は、白銀じゃないんですが……白です」

「き、君は知らずにフェンリルを連れているのかね」

「え、あ、はい」

　反応の薄い俺を見た彼は、台に乗って棚から巻物を取り、カウンターにそれを広げる。

　巻物にはシロクマと狼が描かれていた。ミミズの這はったような文字らしきものもびっしり書かれていたけど、もちろん読めない。

「マスター。この文字なら読めます」

　ディスコセアがピタリと俺の肩に自分の肩を当て、巻物の文字へ指を当てる。

　ディスコセアと俺にカウンターを挟んで対峙する形になったノームの少年と少女が、揃って目を見開く。

「お前さん、まさか……ハイエルフなのかの？」

「はい。ハイエルフの……」

　ノームの少年に対し、「ハイエルフの姿をしているだけです」と言うことが予想されたので、慌ててディスコセアの口を塞ぐ。

「彼女はハイエルフなんです」

「やはり……エルフが水色の髪に染めているのだろうと思ったのだが、その目、ハイエルフで間違いない」

「め、珍しいのですか……？」

「街で公言しない方がいいじゃろうな。おっと、心配するでない。儂わしらは言いふらしたりなんぞ無粋なことはせん」

「ありがとうございます。ずっと人里離れて暮らしていたもので世間に疎くて」

「まあ。そうじゃろうな。フェンリルとハイエルフを連れているなど尋常ではない」

　そ、そうだったんだあ。

　シロクマ……いやいやフェンリルは名前からして珍しいかもと思っていたけど、ハイエルフも希少種だったとは……。広場でフェンリルがやる気なく吠えてくれてある意味助かったよ。

「フェンリルも相当珍しいんですよね？」

「そうじゃな。じゃが、誰もフェンリルとは思わんじゃろうて。変わった毛色をした熊程度に思われるだけじゃ。熊なら街でも荷物運びに使役する者もいなくはない」

　彼の説明にホッとする。

　さてと、胸を撫でおろしたところで、巻物に話を戻そう。

「ディスコセア、読み上げてもらえるか？」

「畏まりました。それでは読み上げます」

「全て読むことができるのかの？」

「はい。問題ございません」

　口を挟んだノームの少年に、当然と返事をするディスコセアだった。

　巻物には二種類の文字があるとのこと。

　内容はフェンリルについて。

　フェンリルは賢く気高い。人の言葉を理解し、恩人には一生をかけて恩を返す忠義に溢れる性質を併せ持つ。

　次に一番気になっていたシロクマと狼の絵のことだ。

　驚くべきことに、これはどちらも同じ個体のことを描いたものであった。

　シロクマの白が白銀になる時、フェンリルは真の姿を取り戻す。真の姿というのが狼に似た形態なんだと。

　ここまではノームの少年が知るところだった。

　ここから先は別の文字で書かれていて、フェンリルが真の姿を取り戻す方法が記載されていたのだ。

　聖なる泉で体を清めた後、シャインコートなるものを全身に塗布することでフェンリルは真の姿を取り戻す。

「フェンリルにそんな秘密が……」

「まだ先があります。姿を取り戻しても、シャインコートには有効時間があり、永遠なものではないと記載されています」

「せっかく狼の姿になっても、またシロクマ……白い熊になっちゃうんだな」

「有効時間は十年なのか一年なのか不明ですが、記載が正しければ、マスターのおっしゃる通りですね」

　そう締めくくったディスコセアが口を閉じる。

　なにやら複雑な話だったが、まとめるとシロクマの毛を銀色にしたら、狼の姿になれるってことだな。

　シロクマがフェンリルなんて、と思っていたけど、白を白銀にすると俺やパックの想像する白銀の狼になるとは……。

「なるほどのお。解読できていない箇所に真の姿を取り戻す秘ひ訣けつが書かれていたとは感服した」

　ノームの少年は「うむうむ」と頷き、言葉を続ける。

「フェンリルを見られただけでなく、良い話を聞かせてもらった。なにかを礼をできればと思っておるのじゃが、お前さんら儂らの店でなにか欲しいものがあったのかの？」

「いえ、路銀が欲しくて装備を売ろうと街を歩いていました」

「どんなものじゃ？　見せてもらえるかの？」

「これです」

「ほう、これならドルゴンの店で買い取ってくれるじゃろ」

「私が案内しようさね」

　よっとと立ち上がったノームの少女に待ったをかける。

「その前に一つお聞きしたいことがあります。シャインコートってどういうモノなのか知っていますか？」

「残念ながら聞いたことがない。じゃが、個人的に興味がある。調べておく。また後日店を訪れるがよい」

「ありがとうございます！」

　博識そうなノームの少年も聞いたことがないらしい。

　お礼を述べ、ノームの少女に連れられ店を後にする。

　道中、ディスコセアにもシャインコートのことを聞いてみたが、彼女も知らないとのことだった。




◇◇◇




　ノームの少女が案内してくれたドルゴンの店は、ドワーフのおじさんが経営する武具屋で、いろいろな装備を買い取ってくれたんだ。

　装備は新品同様だったので売値の八割で買ってくれるという太っ腹。

　中でもレイピアという武器が高値で売れた。なにやら魔法金属とかいうものでできているみたいで、千ゴルダにもなったのだ。

　全部売ろうと思ったけど、ドワーフのおじさんから一部は残して置いた方がいいってアドバイスを受けて五つの装備品を売った。

　ついでに俺の装備しているダガーやらも見てもらって、意外にも高級品だってことも分かる。

　特に革鎧。こいつが珍しい魔獣の革なんだって。

　俺にとっては宝の持ち腐れだけどねえ。

　彼はまた武器や防具の手入れの方法を教えてくれて、ふんふんと興味深く聞かせてもらった。

　その際にうっかりパックが再構成のことを口に出さないかヒヤヒヤしたけど。

　幸い彼はお店に並ぶ武器をキラキラした目で眺めていたので事なきを得た。

　そうそう、店に行って分かったのだけど、思った以上に中古品が多い。新品でも溶かして打ち直したのも結構あるんだってさ。

　これもドワーフの店主の情報だけど、新品ばかりを扱っている店は少なく、大なり小なり中古品を扱っているものなんだと。

　中古品にもならず、打ち直すしかないものを大量に買い取って、再構成して売る。なら稼げそうだ。

　ただ塩梅が難しい。元々ある商圏に突如詐欺ともいえる再構成で乗り込むわけなのだから、やる時は慎重にならねばな。

　信頼できる店の人がいなきゃ、下手すると指名手配とか出禁になりそうで怖い。

　そんなこんなで、親切なドワーフの店主のおかげでいろんな情報とお金を得ることができた。

　合計金額千三百四十ゴルダ。恐らく日本円にして十三万四千円くらい。

　これだけあればたらふく食べることができるし、多少の買い物もできちゃうぞ。

　お金が手に入ったので、ディスコセア用の耳が隠れるフードを一つ購入した。彼女がハイエルフと知られるとなにかと厄介な出来事に巻き込まれそうな気がしたからさ。エルフとハイエルフ双方の特徴である長い耳を隠せば人通りを歩くだけなら誤魔化せる。




　ようやくお金を得た俺たちはさっそく食事をとろうと動き出す。俺たちと言っても俺とパックの二人だけの意見なのだが……。ディスコセアとフェンリルは料理を食べないし仕方ない。俺とパックでなにを食べるか話し合うまでもなく、「肉」で一致した。

　門番のオススメの肉料理を出す店は確か広場付近だったよな。

　お、ここかな。青い屋根の煉瓦作りのレストランには看板が出ていて、肉の絵が描かれている。




　さっそくペット同伴で入店し、文字が分からないので適当に指さしで注文を行う。

　やはり、街を満喫するには文字を学ばなければならないな、と腕を組みどうしたものかと悩んでいたら、料理が運ばれてきた。

　あまりの良い香りに悩んでいたことなど一発で吹き飛んだ。

　こんがりと焼けた骨付き肉にオニオンのソースをかけた料理、深皿に大きな肉の塊を乗せブランソースをかけたビーフシチューのようなもの、ローストビーフにフライドポテト、更にふわふわの白いパン。

　適当に頼んだ割に極上の料理がやってきた！

「おいしい！」

「確かに！　久しぶりに味のついた料理を食べたよ」

　絶品、絶品。特においしいのがビーフシチューだった。肉はほろりと口の中でとろけうまみがじゅわっと広がる絶妙の味だったのだけど、最も気にいったのが汁にパンを浸して食べること。お行儀が悪いという人もいるかもしれないが、これがまた本当においしくてさ。

「ディスコセアも食べられそうなら、食べてね」

「経口摂取に見えるように、ですよね？」

「それで頼む」

「畏まりました」

　ディスコセアは顔色を変えず、フォークとナイフを上手に使って上品に食べていた。

　しかし、よく観察してみると彼女の喉が動いていないことが分かる。

　口に入れてそのまま溶かして吸収しているんだろうな……きっと。

　彼女は見た目だけハイエフルの姿を取っているが、中身はスライムなのだ。

「ひゃー、食った食った」

「お肉もおいしいねー」

「いつも魚ばっかだったものな」

「うんうんー」

　パックと感想を述べ合い、店を後にする。

　やはり、ちゃんとした調味料を使って調理した料理はおいしい。レストランほどの腕はないけれど、調味料があればもう少しマシなものを毎日食べることができるよな……。

「よおし、次は調味料を仕入れに行くぞ」

「おー」

　ちょうど広場だったので、露店を巡ると調味料を発見することができた。

　塩、酢、魚ぎょ醤しょう、とうがらし、オリーブオイル、ハーブっぽいなにか、バターなどなど。ついでに小麦粉、パン、チーズ、ハムなども買っておいた。冷蔵庫がないから、どこまで日持ちするか分からないので、バターや卵は我慢した。
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「うーん、どうしよう」

「買っちゃえばー？」

　穴が開いたボロボロの船を前にして、腕を組み悩む俺にパックが緩い感じで言葉を返してくる。

「ギリ買えるが、運ぶことができるかな、これ」

「よかったら解体してやろうか？」

　と露店の店主が笑う。

　夕焼け空の下、港を探索していたらボロボロになった船と木の板や角材を売っている露店があったんだ。

　この露店は使えなくなった船を解体して木材を売っている店である。

　塩気を含んでいるから格安で売っているみたいで、それなりに売上があがるんだと店主が言っていた。

「解体してまとめたらいくら追加になるかな？」

「これ全部買ってくれるんだったらサービスしておくぜ。形には拘らないって条件ならな」

「もちろんだよ。適当にばらしてもらえる？」

「あいよ」

「それとロープも買いたい」

「ロープでくくっとけばいいんだな」

「助かる」

　てなわけで、お店の若い人たちがノコギリ片手に小船を解体し始める。

　その時、長い板を持ち上げた際に棚の上にあったバケツが倒れ、落ちてきた。

「がおー」

　フェンリルにタックルされ、吹き飛ぶ。

　ぼふん。柔らかいなにかに受け止められる。

「大事ないですか？」

「ありがとう」

　柔らかい感触はディスコセアが後ろから俺を受け止めてくれたからだった。彼女は俺を後ろから抱きしめるようにして倒れないように今もまだ支えてくれている。

　一方で俺を突き飛ばしたフェンリルは落ちてきたバケツを回避することができなかった。

　バシャーン。

　ひっくり返ったバケツから白銀のペンキが流れ、彼が頭からペンキを被ってしまったんだ。

　白が白銀になってしまうフェンリル。

　その時、フェンリルの体から煙があがる。

　煙があがるとシロクマのフェンリルの姿がなく、見たことのない白銀の巨狼が立っていた。

「フェ、フェンリル？」

「がおー」

　姿が変わっても気の抜けるような鳴き声は変わらない。この鳴き声はフェンリルのもので間違いない。
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　なんとかコート……シャインコートだっけ？なる塗料で姿が変わる、と文献にあったが、白銀のペンキで姿が変わるなんて……というか聖なる泉で身を清めたりしなきゃいけないんじゃなかったの？　案外お手軽だったんだと呆気に取られてしまったよ。

　フェンリル（仮）がフェンリル（真）になるというハプニングはあったものの、解体が完了し、巨狼の姿となったフェンリルの背に小船だったものを乗せることができた。

　念のため追加で木材を買って、ちょうど千ゴルダとなる。

　残りのお金もあと少し、こら装備を売らなきゃ厳しいなあ。

　今回は調味料と船が手に入ったから良しとしよう。




　入ってきた時とは別の門から街を出て、程よく離れたところで夜営して起きたら転移前の場所に引き戻されていた。

「フェンリル、すまんな、重たいままで」

「がおがお」

　船だったものを背に乗せフェンリルがのっしのっしと歩く。

「転移の間から歩いたら、家まで結構かかるかな」

「そうだねー」

「まあ急ぐわけでもなし、ゆっくり行こうぜ」

「うんー」

　フェンリルを先頭に俺、パック、ハイエルフの姿のままのディスコセアが続く。

　すぐにパックはカモメ姿になり、フェンリルの頭の上に乗っかった。

　転移場所がディスコセアのいた方のダンジョンじゃなくてよかったよ。あちらは途中でフェンリルが超高速で走るエリアがあるからね。

「ふう、やっと着いたー」

「食べようよー」

「そうだな、休憩しよう」

　歩くと結構遠いんだよな。早朝から移動しているのだけど、既にお腹が悲鳴をあげる時間になっている。

　街で買ってきたお土産があるんだよね。ふふ。

「うーん、やはり肉はいいな」

「狩るー？」

「いや、無理、怖い」

「おいらも無理だよー。イノシシはおっきくて、やっぱり魚かな」

「イノシシを狩猟したいのですか？」

　そこで会話に入ってきたディスコセアが不思議そうに首を傾ける。

　無表情のままに。

　元がスライムなので感情を表情で表すことが難しいのかも。ハイエルフの姿になった彼女はずっと無表情のままだ。

　タヌキの時も同じ感じだったと思う。

「海も川も近いから魚で大丈夫だよ」

「そうですか、必要あればおっしゃってください。わたしが狩猟します」

　彼女はどうやってイノシシを狩るんだろう？

　武器を使うのか、タヌキの姿だったら爪と牙で？

　ともあれ、今のところ彼女に頼む予定はない。肉は食べたいけど、食べるものがないってわけじゃないものな。

「よっし、腹も膨れたし海へ行こうかー」

　食糧確保はもちろんのこと、船も試してみたい。

　家から浜辺はすぐそこだ。

　到着し、砂の上にフェンリルが伏せをする。さあて、荷降ろしをしますかあ。

「お手伝いします」

「ありがとう」

　せっせとディスコセアに手伝ってもらい荷物を降ろす。

　彼女はハイエルフの姿のままだけど、わざわざタヌキの姿に戻ってもらう必要もなし。

　姿を変更する時にエネルギーを使うとか言っていたから、必要に迫られるまでは今の姿を維持しているんじゃないかな。たぶん。










エピローグ




「再構成する」

　ぱあああっと船だった木材が光り、新品の小船へと変化した。

　木材を追加購入しておいてよかったよ。ちょうど追加分を含めて小船になったのだから。

「がおー」

　フェンリルが小船を鼻先で押す。

　そうだよな、船があれば海に浮かべたい、至極当然の想いだ。

　そんな立派な船でもないので、外洋航海をすることは難しいと思う。

　小型船と表現していたが、手漕ぎボートと言った方がいいかもという作りだ。

　大きさもフェンリルと俺たち三人が乗ったらぎゅうぎゅうで隙間がなくなるほどで、帆もついてないしオールで漕ぐ。

　船の後ろ側に備え付けのオールがあって、手持ちのオールが二本ある。

　これで船を漕いで進む作りだな。よっし、完全に理解した。

「兄ちゃんも押してー」

「お、おう」

　パックが少年の姿になって、フェンリルの隣で船を押す。

　俺は反対側に回って彼らに加わる。

「わたしもお手伝いします」

　ディスコセアも参加を申し出てくれたが、後ろ側は俺たち三人でもう隙間がない。

　しかし、彼女は俺とフェンリルの間に入ってきて、おしくらまんじゅうになった。

　まあ、こういうのもいいか！

「よおっし、浮かんだー」

「やったー」

　パックとディスコセアには船へ乗ってもらい、さあ押すかと思ったら体が宙に浮く。

「うおお」

　むぎゅ。

　ディスコセアに抱きとめてもらい、船へ無事着地した。

「がおー」

　俺が宙に浮いたのはもちろん、気の抜けるような声で鳴いたフェンリルが俺を咥えて首を振ったからである。

　残ったフェンリルは船を押し始めた。

「え、え」

「速い速いー」

　なんだか、船が加速しているぞ！

　後ろを見てみたら、フェンリルが泳いで船を押していることが分かった。

　陸ほどではないけど、なかなかの速度が出ていてビックリする。

　あれ、フェンリルの姿が狼から元のシロクマに戻っているじゃないか。

　まさかの泳ぐと元に戻る仕様である。元に戻ってしまったのは、シャインコートじゃなくペンキだったからかもしれない。

「ほらー、あれが暗礁地帯だよお」

　もう陸が目を凝らしてなんとか見える距離まで進んでしまった。

　パックが指さすところは白波があがっており、水深がそこだけ浅いことが分かる。

「フェンリル、速度を落として慎重に頼む」

「がおー」

　慎重に暗礁地帯を進むが、コツンと船が岩にぶつかった。

　マジで浅いんだな。平均して膝上くらいの水深しかなさそうだ。一部は海水の上まで岩が出ている。

「これならなんとか暗礁地帯の向こう側まで行けるかなあ」

「船が損傷する可能性が高いかと」

「損傷してもすぐに修理はできる、けど、海水をかきだすのが難しいか」

「マスターは船で漁を行いたいのでしょうか？　それとも遥か遠くの陸まで到達したいのですか？」

　この船で外洋航海して陸地まで到達しようとは思っていなかった。

　外洋航海船が手に入ったとしてもこの人数だと難しいよなあ。

　小船でも転移を使えばなんとかなるかもしれないけど……転移じゃ一日経過すると戻ってしまうからさ。

　本当の意味で「外に出た」とは言えないだろ。

　転移を使えば街に行くことができるし、今の状態でも生活していくに支障はないのだけどね。

　考え込んでいると、ディスコセアが言葉を続ける。

「陸まで行きたい、だけでしたらお連れしますが？」

「お連れするってフェンリルが高速で泳げるとしても途中で海が荒れたり、鮫さめが出たりしたらフェンリルが危ないよ」

「ベアも一緒に連れていけますが、船までは難しいかと」

「魔法かなにかがあるのかな……」

　どうも話が見えない。

　すると、ディスコセアが唐突に服を脱ぎ始めた。

　え、えええ。

　全裸になった彼女の体から煙があがる。

　ガクンと船が大きく揺れ、遮るものがないというのに日陰になった。

　なんだろうと思い、見上げると――浅瀬に巨大なドラゴンが立っていたのだ！

「マスター。わたしです。ディスコセアです」

「ド、ドラゴンに変身できるの？」

「はい。一度姿を見て記憶できましたので」

「あ、あの時か！」

　ダンジョンから出て崖の中腹だっただろ。

　あの時、突如ドラゴンが襲い掛かってきて慌てて引き返した。

　逃げることしか頭にない俺とは異なり、彼女はドラゴンの姿をコピーしていたってことか。

　この巨体ならフェンリルも乗せて飛び立つこともできそうだ。

「行きますか？」

「いや、今日は一旦戻ろう。行くなら朝からにしたい」

「承知しました。では、元に戻ります」

「でも、明日が雨だったら中止に……」

「なにか？」

「ふ、服を着て……」

　タヌキに戻ると思ったら、ハイエルフの姿じゃないかよ。

　無表情で首を傾けられても困る。

　彼女からしたら、服があるのでハイエルフの姿になったんだと思うのだけど……。

「姉ちゃん、人の姿をしている時は服を着るんだって兄ちゃんが言っていただろー」

「着方が分かりません。マスター。よろしいでしょうか？」

「パ、パックう。頼むう」

　目を逸らし、パックに丸投げする俺であった。

　あははと笑う彼は、ディスコセアに二度目の服の着方指導を始めてくれたようだ。

　明日は空の旅かあ。

　楽しみでならない。

　いずれシャインコートなるものを発見して、フェンリルがずっと真の姿でいられるようにってのもいいかもしれない。ノームの彼はシャインコートについてなにか分かったのかなあ？　近くまたスネークヘッドにも行かないとね。ついでにおいしい料理を食べ、食材を買って帰りたい。

　そんなこんなでのんびりとした生活は続いていく。










特別編　パックとお肉




　やあ。おいらパック！

　人と鳥の姿を自由に選ぶことができるおいらは気ままにその日暮らしをしていたんだ。

　暗礁があって船も入れず、険しい山脈で陸からも進むことができない半島があるのって知っている？

　そこは人間や獣人がいないから村も街もないところなんだ。じゃあ、寂しいだけで行っても仕方ないじゃないと思った？

　いやいや、そうじゃないんだぞお。誰もいないってことはさ、誰も食べてないってことなんだよ。

　海でも川でも魚を獲り放題だし、網や針に羽が引っかかっちゃうこともない。

　それだけじゃないんだ。この半島は海側から行く場合でも半島近くにある暗礁だけじゃなく、ところどころに突き出た岩とかの休憩ポイントがあるんだよ。

　休み休みのんびりと向かうことができるし、孤島と違って面積が広いし、とっても魅力的なところなんだぞ。

　街や村を見るのも好きだけど、そればかりじゃ飽きる。そんなわけで、半島に向かった。

　お腹も空いてきたことだしさ！




　お、さっそく発見！　おいしそうなエビ！

　ぱくんと嘴で咥え、一心不乱に食べる。

　なにやらお人好しそうな若い男の人がおいらを諌いさめるけどしーらない。もう食べちゃったもん。

　獲物は食べるまでが勝負だー。

　……食べ終わるまではそんなことを考えていたんだけど、お腹が膨れたら考えが少し変わった。

　エビはこの人が狩りをしたものだよね？って気がついちゃったんだ。てっきり、エビが海から跳ねたと思ったのだけど、トビウオならともかくエビは海の上まで跳ねてこないよね。

　ん？　人？　この場所に人？

　そんなわけないか、飛ぶことができないと、この場所には到達できないもん。

　きっとおいらと同じカモメになって飛んできたんだよ。




　ビックリだよ！

　あのお人好しそうな男の人は人間なんだって！　食べ物もおいしいし、面白そうだからしばらくこの人……リュウについていくことにしたんだ。

　ほんと面白いよ！　地下で変な乗り物を発見するし、スライムがタヌキや姉ちゃんになったり。

　リュウといると本当に飽きない。




「う、うーん。イノシシはちょっと」

「え、そうなのー？　兄ちゃん、街でおいしそうに肉を食べていたじゃないか」

「街ならよいんだけど、自分で、となるとさ」

「お任せください」

　タヌキの姉ちゃんが力強く宣言した。

　兄ちゃんはなんか焦っていたけど、お腹空いてないのかな？

「あ、いや、ディスコセア。今食べたばかりだし」

「ご安心ください。今は塩があります」

　へえ、塩かあ。しょっぱくなったら食べられなくなっちゃうなあ。おいら、海のしょっぱさならなんとか大丈夫だよ！

　兄ちゃんがまごまごしているうちに、タヌキの姿のまま姉ちゃんが藪の中に消えていった。

「楽しみだねー」

「ま、まあ……」

　曖昧に返事をする兄ちゃん。変なの。

　スネークヘッドであれほどおいしそうに肉を食べていたのに、急に肉が嫌いになるなんてことあるのかな？　おいらには分からないや。

「すげえ！」

「うあ……イノシシ……」

　大きなタヌキがイノシシを咥えて戻ってきた。

「ディスコセア、すまん」

「足りませんか？」

「いや、多すぎるよ……」

「ご心配なく。残りは保管いたしましょう。牙や毛皮もお任せください」

　兄ちゃんが背を向けたからか、姉ちゃんがイノシシを咥えたまま藪の中に入った。

　ゴキイイイ！　グシャア！

　とものすごい音がして、彼女が綺麗に分けられた肉のブロック、皮、角や牙を次々に咥えて持ってきた。

「肉だー」

「肉だな……」

　肉を見て兄ちゃんもやっといつもの調子を取り戻してきたみたい。顔色が元に戻っているからすぐ分かったぞ。

　姉ちゃんはハイエルフの姿に変わって、またしても兄ちゃんが慌て始めた。

　察しのよいおいらは姉ちゃんに布を渡したんだ。

　おいらは別になんとも思わないのだけど、兄ちゃんはハイエルフの姿の姉ちゃんが服を着ていないのが苦手っぽいからね。

　姉ちゃんが肉ブロックの一つに手を当てる。

　すると、みるみるうちに肉から瑞みず々みずしさがなくなっていったんだ。

　乾燥って言うんだろ、これ。

　乾燥させた肉ブロックに塩を振って、煙でいぶす。

「おお、もう食べられるの？」

「なるほど、燻製か。この後焼かないと食べられないと思うぞ」

　兄ちゃんが姉ちゃんのやっていることを説明してくれた。

　煙でいぶすと、肉は燻製になるんだって。燻製にした肉を焼くと普通にそのまま焼くよりおいしく食べられるとか、そんな感じ？

「これで準備完了です。私が焼いてもよろしいでしょうか？」

「ありがとう、助かるよ」

　兄ちゃんの同意を取った姉ちゃんが肉を薄く切って網で焼き始める。

　ジュウジュウとおいしそうな音と匂いがしてきて、食べる前からおいしい予感がビンビン来たよ！

「おいしい！」

「確かに、こいつはおいしい。狩猟したばかりの肉なのにこれほどおいしくなるんだな」

　兄ちゃんと二人で感想を述べ合う。

「ご満足いただけてよかったです」

　そう言った姉ちゃんはにこりともせず、今度は皮の処理に取り掛かった。










あとがき




『フェンリル（仮）と異世界散歩』を手に取っていただきありがとうございます！
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フェンリル（仮）とカピバラ




「きゅ」

「がおー」

　どちらも気の抜ける声で聞いているこっちが脱力してしまう。

　声の主は水桶を住処としているカピバラとフェンリルを自称しているシロクマである。

　お、おっとシロクマじゃなかった。フェンリルだった。

　のそのそとのっしのっしとそれぞれがそれぞれの歩幅でゆっくりと歩き、どぼーんと川に飛び込んだ、いや、進んで行った。

　近くの川まで水浴びに来たらカピバラもいてさ。それで、しばらく観察していたらフェンリルと一緒に水浴びをし始めている。

　川から鼻だけを出してヒクヒクさせるカピバラの姿は愛嬌があって癒されるなあ。

　もう一方のフェンリルは水面に浮かび、背中が見えていたのだが突如後ろ脚で立ち上がった。

「がおー」

　彼が突如右前脚を振り下ろし、バシャーンと水しぶきがあがる。

　飛んできた水と共に岸辺に魚がピチピチと打ち上げられた。

「俺のご飯まで獲ってくれたんだな。ありがとう」

　お礼を述べるとフェンリルがバンザイのポーズになり、再び四つ足の体勢に戻る。

「食べていいのー？　兄ちゃん」

「も、もう食べてるじゃないか」

　跳ねた魚の魅力に勝てなかったのか、カモメ姿のパックが既に魚を突き始めていた。

　い、いつの間に戻ってきたんだ？　さっきまで空を飛んでいたよな。何か食べ物を探して来るとかで。

　騒がしい俺たちと異なり、十分に水浴びを堪能したらしいカピバラが岸辺にあがってくる。

「きゅ」

　鼻をヒクヒクさせはじめた彼はのそのそと木の根元まで移動して首を上下に振った。

　何やら察知したようで彼はすぐにまた動き始める。

　少し進んだ先の草むらで立ち止まり、俺の方を向いて鼻をヒクヒクさせた。

「どうしたの？」

　何かあるのかなと彼の元に行ってみたら、地面を鼻先で突っついてアピールしてくる。

　掘れってことかな？

「ちょっとだけ、横によってもらえるかな？」

「きゅ」

　掘る、で正解だったらしい。待ってろよお。

　えっさほいさとさっそく掘り進めてみると、白い根が出てきた。

　草もいっぱい生えているので、草の根のような気がする。

　しかし、せっかくカピバラが俺を頼ってくれたのだ。彼が満足するまで掘るぜ。

　根っこを引っ張り、土を緩め、根っこを引っ張るとズルズルと根っこが土から離れる。

「お、おお。これってニンジンかな」

　小ぶりながらもこの赤い根はニンジンで間違いない。

　さっそく水洗いして、カピバラの足もとにおいてやる。

　するとどうしたことだろう。彼は置いたニンジンのうち半分を前脚で転がして残りを食べ始めたではないか。

「俺にくれるの？」

「きゅ」

　掘ってくれたお礼に半分はもらいすぎだけど、せっかくの彼の好意なので受け取ることにした。

　カピバラは鼻が利くのかな？　以前も土を掘り返して野菜が見つかったし。

「ねえねえ、兄ちゃんー」

「ん？」

　カピパラに感心していたら、パックが俺のズボンをツンツンと嘴で突っついてきた。

「食べちゃった」

「お腹空いてたんだな。生で食べてもおいしいものなの？」

「この姿の時は大丈夫だよ」

「そんなもんなんだ」

「人の姿の時は生だと食べられないんだよ」

「そいつは意外な事実。離島に飛んで行った時とかはカモメの姿でずっと食事をしているのかな？」

「そそ、カモメの姿の方が燃費もよいし、生でも食べられるし！」

　人の姿だったら生で食べられないのか、新事実発覚である。

　バシャーン。

　その時再び水を弾く音がして、ビタンビタンと魚が岸辺で跳ねたのだった。
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